




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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黒獅子パパの恋つがい







　響ひびきは、綺き麗れいだ。

　袴はかまを纏まとった軀からだは芯しんを通したかのようにまっすぐで揺ゆるぎない。的を見み据すえる眼まな差ざしは凜りんと冴さえ渡わたり、矢をつがえ弓を引き絞しぼる姿ときたらまるで一いつ幅ぷくの絵のようである。

　射位に立つ響に皆みなの視線が集まる。弓きゆう道どう場じようの空気がきりきりと張り詰つめてゆき、そして──鋭するどい音と共に的が矢に貫つらぬかれる。

「相変わらず見事なものだ」

　好こう々こう爺やといった風ふう貌ぼうの先生が横に腰こしを下ろし、楓かえでの汗あせに湿しめった髪かみをちょいと摘つまんだ。

「こうして見るとよう似ておるのになあ。なぜ響はぴしっとできるのに、おぬしは何というか……締しまらないのであろう」

　楓は黙だまって目を伏ふせる。楓も常々思っていた。どうして双ふた子ごなのに、自分は響とこんなにも違ちがうのだろうと。

　響は絢けん爛らんと咲さく牡ぼ丹たんのよう。いるだけで衆目を集め、場を支配する。響と話す時、女子はもとより年ねん輩ぱいの男性ですら浮うわつくのは、響がただ綺麗なだけでなく、機知に富み、嫌いやみのない性格をしているからだ。

　先生もまた響に魅み入いられた一人だった。太い指は楓の頑がん固こな寝ね癖ぐせを弄いじっているけれど、視線は響の方を見つめたまま。楓を見ていない。

「先生、何やってるんですか。楓に気安く触さわらないでください」

　射を終えた響がやってきて先生に冷たい目を向ける。

「いいではないか。別に楓が厭いやがっているわけでなし」

「厭がっていない？　セクハラの言い訳みたいですね。楓がおとなしくて、目上の人に逆らわないのをいいことにちょっかいを出すなんて、仮にも師としていかがなものかと思います」

「おぬしは本当に楓のこととなるとうるさいのう」

　響の唇くちびるが弓なりにたわめられた。

「うるさく言われたくなければ、弟に手を出さなければいいんです」

　響の笑え顔がおは極きわめて挑ちよう発はつ的なのにやっぱり綺麗で、貶おとしめられたというのに先生は怒おこりもしない。

「寝癖を直してやろうとしただけなのに、人聞きの悪い」

　響が楓の二の腕うでを摑つかみ、引っ張る。先生の手が離はなれると、楓のいかにも素す直なおそうな髪が一筋だけぴょこんと立ち上がった。転びそうになりながら響の後を追うと、弓道場の隅すみでようやく手が放される。

「楓。厭だったらちゃんと厭だと言わないと」

「……別に厭じゃなかったから」

　本当のことを言ったのに、響は楓と同じ形をした眉まゆ尻じりを下げて苦く笑しようした。

「あんなじいさん庇かばわなくてもいいのに。おまえは人がいいな」

　庇ってなんかいない。楓はむしろ嬉うれしく思っていた。久々に先生にかまってもらえたことを。

　開放的な造りの弓道場を秋風が渡ってゆく。足袋たびを履はいているとはいえ、板の間の冷たさに爪つま先さきがかじかむ。くしゅんと小さくくしゃみをすると、響が眉を顰ひそめた。

「楓、また風邪かぜを引いたんじゃないか？」

「違うよ。ちょっと鼻がむずむずしただけ。だから、もう少し──」

　響は楓の言葉に耳を貸さない。肩かたが摑まれぐいと引き寄せられて、額に額が押しつけられる。

「熱い。ぼーっとしていると思ったら熱があるじゃないか。駄だ目めだろ具合悪いのに稽けい古こにきたら。弓道場は冷え込むのに」

「でも……試合前だから」

　人目があるから離れたいのに、響は手を放してくれない。

「楓の軀が弱いことは皆知ってるんだ。休んだって誰だれもとやかく言いやしないよ。──先生！　先生が悪戯いたずらしたせいで弟の具合が悪くなってしまったみたいなんで、今日はもう帰ります」

　止める暇ひまもなく響の涼すずやかな声が弓道場の隅々まで響ひびき渡る。

　楓は秘ひそやかに目を伏せた。

　もう少し弓が引きたいだけで、別に誰かに何か言われるのを気にしたわけではないのに、響はどうしてそういうことを言うんだろう。

　他ほかの分野と同じくめきめき頭角を現した響のおまけのようになってしまっているけれど、元々弓道に興味があったのは楓だった。一人で通うつもりで弓道場を調べて、親に一応了りよう承しようを取って。でも、申し込みに行こうとしたら当然のように響がついてきて、いつの間にか一いつ緒しよに通うことになっていた。

　どうしてなんだろう。

　楓は不思議でならない。

　響が弓道に興味を示したことなどなかったのに。それとも自分が知らなかっただけで、やってみたいと思っていたのだろうか。

　先生が鷹おう揚ように手を振ふる。

「わかったわかった。気をつけて帰れよ」

「はい。……すみません」

　大だい丈じよう夫ぶかと声をかけてくれる人もいたけれど、女の子たちは楓の体調よりも響も帰ってしまうことを残念がっているように見えた。

　急に重く感じられるようになった軀を叱しつ咤たしつつ弦つるを外すと、響が弓を弓ゆ袋ぶくろにしまうのを手伝ってくれる。

　一礼して弓道場を出る。更こう衣い室として使われている六畳じよう間に入ると、今来たのだろう、三人の男が着き替がえをしていた。

「こんにちは」

「お疲つかれ様ー。今日はもう上がり？」

　声をかけられた響がにこやかに返事をする。楽しそうな会話を聞き流しながら紐ひもを解ほどくと袴がするりと滑すべり落ち、すんなりとした足が露あらわになった。帯を解こうとしたところで、響がいきなり険しい声を上げる。

「おまえら、何を見ているんだ？」

　────え？

　落としたばかりの袴が乱暴に引き上げられ、楓は首を小さく傾かしげた。

「響？」

「持っていろ」

　押しつけられた袴の腰の部分を反射的に摑むと、響が他の三人に向かって顎あごをしゃくる。

「出ろ」

「えっ」

「何だよ。俺たちはこれから稽古が──」

「いいから出ろ！」

　手近にいた、胴どう着ぎを羽織っただけという格好の男が六畳間の外へと引きずり出される。他の二人は顔を見合わせ、慌あわてて後についていった。

　乱暴に閉められた引き戸越ごしに響たちの声が聞こえる。

「おい、響。何カッカしてんだよ」

「いやらしい目で楓を見るな」

「はあ!?」

　楓も驚おどろいた。

　何を言っているんだろう。響ならともかく、彼らが楓にそんな目を向けるわけがないのに。

　少し悩なやんだ末、解いたばかりの袴の紐を結び直す。廊ろう下かに出て、響を止めるつもりだった。

　でも、廊下に向かって踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん、ふっと室内が暗くなった。

　誰かが灯あかりのスイッチを切ったのだろうか。

　一瞬そう思ったが、この部屋の蛍けい光こう灯とうのスイッチは廊下ではなく室内にある。そして今、部屋の中にいるのは楓一人だけだ。

　では、ブレーカーが落ちたのだろうかと見上げた楓は瞬またたいた。二本並んでいる蛍光灯が薄うす闇やみの中、ぼんやりと白く見える。

　点ついているのだ。

　いつもよりずっと光量が少ないだけで。

　──どういうこと？

　年代物の電灯に、光量の調節機能などついていない。それにただ暗いだけではなく、煙けむりでも立ち込めているかのように室内のものが見にくくなっていた。

　戸と惑まどう楓の足あし下もとから光が差し始める。まるで、今まさに誰かが畳たたみの上に書き込んでいるかのように光る文字の連なりが楓を囲むように伸のびてゆく。異常にあたたかい風がふわりと袴を膨ふくらませ、さっきまで確固としていた畳の中へ足袋を履いた足が沈しずみ始めた。

「────響！」

　楓の悲鳴に呼応するかのように廊下から聞こえてきたのは、男たちの笑い声だった。

『確かに楓はおまえと違ちがって妙みように可愛かわいいところがあるけど、男だぜ？　興味ないって』

『俺としちゃ、そんな心配をするおまえの正気を疑うわ。大丈夫かー？　脳のう味み噌そ腐くさってないかー？』

　──僕の声が聞こえていない……？

　そうこうしている裡うちに臑すねまで畳の中に沈み込んでしまい、楓は蒼あお褪ざめた。

　──違う。畳の中じゃない。

　光る文様の中にだ。

　謎なぞめいた字の連なりは円を基調とした複雑な文様へと発展していた。どうにかして文様の外に出ようと手を突つけば、手首までとぷりと沈み込み抜ぬけなくなってしまう。

「あ……ああ……」

　双ふた子ごの間には特別な絆きずながあるという。今までそんなものを感じたことはなかったけれど、いざという時が来たら何かが発現するのかもしれないと思っていた。でも、何もなかった。

　二人を隔へだてているのは襖ふすま一枚だけなのに、響は楓に降りかかった変事に欠片かけらも気づかない。

　やっぱり。

　響は僕とは。

　じりじりと光の文字が躍おどる畳が迫せり上がってくる。鎖さ骨こつから精せい一いつ杯ぱい仰のけ反った喉のどへ、顎へ。

　鼻まで沈んでしまったらどうなるのだろう。楓は肺をできるだけ膨らませて息を止めた。畳だと思っていたものが何に変質してしまっているのかはわからないけれど、吸い込みたくない。

　鼻まで来れば目はもうすぐそこだ。

　きつく目を瞑つぶると、頭のてっぺんまで何かの中に沈み込む。

　とぷん。

　まるで深い泥でい濘ねいの中へ引きずり込まれるようだった。闇雲に『何か』を搔かくも、どこへも抜けられない。段々と息が苦しくなってゆく。

　──限界だ。

　耐たえられなくなり口を開く。流れ込んできたのは泥どろではなくなまぬるい空気だった。呼吸できたことにほっとしたものの、ねっとりとした空気は血ち腥なまぐさく、楓は嫌けん悪おに身を震ふるわせた。

　そこからの記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　誰だれかの助けてという声が聞こえたような気がする。

　哀あわれっぽい声はやけに噓うそくさく耳に響ひびいた。愚おろか者を罠わなにかけるためのデコイ。死を招く甘い甘い毒どく林りん檎ご。そんなイメージがぼんやりと頭の中に残っている。

　両手で耳を塞ふさぐと声は蜘蛛くもの糸のように足を搦からめ捕とろうとしたけれど、死に物狂ぐるいでもがいて、逃にげて、逃げて、逃げて──我われに返った時、楓は山の中で雨に打たれていた。

「ここは一体────どこなんだろう？」

　わけがわからない。さっきまで都心にほど近い弓きゆう道どう場じようにいたはずなのに、どうして緑深い山の中にいるのだろう。

　しなやかな肢し体たいを包む胴着も袴はかまも水を吸い、ずっしりと重い。いつもはさらさらと風にそよぐ黒くろ髪かみも膚はだに張りつき、先せん端たんから水すい滴てきを落としている。細い足首から下を守っているのは足袋たびだけだ。

　足下には弓袋と大きな鞄かばんが置いてある。この二つは楓同様、光の文様の範はん囲い内に入っていた記憶があった。

「響──いないの？」

　きょときょとと辺りを見回し、躊躇ためらいつつ呼んでみるが答えはない。

　鞄のファスナーを閉めて弓と一いつ緒しよに拾い上げると、楓は濡れた前髪を搔き上げた。

「とりあえず、雨宿りする場所を探すべき、だよね」

　楓は軀からだが弱い。ただでさえ熱があるのにこのまま冷たい雨に体温を奪うばわれ続けていたら大変なことになりかねない。

　しかし、さほど進まないうちに探たん索さくは中断された。

　がさがさという音が近づいてきて茂しげみが揺ゆれたのだ。

　何か来る。

　予期していたものの飛び出してきた男の姿の異様さに、楓は息を吞のんだ。男は汚きたない毛皮のポンチョのようなものを羽織り、腕うでには元の色がわからないほど使い込まれた手甲のようなものを装着していた。手も顔も垢あかじみ、雨でなければ鼻が曲がるような臭気がしたに違いない。手には赤黒いもので汚よごれた抜き身の剣けんを持っている。

　あの汚れは、血ではないだろうか。

　いきなり鉢はち合あわせしてしまった男と楓はしばし時が止まったかのように見つめ合い──間近で湧わき起こった絶ぜつ叫きように弾はじかれたように動きだした。

「な……何……？」

　舌打ちした男の背後から同じような格好をした男たちが次々と飛び出してくる。一人、二人、三人、四人──。そして彼らを追うように、大きな獣けものがのっそりと姿を現した。

「ひ……っ」

　獣は五人目の男の腕をくわえ、引きずっていた。

　──うおおおおおっ！

　四人目の男が向き直り、獣へと襲おそいかかる。構えを見ただけでわかった。この無骨な武器はたまたま手にされたのではない。この男たちは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは足りない鍛たん練れんを積み、戦うことに熟達している──と。

　だが、獣が振ふり下ろされた刃やいばをおとなしく受けることはなかった。わかっていたかのように飛び退すさって、頭を打ち振るう。くわえられていた男の軀が玩具の人形のように宙を舞まい、四人目の男に激げき突とつした。

　凄すごい。

　獣は獅し子しに似た、豊かな鬣たてがみをたくわえていた。でも、獅子とはこんなに大きい獣だったろうか。動物園で寝ねそべっているのを遠目に見るのとはまるで違う迫はく力りよくに、楓は畏おそれにも似た感情を抱いだく。こんな生き物に人の力など及およぶのだろうかと。

　実際、獣の動きは俊しゆん敏びんで、数で勝まさる男たちを圧あつ倒とうしていた。

　最初に出てきた男が素す早ばやく背に負っていた弓を取り、矢をつがえる。放たれた矢は見事獅子に突き刺ささったが、代わりに四人目の男が獅子の爪つめにかかった。

　斜ななめに切り裂さかれた胸むな元もとから血がしぶく。凄せい惨さんな光景を目まの当たりにしてしまった楓は蹌踉よろめいて手近の木に寄りかかった。

　また血のにおいだ。

　貧血を起こしそうになった楓は木の後ろに回り込む。

　どうするのが、いいんだろう。

　獅子は傷ついているし、男たちに注意が向いている。隠れていればこのまま通り過ぎてくれるかもしれない。

　それで？　見殺しにするの？　この男たちを？　自分だけ安全なところに身を潜ひそめて？

　生き残る確率を上げようと思うならば、それが正解である。だが、これまで楓の受けてきた道徳教育が邪じや魔まをした。

　そんなことは、許されない。

　大きく深呼吸をして木の陰かげから顔を出し、楓は自分に出来そうなことを探す。

　──ん？　あの人、戦せん闘とうに参加していない……？

　一人だけ後方に下がり、成り行きを見守っている男がいる。男は何か抱かかえていた。あまりの汚さに襤ぼ褸ろ布きれかと思ったが違う。あれは小さな獣だ。

　ピンと来る。

　あの獣は攫さらわれた子を取り返そうとしているのではないだろうか。

　楓は獅子の子を抱えた男に駆かけ寄った。

「君、その子を返してあげるんだ。早く」

『ああ!?　何だ、何でこんなところにミャダがいるんだ！　──いや、そんなこたぁ今はどうでもいい。どけ！』

　男が何か言い返す。でも、何を言っているのだろう。

　汚かったからわからなかったが、近くで見た男の顔は日本人らしくなかった。彫ほりが深く、眉まゆの色が薄うすい。髪の色も本当は金色のようだ。

　どうしよう。言葉の通じない相手を説得している余よ裕ゆうなどない。

　仕方なく楓は獅子の子に手を伸のばし取ろうとした。

　男の示した反応は激げき烈れつだった。

『何しやがるっ、これは俺らの獲え物ものだぞ！』

　触さわるなとばかりに手を払はらい除のけられる。それどころか男は獅子の子を小こ脇わきに抱え直し剣を抜ぬいた。切っ先が楓へと向けられる。奪おうとするならば、叩たたっ切るぞとばかりに。

　ざわりと膚が粟あわ立だった。

「そっか。君たちはわかってやってるんだ」

　子を攫えば追われるということを。彼らはあの獣が子に抱いだく愛情を知っていてわざと奪った。

　悪いのは獅子ではない。全ぜん滅めつしようとしている男たちだ。

　子を返してやらないと。

　楓は剣を構えた男に向かって踏ふみ出した。幸いなことに他ほかの男たちは獅子への対応で手一杯で、邪じや魔まに入ってくる恐おそれはなさそうだ。厳しい表情で近づく楓に男が何か怒ど鳴なり、剣を横よこ薙なぎに振り回す。身を低くしてそれをかわすと、楓は弓ゆ袋ぶくろに入ったままの弓で男の腕を打った。

　うまくいくとは思っていなかった。男が怯ひるめばそれで上等。楓の狙ねらいは一いつ瞬しゆんでも相手を怯ませ、その隙すきに剣を振るえない距きよ離りまで間合いを詰つめることだった。

　でも。

『ぎゃあっ』

　乾かわいた音と共に青い閃せん光こうが迸ほとばしった。男が吹ふっ飛んでいき、立ち木に激げき突とつする。

「ええ……？　雷かみなり……??」

　楓は驚おどろき立ち竦すくんだ。

　鮮せん烈れつな光は雷を思わせたけれどここは森の中で周囲には高い木がいくらでもある。それなのに、よりによって目の前の男に落らく雷らいした？

　ありえないだろうと思ったが、他に説明がつかない。

「ええっと、とにかく──」

　楓は失神している男に駆け寄り、力の抜けた腕の中から獅子の子を救出した。厭いやがって暴れる小さな軀を抱き上げ振り返ると、もう戦いは終わっていた。

「────え」

　男たちが襤褸雑ぞう巾きんのように雨に打たれ転がっている。獅子はかろうじて立っていたものの、矢が二本と剣が一本、柄つかまで横腹に埋うまっていた。苦しげな呼吸音が血の臭においで満ちた森の中に響ひびく。

　──返してやらないと。早く、早く。

　楓は獅子の前に進み出ると、子を地面に置いた。嬉うれしそうにくるくる回ってきゅんきゅん鳴く獅子の子に優やさしく鼻先を寄せると、獅子は力ちから尽つきたかのように膝ひざを折った。それからごろごろと雑音の混ざる息を一つ吐はき、死んだ。

　開いたままの瞳ひとみは水すい晶しようのように澄すんだ紫むらさきだった。

　獅子の子はきょとりと首を傾かしげると、獅子の鼻はな面づらを舐なめたり、小さな前まえ肢あしで押したりし始めた。理解できていないのだ。死んでしまったということが。

『なーだ、なーだ、おきてよ。かえろう？　わるいひとぞくはみんなねちゃったよ？　いあ、もうおうちにかえりたい』

　獅子の体表で水すい滴てきが弾はじける。一度木々の葉に受け止められ限界まで育ってから改めて宙に身を躍おどらせた雨あま粒つぶは大粒で、当たると結構な衝しよう撃げきがあるのに、獅子は微び動どうだにしない。

　──可哀かわい想そうに。

　一体どれだけの間そうしていたのだろう。ただでさえ暗かった周囲の景色が闇やみに沈しずみ始めたのに気がつき、楓は獅子の子を抱き上げた。

『やあっ、なーだっ』

「ごめんね。厭かもしれないけど、このままじゃ風邪かぜを引いてしまうから」

　濡ぬれて重い袴はかまの裾すそに難なん儀ぎしながら楓は森の中を歩き、今にも小こ舟ぶねを飲み込まんとする大波のように張り出した崖がけの下へ待たい避ひする。一いつ緒しよに持ってきた鞄かばんから取り出したタオルでまず丹たん念ねんに獅子の子の毛に含ふくまれた水分を吸ってやってから、楓は自分の髪を拭ぬぐった。

「大だい丈じよう夫ぶ。何もしないよ。大丈夫、大丈夫……」

『やあ……やああ……』

　厭がってもがく軀からだを抱だき締しめて。何度も何度も背中を撫なでてやっていると、段々と抵てい抗こうが弱くなり、目がとろんとしてくる。

　疲つかれていたのだろう。獅子の子がスイッチを切ったかのように眠ねむりに落ちると楓はミネラルウォーターのボトルを取り出した。獅子の子はよく見れば傷だらけだった。男たちは随ずい分ぶんと乱暴にこの子を扱あつかっていたらしい。救急セットなど持っていないが、せめてと傷を洗い怪け我がの手当てをしてやる。

　それからようやく思い出して携けい帯たい端たん末まつで家に電話してみるが繫つながらない。続いて地図を呼び出してみたもののエラー表示が出るばかりで、現在地を確かく認にんすることはできなかった。

「今時電波が届かない場所なんかあるんだ……明日、移動したらもう一回試ためしてみよう……」

　だが、今夜は無理だ。既すでに周囲は鼻を摘つままれてもわからないほど真っ暗になってしまっていた。気が滅め入いるような雨の音だけが変わらず続く中、闇雲に歩き回るのはどう考えても危険だ。

　他にできることもなく、楓は獅子の子を抱き締めて横になった。眠ろうと思うのだけど、寒い上に目を閉じると疑問が次から次へと頭に浮うかんできて寝ねつけない。

　泥どろのように溶とけて楓を吞のみ込んだ畳たたみ、聞いたことのない外国語を話す汚きたなく野や蛮ばんな男たち。彼らを殺した獅し子し。

　あんな生き物が野放しになっているなんてどう考えてもおかしい。男たちの格好も奇き抜ばつ過ぎる。ここはどこなのか、自分がどうしてここにいるのか、考えれば考えるほど空そら恐おそろしいような気分が募つのる。

「ファンタジー小説の主人公になったみたいだ」

　子供の頃ころ、夢中で読んだ物語の数々が胸を過よぎる。楓の好む話の中では皆、大人の手の届かない世界に迷い込み、家に帰る路みちを探して大だい冒ぼう険けんしていた。

「まさか、ね……」

　寒いせいだろうか。指先が震ふるえてきて、楓は腕うでの中のぬくもりに頰ほおを擦すり寄せた。




　　　　＋　＋　＋




「ん……何……？　ひびき……？」

　翌朝、ごそごそと動く気配に目覚めると、寝ぼけた獅子の子が胴どう着ぎの合わせ目に鼻先を突つっ込もうとしていた。

「……ああ、そっか……昨日、変なところに来ちゃったんだっけ……響がいるわけない、か……」

　生まれた時からずっと傍そばにいたから、変な気分だ。

　空気が冷たい。楓は胴着を緩ゆるめて獅子の子を懐ふところに入れてやる。

　雨に濡れたまま眠ってしまったから肺はい炎えんを起こすことも覚かく悟ごしていたのに、爽さわやかな気分だった。倦けん怠たい感も消えている。風邪は悪化するどころか治ってしまったらしい。軀の弱い楓にとっては信じられない奇き跡せきだ。

「お腹なか減ったな……」

　楓は鞄から稽けい古この後、小腹が空すいたら食べようと思って買っておいた菓か子しパンを取り出す。パッケージを破ると、たっぷりピーナッツクリームが挟はさまったコッペパンが出てきた。

　端はしを少しちぎって口に運ぶ。過か剰じようなほどの甘さに舌が蕩とろけそうだ。クリームに混ざったピーナッツの欠片かけらの触しよつ感かんもたまらない。

　胴着の中で眠っていた獅子の子の鼻がひくりと動いた。まだ半分目が閉じているのにふんふんと空気のにおいを嗅かぎ、鼻の頭を舐める。

「君も食べる？」

　パンをちぎって鼻先に差し出してやると、獅子の子は躊ちゆう躇ちよなく食いついてきた。はぐはぐはぐ……と嚙かんだところで動きが止まる。

「？」

　不思議に思って上から覗のぞき込むと、ぶわっと全身の毛が逆立ち、眠たげだった目が全開になった。ごくりと口の中にある分を嚥えん下かするや、伸のび上がって残っている菓子パンへと前肢を伸ばす。

「気に入ったのかな。よかった。でもこれ、甘いから全部はあげられないんだ。だから、もう一口だけね」

　もう一欠片ちぎってやると、喜んで飛びついてきた。前肢で押さえてはぐはぐ食べている様子を眺ながめながら楓も菓子パンを齧かじり、目を細める。

　可愛かわいいなあ。

　追加で貰もらったパンも食べ終わってしまった獅子の子の目がきらりと光り、楓が食べているパンを捉とらえた。

『ちょーだい！　もっとちょーだい!!』

「わ！」

　身をよじって胴着から抜ぬけ出し、パン目指して楓の軀をよじ登ってくる。楓は慌あわててパンを持っている手を軀から離はなし、片手で獅子の子を捕つかまえようとした。

「駄だ目めだったら……あっ」

　鋭するどい痛みが走り、反射的に手を引くと、ぽとりと赤い色が地面へと滴したたった。獅子の子に手を嚙まれたのだ。

　ぽてんと地面に落ちた獅子の子がさっと身構えて唸うなり声を上げる。脅おびえの滲にじむ威い嚇かくに、浮うわついていた気持ちがすっと冷えた。

「ああ、そっか……そうだよね、僕は君にとって、多分……」

　親を殺した連中の仲間。楓は保護したつもりでも、この子から見れば彼らと楓の行動に大差はない。この子はいまだに己おのれを囚とらわれの身だと思っているのかもしれない。

　楓は力なく笑えんだ。

「大丈夫、怒おこってないよ。お腹、空いてたんだよね？　だからもっと食べたかったんだよね？　ちゃんと、わかってるから」

　動物に嚙まれた傷はきちんと消毒しないと恐おそろしいことになる。でも、鞄の中に消毒薬などない。昨夜と同じようにペットボトルの水で傷口を流し、絆ばん創そう膏こうを貼はる。

　獅子の子は楓の些さ細さいな動作の一々に反応して軀をびくつかせた。あんまり脅えさせるのも可哀想で、楓は崖の下から出る。距きよ離りを置けば少しは落ち着いてくれるかと思ったのだ。

　昨日の雨が噓うそのように空は晴れ渡わたり、高い木の梢こずえの間から陽光が幾いく筋すじもの線となって降り注いでいた。

　思い切り軀を伸ばし、左右にねじる。それから軀を反転させ──楓は息を吞んだ。夜を過ごした大波の上に、獅子が思い思いの格好で並んでいた。

「え……」

　いずれも昨日死んだ獅子と同じくらい大きく、冷たく光る双そう眸ぼうに楓を映している。中でも大きく艶つややかな漆しつ黒こくの毛並みが目立つ一いつ匹ぴきが悠ゆう然ぜんと前に出てきて、楓と獅子の子の間に飛び降りた。

『イアを攫さらったのはおまえか』

　鋭い牙きばの並ぶ顎あごから流れ出した複雑な音節に楓は驚きよう愕がくした。イアがお喋しやべりするのを楓は、猫ねこがうなうな言うようなものだと思っていた。発音が話し始めた幼児並に不ふ明めい瞭りようだったからだ。だが、黒獅子のは明らかに獣の鳴き声などではなかった。目を閉じて聞いたなら、外国人が話しているのだと思ったに違ちがいない。

　この獅子は喋っている。何を言っているのかはわからないけれど。

『こうもひ弱そうな人族に同どう胞ほうが屠ほふられるとはな。魔ま術じゆつを使ったのか？　それとも特別な体術でも心得ているのか？　──ミャダを殺すのは気が進まんが、イアのナーダを殺した報むくいは受けてもらわねばならん』

　死んだ獅子と同じ紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみがギラギラと光り、楓を睨にらみ据すえた。この黒獅子は、楓が獅子の子を奪うばって昨日の獅子を殺したと思っているのだ。

　──これってすごくまずい状じよう況きよう、だよね……？

　何か言い終えた黒獅子が地を蹴けり、瞬またたく間に目前まで迫せまる。昨日の男たちのように自分も殺されるのだろうか。　>>>♥

　死を目前にしているというのに、楓の中は静かだった。

　普ふ通つうなら何かしらあるものではないかと思う。誰だれかに会いたいとか、ああしておけばよかったとか。でも、何も浮かんでこない。

　からっぽだからだ。ずっと何にも心を傾かたむけることなく生きてきたから。

　──ああ、でも、一つだけ……。

　伏ふせていた睫まつ毛げを上げた刹せつ那な、息がかかるほど眼前で黒くろ獅し子しの歯がガチンと音を立てて嚙み合わされた。

「────？」

『何をする、イア』

　ぐっと首を捻ねじり、黒獅子が背後を振ふり返る。それで楓にも見えた。黒獅子のしっぽに獅子の子が食くらいついているのが。

　──止めてくれた……？　僕がこの獅子によって、息の根を止められるのを。

　自分はこの子に嫌きらわれているのだとばかり思っていたのに。

　黒獅子がしっぽを振って獅子の子を空へと放ほうり上げる。落ちてきた獅子の子は黒獅子の前まえ肢あしで受け止められた。

　さっきまで普通の獣けもののように四し肢しを突いていた黒獅子が、後あと脚あしで立ち上がったのだ。

　──ええ!?

　楓がまじまじと見つめている前で、黒獅子の前肢の間にだらんとぶら下げられた獅子の子がうなうなと何ごとかを訴うつたえ始める。

『かじっちゃ、だめ』

『イア？　この人族がおまえのナーダをあんな目に遭あわせたのではないのか？』

　獅子の子はふるふると首を振った。後ろめたそうな視線が一いつ瞬しゆんだけ、楓に向けられる。

『ううん。このひとぞく、あまくってうまうまなのいあにくれたの。そ、それにね、いあをけったりぶったりしなかったし、よるのあいだずっといあをぎゅっとしてくれた……』

　声が上うわ擦ずり、くりくりとした瞳に涙なみだが浮うかんだ。

『わるいひとぞくをぼんってしてくれたし、……いあをなーだのところにつれてってくれたんだよ……？　だから……だから、かじっちゃ、だめ』

　風がさやさやと木々を揺ゆらす。

　黒獅子はぽろぽろと涙をこぼす獅子の子の顔を舐なめ、楓に鼻先を向けた。

『……小さな人族よ。本当にそんなことをしたのか？』

　黒獅子のしっぽがびたんびたんと地を打つ。じいっと見つめられても、楓には何を言われているのかわからない。

「ええと……その子、あちこち怪け我がをしているから、丁てい寧ねいに扱あつかってあげてください。それからあの、お仲間のこと、お悔くやみ申し上げます」

　しっぽの動きが止まり、黒獅子の鼻に皺しわが寄った。

『もしかして、言葉が通じないのか？』

　どうしてだろう。獅子たちの怒いかりに逆立っていた毛が収まってゆく。

　楓は獅子の子を見た。

　獅子の子はきょときょとと落ち着きがない。まるで悪いことでもしたかのようだ。

　──手を嚙んだことを気にしてるんだろうか？　もうそんなの、いいのに──。

　涼すずやかな目元を仄ほのかに潤うるませた楓を映し出した黒獅子の瞳が僅わずかに揺らめく。

『そうか。わかった』

　黒獅子が小さく唸ると、即そく座ざに崖がけ上うえから仲間が飛び降りてきて足あし下もとに伏せた。黒獅子がその背に獅子の子を乗せると、立ち上がって茂しげみの中へと姿を消す。

　獅子の子が見えなくなると、黒獅子は楓へと視線を向けた。

『〝夜の彼方かなた〟の民たみは受けた恩を必ず返す。来い』

「あの……ごめんなさい。僕にはあなたが何を言っているのかわからないんです」

　黒獅子がぐるると喉のどを鳴らす。すると別の仲間が崖上から飛び降りてきて、楓の鞄かばんをくわえ上げた。

「な……何をするんですか！　返してください、それは僕のです！」

　続いて降りてきた三匹目に弓まで取られそうになり、楓は必死に取り縋すがる。そうしたらふすふすと笑いだした黒獅子が、前肢で楓の腹を抱かかえるようにして仲間から引き剝はがした。

「僕の弓……！」

　──軀からだが弱いんだから、寒い弓きゆう道どう場じように通うのは止やめた方がいいと何度も言われた。弓を買ったのはまだヘタクソな初心者だった頃ころ。絶対に止めるつもりはないという意思表示のつもりで、いいのを買った。とても大事にしていたのに。

　二匹の仲間が行ってしまうと、黒獅子は楓を放し、四つ足に戻もどった。己おのれの背中に向かって顎をしゃくってみせる。

『おまえはまるでワキーナのようだな。か弱く、誰かに守ってもらわねばあっという間に獣の餌えさと化しそうだ。……その貧弱な足で山歩きはできまい。特別に俺の背に乗せてやる。乗れ』

　──この仕草は何を意味しているのだろう？

　戸と惑まどっていると、黒獅子が今度はしっぽを楓の足に巻きつけ引っ張り始めた。

「わ……！　背中に乗れっていうこと……？」

『早くしろ。ちっぽけなワキーナ』

　恐る恐る触ふれてみても黒獅子は厭いやがらない。背に跨またがり、両手でしっかりと鬣たてがみを摑つかむと、黒獅子はうん？　と小さく首を傾かしげ……何かひどくおかしなことに気がついたかのようにふっと笑った。それから風のように走り始めた。

　しなやかなしっぽを鞭むちのように振りながら岩から岩へと飛び移り、険しい山やま肌はだを登とう攀はんする。楓は振り落とされないようしがみつくので必死だ。

　目が回りそうになったころ、黒獅子は峻しゆん烈れつな山の斜しや面めんの半ばにひっそりと開口した洞どう窟くつへと飛び込んだ。

　真っ暗で楓にはどこをどう走っているのかもわからない。ただもう必死で黒獅子の背にしがみついていると急に周囲が明るくなり、目が眩くらんだ。洞窟の終点に着いたのだ。

　ぐるると黒獅子が機き嫌げんのよさそうな喉声を上げる。

　目が慣れ見えてきた光景に楓は感かん嘆たんの溜ため息いきをついた。

「凄すごい……」

『俺たちの街、〝夜の彼方〟だ。見事だろう？』

　楓は巨きよ大だいな岩の裂さけ目の中にいた。朝あさ陽ひに照らし出された岩いわ肌はだに折り重なるようにして白い家が並んでいる。白い粘ねん土どを捏こねて作ったような家々のつらなりは、角の丸いサイコロのようなキューブが幾いくつも融ゆう合ごうしたような可愛かわいらしい形状をしていた。板戸がついた窓がサイコロの目だ。

　たくさんの獅子が家々の間を走る階段を行き来している。ほとんどは四肢を地に着けているが、後あと脚あしで立って荷や子を運んでいる者もいる。

　岩肌の上じよう端たんからは幾筋も清水が流れ落ち、キラキラ光る飛沫しぶきを上げていた。滝たきとなって流れ落ちたり、途と中ちゆうで水車を回したり、汲くみやすいよう一いつ旦たん水すい盤ばんで受け止められたりした水は末には清い流れとなって裂け目の底を流れてゆく。

　ぴしりとしっぽで尻しりを打たれてよたよたと黒獅子の背から降りたのはいいものの、まだ地面が揺れているような気がして楓は洞窟の出口の岩肌に手を突ついた。

「洞窟を抜ぬけた先にこんなに綺き麗れいな街があるなんて。本当にファンタジー小説の世界みたいだ」

『俺たちはこの街を何世代もかけて作り上げてきた。ここがなければ俺たちはとうに人族に滅ほろぼされていたことだろう。長い歴史の中でここに入るのを許された人族はおまえを含ふくめたった二人のみ。光栄に思え』

　新たに洞窟から出てきた獅子が黒獅子に話しかける。

『大だい丈じよう夫ぶなのですか、ジーリ。イアによくしてくれたようだとはいえ、人族を街に入れるなんて』

『おまえの目にはこのか弱そうな人族に我われらを脅おびやかすだけの力があるように見えるのか？』

　新しい獅子はふすふすと鼻を鳴らして笑った。

『はは、イアというゆたんぽなしでは夜も越こえられなそうだ』

『ここに来るまでも俺の背から振り落とされまいとしがみつくので必死だった。道のりなど覚えているまい。問題はない』

『しかし、大して魅み力りよく的ではないとはいえ、この人族はミャダだ。ジーリが籠ろう絡らくされたのではと疑う者もいるかもしれない』

　また獅子が出てきて、横を通り過ぎていった。わざわざ振り返ってまで凝ぎよう視しされ、楓は落ち着かない気分になる。

　──どうして僕を見るんだろう。響ではなく。

　もちろん、響がいないからだ。

　二人でいる時、注目を集めるのは常に響だった。楓はまるでいないかのように扱われるのが常だったから変な気がするのだ。

　ぞわりと。軀の奥底から湧わき上がってきた感覚に、楓は軀を震ふるわせる。

　────？

『籠絡、か。面おも白しろい冗談だ。──さあ人族、行くぞ。あっちだ』

「わ……歩けってこと、かな……？」

　尻を鼻で押されて岩の裂け目の街へと歩きだすと、黒くろ獅し子しが横に並んだ。柔やわらかな陽ひ射ざしの中を歩む黒獅子は実に美しかった。特に首回りのもふもふはボリューミーな上に艶つや々つやで、時々石英の砂でも混ざっているかのようにきらめく。

　踏ふみ出すたびに左右に波打つしっぽも優美の一言。獣けものなのに威い厳げんあるその姿には王者の風格すら備わっている。

　家々と同じ素材で作られているのだろうか、やわらかなフォルムの白い小道を辿たどってゆくと、ちょっとした広場のような場所が見えてきた。獅子たちが中央で団子のようになって騒さわいでいる。何かと思ったら、獅子の子が軀を舐なめようとする獅子たちに揉もみくちゃにされていた。がふがふと説教らしきものをしている獣もいる。

　──ああ、あの小さい獅子の子だ。皆、あの子の帰還を喜んでいる。あの子は、この街の皆に愛されている……。

　胸があたたかい気持ちに満たされ、唇の端が自然と上向く。いいなあと思う。多分楓にはあんな風に心から案じてくれる人などいないけれど。

　あの子はもう大丈夫。

　だが、黒獅子が踏み込むや否いなや広場の空気はぴりりと緊張し、楓も表情を引き締しめた。全すべての獣がきちんとお座りして前を向き、楓は岩肌を背にした広場の端、舞ぶ台たいのように盛り上がった部分へと追い立てられる。

「あ……っ、ちょ、そんなにお尻をつつかないで、ちゃんと行くから。ええと、ここに立てばいいの？」

　楓が一番高い場所に立つと、黒獅子は岩肌を駆け上がり、皆を見み渡わたせる位置に張り出した岩いわ棚だなに立った。低く落ち着いた音の連なりが広場中に響ひびき渡る。

『皆、聞け。見ての通り、イアは取り戻した』

『イアのナーダは』

　誰だれかが叫さけび、黒獅子は沈ちん痛つうな面おも持もちとなった。

『死んだ。だが、あいつは立派にイアを守り抜いた。今いま頃ごろはラーダと共にこの子を見守っていることだろう。この人族はイアの味方をし、夜の間あたためてくれたらしい。〝夜の彼方かなた〟の民は受けた恩を必ず返す。俺はこの人族にイアの代わりに礼を尽つくそうと思う』

　獅子たちがざわめいた。老いた灰色の獅子がしゃがれた声で吠ほえる。

『ジーリ、人族に礼など尽くす必要はない！　こやつらは子を攫さらったのだぞ？　人族など皆みな殺ごろしにすべきだ』

　黒獅子が低く唸うなった。

『イアを攫った者たちはナーダによって報むくいを受けたし、古いしきたりは尊重されねばならん。ジーリの名において命ずる。二日だ。二日の間、この人族に危害を与あたえることは許さぬ。明後日あさつての朝、人族の街に帰すまで客として丁てい重ちようにもてなせ。それが厭なら、俺からジーリの地位を奪うばえ。そうすればすべてはおまえの思うがままだ』

『それは……』

　紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみが広場を睥へい睨げいする。

『他ほかに異議のある者はいるか？』

　獅子たちはしんと静まりかえっている。

『いないなら話は以上だ。解散』

『ヤック』

　居並ぶ獅子たちが揃そろって舌を鳴らすような音を発したのに驚おどろき、楓はびくっとした。話が終わったらしく、片方の目が大きな傷で潰つぶれている獅子が近づいてきて、キューブの一つに案内してくれる。中に入ると、先に獅子たちに持って行かれてしまった鞄かばんと弓が置いてあった。

「よかった……」

　外から見た時と同様、部屋には角というものがなく、どこもかしこも丸みを帯びている。巨きよ人じんが紙かみ粘ねん土どを手で捏ねて作り上げたみたいだ。

　物もの珍めずらしくて室内を見回す楓の袴はかまの裾すそを隻せき眼がんの獅子が引いた。

「何……？」

　砂っぽい床ゆかに、爪つめで二本の線が引かれる。隻眼の獅子はうなうなと何か言っては繰くり返し二本線を描かくが、何を言いたいのかよくわからない。首を傾かしげていると、黒獅子がやってきた。

『ムガーリ、ワキーナを虐いじめてはいないだろうな？』

『ワキーナ？　はは、うまいこと言うなあ！　確かにこの人族はワキーナのようだ。弱々しくて庇ひ護ご欲よくをそそる』

『ああ……』

　綺麗な紫水晶の瞳が楓を見つめる。何だか落ち着かない気分になってしまった楓は目を伏ふせた。

『ジーリのそんな目つき、初めて見るな。わざわざ自分で様子を見に来たし……もしやジーリは、こーゆー子供みたいなミャダが好みか？』

『悪くはないと思っている。この子は実にいいにおいがするしな』

　鼻先で髪かみを搔かき回され、楓はぎょっとして両手で頭を押さえた。昨日から風ふ呂ろに入っていないのに、においなんか嗅かがないで欲しい。

『ははは、確かに！　でも、こいつァ細すぎると思うぜ。あんたの好みにケチをつける気はねえが、ミャダならもうちっとここがふっくらしてねえと。尻も子を産ませるには小さすぎる』

『──ふ、子か』

　黒獅子が噴ふき出したのに、楓はびっくりした。何がそんなにおかしいのだろう。

　隻眼の獅子もきょとんとしたが、黒獅子が笑い止やむと、すっと軀からだを寄せて声を潜ひそめた。

『いくら人族とは言え、ミャダを山中に放ほうり出すなんて非道な真似まねはして欲しくねーなァと思ってたんだ。連れ帰ってきたって聞いてほっとしたよ。期限が切られてればうるさ型たちもそう騒ぎ立てねーだろ。二日ってのはいい判断だった』

『とはいえ、人族を嫌きらう者は多い。これは極力俺の目の届くところに置くようにしろ』

　凜りんとした声に、隻眼の獅子が居住まいを正す。

『了りよう解かい』

「……何を話しているの？」

　怒おこられるだろうかと思いつつ、そっと背に触ふれると、黒獅子は喉のどを鳴らして笑うような声を上げた。

『俺たちが何を話しているのか気になるようだな』

　先に房のついたしっぽがぱしんと黒獅子の胸を叩たたいた。

『ワキーナ、ヴァルトだ。俺の名はヴァルト。わかるか？　ヴァールートー』

　同じ音節がゆっくりと繰り返される。それから楓をじっと見つめ待つ様子に閃ひらめいた。

「[image: ]ぁると？」

　もしかしてと思って復唱すると、黒獅子は頷うなずき、もう一度己の胸を叩く。続いて隻眼の獅子の前の地面がしっぽで叩かれた。

『ムガーリ』

「むがーり……」

　わかった。黒獅子は名前を教えてくれているのだ。

　最後にヴァルトは楓の前の地面をしっぽで叩き、首を傾げて見せた。

「あ……僕の名前を聞いている？　僕は楓。か、え、で」

　自分の胸に掌てのひらを当てて答えると、ヴァルトはまた笑うように吠えた。

『カエ、デ』

　言いにくそうにではあるが復唱してくれる。これで楓たちはお互たがいの名を知った。この美しい獣と楓は〝知り合い〟となったのだ。




　　　　＋　＋　＋




　一ひと抱かかえくらいありそうな真っ白な鳥が、てちてちとキューブの上を横切ってゆく。列をなしその後ろに続くのは拳こぶしほどの大きさの雛ひなだ。ふわっふわの雪のような羽を膨ふくらませ、つぶらな瞳をぱちくりさせた雛たちはたとえようもなく可愛かわいらしいが、どうもこの鳥たちは不器用らしい。足取りは頼たよりなく、階段を下りる時などはよくボールのようにぽてんぽてんと転がり落ちている。

　ひなたぼっこをする獅し子したちがあちこちに散見された。岩の裂さけ目の底にあるこの街では陽ひ射ざしは貴重らしい。昨夜共に過ごした獅子の子も、黒獅子と一いつ緒しよに寝ねそべっている。

「死んじゃった獅子が親なんだと思っていたけど……ヴァルトがあの子のお父さんだったのかな……」

　ヴァルトの毛色が黒なのに対し、獅子の子は茶色だ。でも、街の中を歩き回る獅子たちのほとんどは茶色だから母親似なだけかもしれない。

　時々獅子の子を舐めてやるヴァルトの眼まな差ざしは慈じ愛あいに満ちていた。心からあの子を大切に思っているのだろう。大きくて怖こわいけれど、愛情深い父親のいるあの子は幸せだ。

　キューブの壁かべは厚く、ちょっとした棚たなほどの幅はばがある。窓辺に頰ほお杖づえを突ついていた楓は窓の外へと腕うでを投げ出した。

　──僕の家族は、今頃どうしているだろう。

　多分響が、楓が行方ゆくえ不明になったことに最初に気づく。ちょっと目を離はなした隙すきに更こう衣い室からいなくなった楓を、響はしゃかりきになって捜さがしてくれることだろう。

「僕たちはいつも一緒にいたから」

　楓にはなぜ響がああも行動を共にしたがったのか理解できなかったけれど。

「でも、父さんと母さんはどうかな」

　もしいなくなったのが響だったら、両親は必死に行方を捜したことだろう。響は大事な愛まな息子むすこだから。でも、現実にいなくなったのは楓だ。

　響が残っているのなら、別に自分なんかいなくてもいいのではないだろうか。

「駄だ目めだよね、そんな風に考えちゃ……。今はとにかく家に帰る方法を探さないと」

　雑念を振ふり払はらい、携けい帯たいをチェックしてみる。電波はまだ届いていない。

　この岩の裂け目にいる限り、携帯は使えないのかもしれない。でも、この街の出入り口はあの洞どう窟くつのみだ。ちょっと外へ出てみようにも、あの長い長い洞窟を迷わず通り抜ぬける自信など欠片かけらもない。

「それに、山の中を走ってる間、鉄てつ塔とう一つ見かけなかった……」

　多分ここは物もの凄すごく辺へん鄙ぴな土地なのだ。だから喋しやべる獅子が発見されずに存在しているのだろう。

「獅子たちの協力を得られなければ帰れない……か。それには彼らの言葉を覚えないと」

　必要となる時間を考えると気が遠くなりそうだが、他の方法を思いつけない以上、そうするしかない。

「とりあえず寝ね床どこを得られたのは幸運だったな。……でも、どうして獅子たちは僕に部屋を与あたえてくれたんだろう」

　男たちのほとんどを倒たおしたのは死んだ獣けものだ。楓がしたことと言えば菓か子しパンを与えたことくらい。これは菓子パンの礼かと問いただそうにもそうする手段が楓にはない。

　楓が案内された部屋の中には分厚く毛皮を敷しき詰つめた上に畳たたんだ毛布が載のせられた獣の巣のような寝床とテーブル、それから簡素なベンチがあった。壁にぴったりとつけて据えられたテーブルの横に楓は弓を立てかけ、足あし下もとに鞄かばんを置く。一度濡ぬれてしまった胴どう着ぎも裾すそに泥どろが跳はねている袴はかまも脱ぬぎたいところだけど、着き替がえがない。

　ぼんやりと外を眺ながめていると、キューブの間を結ぶ細い階段を体色も軀の大きさもまちまちな獅子の子たちが駆かけ上がってゆくのが見えた。

　どこへ行くんだろう。

　楓は窓から身を乗り出す。進行方向にあるキューブの上には、ヴァルトたちがいた。

　先を争って階段を登り切った一群れの獅子の子たちが雪崩なだれを打ってヴァルトへと飛びついてゆく。殺さつ到とうする子らの勢いに負け、黒獅子が仰あお向むけに転がった。

「んん？　もしかして、あの子たちもヴァルトの子なわけ？」

　子らは甘えた鼻声を漏もらし、実に無ぶ遠えん慮りよにヴァルトにじゃれついている。獣は子だくさんなものだとはいえ、一いつ匹ぴきで産んだにしては数が多い。

「そういえばライオンって、ハーレムを築くんだっけ」

　ヴァルトは集会で一番偉えらそうに振ふる舞まっていた。もしかしたらここにいる雌めすは全部ヴァルトのモノでヤりまくっているのかもしれない。

「……まあ、姿が似ているからって生態も同じとは限らないけど……」

　楓の目にも際きわ立だって威い風ふう堂どう々どうとしているように見えるのだから、雌たちにとってヴァルトは格別に魅み力りよく的な雄おすなのだろう。それは別にいい。いいけれど、何だかもやっとしてしまう。別に彼女いない歴＝年ねん齢れいだからひがんでいるわけではないけれど。

「それよりも」

　黒獅子が転がった拍ひよう子しに、昨日の子もころんとヴァルトの前まえ肢あしの間という特等席から転がり出てしまっていた。隣となりのキューブの壁にぶつかって止まった獅子の子はしばらくの間、大おお騒さわぎをしている子らの相手をするヴァルトを眺めていたが、やがて立ち上がり、ふるんと軀からだを震ふるわせた。つまらなそうに辺りを見回して、楓に気がつく。

　無視するのもどうかと思って片手をひらひらさせて挨あい拶さつすると、獅子の子のしっぽがぴんと立った。

　とっとこ白い鳥たちの隊列を突っ切り、楓の方へと駆けてくる。窓の下までやってくるとえいやと飛び上がったものの高さが足りず、慌あわてて爪つめを立てて窓にぶら下がった獅子の子を、楓は引っ張り上げてやった。

「ふふ。落っこちちゃうところだったね」

　ふわふわの毛を撫なでてやると、獅子の子が、かえで、と鳴き、楓は目を見開く。

「ヴァルトに名前を聞いたの？」

　獅子の子は頭がもげそうな勢いで頷くと、しっぽでしたん！　と小さい胸を打った。

『いあ！』

「イア？　君の名前はイアって言うんだ？」

『やっく！』

「やっく……？　それってもしかして、イエスって意味かな？　待って、メモするから」

　全部その場で覚えようとしたところで無理に決まっている。しゃがみ込んで手帳を取り出そうと鞄のファスナーを開けたら、イアが窓から飛び下りた。

「わ……！」

　鞄の中に着地したイアが弽ゆがけや財さい布ふ、空になったペットボトルを放ほうり出す。旗はた竿ざおのようにしっぽをぴんと立ててふんふんと鞄の中を探し回った挙げ句、顔を上げたイアは菓子パンの空パッケージをくわえていた。哀しそうにきゅうんと鳴かれ、楓は笑い出す。

「はは、あは……ごめんね、パンはもうないんだ」

　抱だき上げたイアをテーブルに乗せると、楓は手帳を広げた。ボールペンでこれまでに知った名前と〝ヤック〟という言葉を書きつける。ペンを置くと、じいっと楓のすることを見ていたイアが、親指のつけ根に貼はられた絆ばん創そう膏こうへと鼻先を寄せた。おどおどと絆創膏を舐なめられ、楓は薄うすい橙だいだい色いろのフィルムの下に何があるのか思い出す。

「もしかして嚙かみ傷きずのこと、心配してくれてる……？」

　じいんと胸が熱くなった。

　菓子パンを巡めぐって争って、イアに嚙まれた傷。結構深く牙きばが食い入ったと思うのに、もうほとんど痛みもなくて存在自体忘れかけていた。

「ありがとう。でも、気にしなくていいんだよ。もう血も止まったし。どうしても気になるなら……君たちの言葉を教えてくれない？」

　広げた手帳の新しい行にペンの先を置いて、期待するようにイアを見つめると通じたらしい。やっく！　としゃっくりのような鳴き声を上げ、目を輝かがやかせた。

『わきーな！』

　ぽんとテーブルから飛び降りて、開けっ放しになっていた扉とびらの前をまさに横切って行こうとしていた白いふわふわの鳥たちの隊列から雛ひなを一羽くわえて帰ってくる。

「わきーな？　その雛鳥の名前、だよね……？」

　メモしていると、攫さらわれた雛を取り返しに、親鳥が雛の行列を従え部屋の中へと入ってきた。

　ひよひよ、ひよひよ。

　雛と全く同じ声で鳴く親鳥をイアが前肢で押さえつける。親鳥は簡単に転がされ、ばたばたと羽ばたいた。

『うぇらうぇら！』

「親って意味かな……？　それとも、大きい……？」

　次いで雛が一羽、楓の足の甲こうに乗せられる。

『ちっち！』

「〝小さい〟、かな。……案外難しいなあ」

　小さく唸うなって楓はボールペンの尻しりで頭を搔かく。昨日汗あせを搔いたにも拘かかわらず風ふ呂ろに入れなかったので、痒かゆくなってきたのだ。

　楓の仕草を見たイアが袴の裾をくわえて引っ張った。

「え、何？」

『ちゃぽ！』

「そっちに行くの？」

　手帳の間にペンを挟はさんで立ち上がる。たったそれだけの間すら待てないとばかりにイアは扉へと駆けてゆき、その場でぐるぐる回って勢い余ってひっくり返った。

　開いている扉から外へと飛び出し、階段を下りたり上ったりして可愛かわいらしい街を横切ってゆく。

　昨日悲劇に見み舞まわれたばかりの獅し子しの子と、本来なら街に立ち入ることなど許されない人族の取り合わせだ。仕方がないのだろうけれど。

　ちりちりする。うなじが。

　見られている。追ってくる視線を感じる。

『ちゃぽ！　たん！　ちゃぽ！　たん！』

　歌うように唱えながら、イアが飛び込んだのはキューブの間にひっそりと開口した洞どう窟くつだった。暗い中を恐おそる恐る進んでゆくと、段々空気があたたかく湿しめってくる。

「これって……温泉？」

　洞窟の行き止まりには熱気が立ち込め、足下を湯が覆おおっていた。広々とした贅ぜい沢たくな空間には洋燈ランプが一つだけ点ともされており、獅子たちが思い思いに湯に浸つかっている。

『ちゃぽ！』

「ちゃぽって、お風呂のことだったんだ。すごく入りたいけど……入っていいのかな？」

　イアが更さらに袴の裾を引っ張る。洞窟の一番奥には岩いわ棚だながあり、バスタオルのように使うのであろう布の入った籠かごが五つ並んでいた。背後には膝ひざ上うえから鎖さ骨こつくらいまで隠かくせる衝つい立たてが置かれている。どうやらここは更こう衣いスペースのようだ。

　ここにいるのは獅子ばかりなのに、どうして籠なんか用意してあるのだろう。喋しやべるだけあってここの獅子は、温泉から出たら軀を拭ふくのだろうか。それとも、人間が利用することもある──？

　言葉が喋れたならすぐ聞けるのにと思いつつ、楓は袴はかまの紐ひもを解ほどく。誰だれかが唾つばを飲み込む音がやけに静かになった洞窟に響ひびいた。

　重い黒い装しよう束ぞくを足あし下もとへと滑すべり落とすなり上がった悲鳴めいた声に、楓はびっくりする。

「え……？　な、何……？」

『わあっ、な、何すんだよ、ふしだらなっ。湯に入りたいなら、ちゃんと獣けものに──って、人族は姿を変えられないのか！』

　見たところ獅子たちの視線は、衝立の下に覗のぞく楓の白い足首に集中しているようだ。

『イアっ、てめえ、何で人族をここに連れてきたっ』

『だって、きのうおふろはいってないし。あたま、かゆそうだったから』

『ばかっ、嫁よめ入いり前のミャダが人前で膚はだを晒さらすもんじゃねえんだよ！　ミャダのって決まってる時間に使えって言え！』

『どうやって？』

　湯の中から立ち上がり、喧けん々けん囂ごう々ごう吠ほえ合う獅子たちに楓はあっけにとられた。何が起こっているというのだろう？

『その人族は言葉が通じなかったんだっけか！』

『どどどどうする？　どうすんだよっ』

『俺はもう、上がるぞ』

『おっ、俺も……っ』

　獅子たちが湯船から飛び出し逃にげてゆく。

「えーと……僕なんかと一いつ緒しよには湯に浸かりたくないってこと、かな……？」

　誰もいなくなってしまった湯ゆ殿どので呆ぼう然ぜんとしていると、低い声が聞こえた。

『そうしょんぼりするな。皆みな、勘かん違ちがいしているのだ。おまえをミャダだと。小さくてチツチ可愛らしいからな』

　ちゃぷんという湯の音が静かになった洞窟に反はん響きようする。洋燈の光が届かない暗がりから、最後の獅子が湯を搔き分け現れた。毛色は闇やみに溶とけ込む漆しつ黒こく。──ヴァルトだ。

「チッチ……？　僕は小さくなんかないし、ヒヨコちゃんでもないで、す……」

　楓は瞬またたいた。

　ヴァルトが湯の中で頭を仰のけ反らせたのだ。折れるのではないかと心配になってしまうほど。

　筋肉が細かく痙けい攣れんし始める。首が更に反り返り──獅子の姿が変容してゆく。三十歳くらいの精せい悍かんな男へと。

　ヴァルトが勢いよく前まえ屈かがみになると癖くせの強い髪かみへと変わった鬣たてがみがばさりと乾かわいた音を立てた。

『不満そうだな。だが、おまえは実際、俺が今まで見たどの人族よりも小さく華きや奢しやだ。小こ綺ぎ麗れいすぎてとても俺たちと同じ雄おすなどという粗そ野やな生き物には見えない』

　肩かた口ぐちまで届く黒髪を無造作に搔き上げた男は大おお柄がらで、胸の厚みも腕うでの太さも楓とは比べものにならないほど逞たくましかった。

　元々が獅子だからか、圧が違ちがう。野性味のある顔立ちは覇は気きに満ちており、猛たけ々だけしい笑えみを向けられるだけで圧あつ倒とうされそうだ。

　湯から上がってくると、男は楓の手を取った。

『そら、わかるか？』

　合わされた男の掌てのひらは、楓の掌が子供のもののように見えるほど大きかった。肘ひじの位置もまるで違う。

　発声器官の構造も変わるのだろうか。獅子の時とは違い、発音が明めい瞭りようだ。低く落ち着いた声は耳に心地ここちよく、軀からだの奥深にある誰にも触ふれられたことのない場所まで届くような気がした。

「獅子って人に化けられるんだ……。響とは分野が違うけど、すごーくモテそう……ううん、モテそうじゃなくてモテるんだっけ、あれだけ子供がいるんだから」　>>>♥

『どうした惚ほうけたような顔をして。そら、来い』

「あ……」

　手を引っ張られ体重が傾かたむく。あっと思う間もなく楓は胴どう着ぎのまま湯の中へ落ちてしまった。

「何するんですかっ」

『はは、怒おこったのか？　ワキーナ』

　子供か！　と怒ってやろうかと思ったけれど、ヴァルトの笑顔を見たらぶつけたかった言葉が消えてしまった。ヴァルトは楽しそうだった。その紫むらさき色いろの目は楓へと向けられている。楓、だけに。

　どうしてだろう、脈みやく拍はくが速くなる。

　楓は唇くちびるを引き結ぶと、濡ぬれた服を脱ぬいで岩の上に置いた。膝ひざを抱だいて湯の中に座る。

　少しぬるめの温度が気持ちいい。

　温泉をゆっくりと堪たん能のうしたいのに、横にやってきたヴァルトが背後の岩に肘をついてしげしげと顔を覗き込んできた。

『本当におまえは、俺が見てきたどの人族とも違うな。男とは思えないほどたおやかなだけでなく、雄のにおいがしない。一体どういう生まれで、どんな風に育てられればこうなるんだ？　なぜあんな場所にいた？　ここはどの人族の街からも街かい道どうからも遠く、たまたま迷い込めるような場所ではないのに。おまけにおまえは靴くつも履はいていなかった』

「わ……っ」

　いきなり足首を摑つかまれて楓は湯の中でひっくり返りそうになる。ヴァルトは楓の足を持ち上げて足の裏をしげしげと眺ながめた。足袋たびを履いていた上、大した距きよ離りを歩いていない楓の足の裏は白くやわらかい。

『綺麗な足だ』

　足首を放すと今度は手を取り、矯ためつ眇すがめつ眺める。手なんか見て何が楽しいのだろう。別に減るものじゃなしいいけどと思いつつ、楓も珍めずらしいものでも見るかのように楓の手を弄いじっているヴァルトを盗ぬすみ見みた。

　綺麗な目だ。

　紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみが、複雑な色しき彩さいを帯びゆらゆら揺ゆれている。水面に映る洋燈の光が揺れているせいだ。

　ああ、まずいなと楓は思う。心がざわつく。ヴァルトの視線に囚とらわれそうになる──。

『くちゅんっ』

　でも、小さなくしゃみと共に視線が逸そらされ、楓はほっとしたような残念なような気持ちを嚙かみ締しめた。

『イア、ちゃんとあったまりなさい』

『もういっぱいあったまったもん』

　温泉の中を犬かきで泳いできた獅子の子を、ヴァルトが逞しい腕で抱き止める。

『みんなかえでのこと、みゃだだとおもっていっちゃったね』

『カエデは線が細い上、いいにおいまでするからな。面おも白しろかっただろう？』

『うんっ』

　何を思いだしたのか、ヴァルトの胸の中で、イアはふすふす笑っている。

『誰が最初に真実に気がつくか気にならないか？』

『なるっ』

『では、カエデが男だということは内ない緒しよにしておけ』

『わかった。いあ、ないしょにする』

『いい子だ』

「？」

　それからヴァルトは洗い場の場所や、どうやって髪や軀を洗えばいいかを教えてくれた。

　さっぱりすると着き替がえを渡わたしてくれる。どうやって着たらわからず困っていると、手取り足取り着方まで教えてくれた。

『人族の姿を取ると、服を着ねばならんのが面めん倒どうだな』

　ヴァルトが着たのは足首まである下衣のみだ。着るところを見ていたが、楓にはどういう構造になっているのかさえよくわからない。やたらと大きな布を巻いたり重ねたり縛しばったりするといつの間にかゆったりとしたズボンのような形になっていた。

　裸はだかの上半身には幾いく重えにも銀の大ぶりの首くび飾かざりを重ねている。随ずい分ぶんと開放的な格好だが、晴れたせいか今日は汗あせばむほどに気温が上がっていた。肌はだ寒ざむかった昨夜ゆうべが噓うそのように。

　サイズがないのか、楓はヴァルトとは違う足首まである筒つつ型のワンピースに褞袍どてらに似た上着を羽織らされた。帯を締めても、前を開けたままでもかまわないらしい。天然の染せん料りようを使っているらしくどちらも落ち着いた色合いで、簡略化された動物や植物の絵が染め抜ぬかれている。

　最後に簡素な革かわサンダルをひっかければできあがりだ。

　洞どう窟くつから出ると、ヴァルトの家らしきところで食事を供された。大きな肉が塊かたまりで出てくる豪ごう快かいな料理はあまりおいしくはなかったけれど、飢うえずに済んだだけありがたい。楓は感謝して果か敢かんに料理に挑ちよう戦せんし──完食できず敗退した。
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　声が聞こえる。声の源は遠く、何を言っているのかまるで聞き取れなかったけれど、自分を呼んでいるのはわかった。声が黒い蜘蛛くもの糸のように楓の足首を搦からめ捕とろうとしていたからだ。

　──厭いやだ。

　足を引こうとして楓は気づく。光る文字が浮うかび上がり蛇へびが這はうように足あし下もとでのたくっていることに。

　ここにいたらまたどこかへつれてゆかれてしまう。逃げなければ。そう思ったのと同時に、青い閃せん光こうが弾はじけた。

「あおい──ひかり……？」

　獣けものの巣のような寝ね床どこの中、目を覚ました楓は思い出した。同じような青い光を見た時のことを。

「そうだ、弓……！」

　起きあがって、テーブルの横に立てかけてあった弓を弓ゆ袋ぶくろから取り出して検あらためる。

「あれは何だったんだろう」

　降りしきる雨の中、楓は弓でイアを攫さらった男を打ち据すえた。弓を折ってしまうのが怖こわくてそう強くは振ふるえなかったのに、男は小気味よい手て応ごたえと共に凄すさまじい勢いで飛んでいった……。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつだろうか。それとも弓のしなりが奇き跡せきを起こした？　違い和わ感かんは消えないけれど、とりあえず弓に傷いたんでいる様子はなく、ほっとする。

　弓袋を元に戻もどしてテーブルの脇わきに立てかけ直すと、楓は外に出た。この街のあちこちには水すい盤ばんが置かれ、岩がん壁ぺきから流れ落ちてくる清水を受け止めている。そのうちの一つで顔を洗っていると、足下に根こそぎにされた植物が落ちているのが目に入った。

「ん？　これって」

　植物の瘤こぶのように肥大した根に爪つめを立て、においを嗅かいでみた楓は顔を綻ほころばせる。

　やっぱり。生しよう姜がだ。

　見上げれば少し上の岩いわ棚だなに同じ植物が繁はん茂もしていた。端はしが崩ほう落らくして落ちてきたらしい。他ほかの岩棚にも紫し蘇そや毒ダミが茂しげっている。昨日食べた料理には使われていなかったが、誰だれかが育てているらしい。

　楓は葉をちぎると、生姜から綺麗に泥どろを洗い落とした。

「肉をやわらかくしてくれるのって生姜じゃなかったっけ……？　タマネギ……？」

　昨日供された食事は微び妙みようだった。量はたっぷりあって見た目は豪ごう勢せいだが肉が硬かたくて、半分も食べないうちに顎あごが疲つかれてしまった。獅し子したちは平気で食いちぎって食べていたから、顎の丈じよう夫ぶさが違ちがうのだろう。

　ジビエと言えば何となくかっこいいが、肉にはくせも残っていて、こちらも食べる気を削そいだ。

　──薄うすく切って、ちゃんと叩たたいて、生姜焼きにしたらきっとおいしいのに。

　客の身でそこまで意見することはできないけれど。

　獅子たちも朝食を食べるのだろう。街のあちこちから煙けむりが上がり、仄ほのかに肉の焼けるいい匂においがする。どうやら朝食はまた肉らしい。空腹に背中を押されて煙の立つキューブを覗のぞくと、調理をする女たちがいた。

　獅子の姿ではさすがに難しいからか人間の姿で、楓が着ているのと色いろ柄がらが違うだけのシンプルなワンピースを着ている。ヴァルトと同じように、その胸むな元もとは幾重にも銀と色石の首飾りがかけられ華はなやかだ。

　肉は昨日食べたのと同じ大きな塊肉のようだった。一皿料理で、種々の野菜のグリルを添そえてできあがりという簡素さだ。

「うーん」

　米が食べたい。

　炊すい事じ場ばの外には長テーブルが設しつらえられ、丸太を伐きりだしただけの椅い子すがおいてあった。一いつ匹ぴきの獅子が丸太の上に力なく座っている。老いて毛け艶づやも悪いこの獅子の前には、先刻見たばかりの大きな肉と野菜のつけ合わせが置いてあった。もう冷めてしまっているようだが、手がつけられた様子はない。

　獅子とはいえ老人にあの肉の硬さはつらいのだろう。

「我が儘まま言うのも何だと思ったけど──いいよね」

　炊事場のスペースにはゆとりがあったし、奥には使われていない竈かまどもあった。肉はまだまだたっぷりあったし、調理器具の類たぐいも端に積み上げてあったように思う。

　楓は再び炊事場を覗いた。

「おはようございます」

　先刻は楓を黙もく殺さつしていた五人の女たちに同時に顔を向けられ、楓はぎこちなく笑えみを浮かべた。

『何て頭してんだい。寝ね癖ぐせくらい直しな』

『ふふ、近くで見ると案外可愛かわいいじゃないか』

『人族が何の用だい？　朝食なら後で部屋に運ばせるよ』

『お腹なか減ったんじゃないのかい？　ちょっとつまみ食いしていく？』

　焼けた肉をひょいとトングに挟はさんで差し出され、楓は首を振った。

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、それは遠えん慮りよしておきます。それより、あっちの肉を分けてもらえませんか？　あと、調理器具を貸していただけると嬉うれしいんですけど……」

　言葉がわからない女たちが顔を見合わせる。楓は小さく頭を下げて炊事場に入ると、小さく切り分けられた肉や空いている竈を手で示した。

　髪かみを赤い布で巻き、すっきりと纏まとめ上げた女が眉まゆを上げる。

『何だい。ケダモノが作ったものなんて食べられない、自分で料理がしたいってわけかい』

『リールー！』

　駄だ目めなのだろうか。

　攻こう撃げき的な態度にたじたじになりつつも、楓は笑顔を崩くずさない。これが言葉が通じない楓にとって、悪意はないと伝える唯ゆい一いつの手段だからだ。

　成り行きを眺ながめていた女の一人が赤い布の女の腕うでに触ふれた。

『リールー、好きにさせておあげなさいな。ジーリが言っていたでしょう？　二日の間この人族をもてなすって。イアを助けようとしてくれたって話だし』

『子供の言うことなんかどこまで本当かわかりゃしないよ。こいつは人族なんだよ？』

『もう、リールーったら。──ワキーナ、好きにしていいわよ。そのかわりあたしたちはあなたの食事の支し度たくはもうしない。それでいいわね？』

　金色の髪を全すべて細かい三つ編みに編み上げた女性に微笑ほほえみかけられ、楓は要求が受け入れられたらしいと察した。

「ありがとうございます」

　調理器具を借りて、炊事場を物色する。隅すみに並んだ大きな壺つぼには豆や穀物が仕し舞まわれており、米もあった。醬しよう油ゆはなかったが似たような発はつ酵こう調味料があったので何とかなりそうだ。

　頑がん張ばったものの思ったほど薄く削げなかった肉を叩く。大学に入ったばかりの頃ころだったろうか。クラスでバーベキューに行ったことがあって、その時に女子が教えてくれた。こうすれば肉がやわらかくなるのだと。

　彼女はどうして話しかけてくれたんだったっけ。

　手を動かしながら楓は記き憶おくを手た繰ぐり寄せる。

　楓くんと話をしてみたかったんだとその子は言った。友達になりたくて機会を窺うかがっていたのだと。楓にその言葉を素す直なおに受け取ることはできなかったけれど、嬉しかった。

　ほんの一時ではあるが、彼女の視線は他の誰でもなく楓に向けられていた。楓だけに向かって発せられた言葉に笑顔。でも、響が戻ってきたら、それでお終しまい。彼女はもう楓を見ない。

　仕方がない。同じ顔をしていても響は楓とは全然違う。響は双ふた子ごの兄弟である楓から見ても惚ほれ惚れするほど魅み力りよく的なのだ。話題も豊富で、女子を楽しませる術すべを知っている。それに響と楓は同じ顔、どっちと仲良くなっても彼女にとっては同じことだ。

『かえで？　なにしてるの？　ごはんつくってるの？　いいなー、いあもたべたいなー』

　足首にあたたかいものが触れる。見下ろすと、イアが目をきらきらさせ、楓を見上げていた。竈の上では粥かゆがくつくつ煮にえている。生姜焼きももう焼くだけだ。

　手早く料理を仕上げて木の器うつわに盛りつける。外に出ると、老獅子はほとんど減っていない料理を前にぼんやりしていた。早く早くと急せかすイアにちょっと待っててとお願いして、楓は一組の料理を老獅子の前へと差し出した。

「あの、よかったらこれ、どうぞ」

　そう話しかけると、老獅子の鼻がひくついたように見えた。

　少し離はなれた席に座って二人分の料理を並べて、いただきますと手を合わせる。そうしたらイアも真似まねをして、肉球と肉球を合わせた。

「お粥、いくらでもおかわりしていいからね。あんなに膨ふくらむとは思わなくて、いっぱい作っちゃったから」

　米だけでは淋さびしかろうと、粥には黒や緑の豆に生しよう姜がのみじん切り、更さらにだしを取るため細かく切った肉まで入れた。夢中になって食べているイアを見ていると、生姜のせいだけでなく、軀からだがぽかぽかしてくる。

　イアは響を見ない。いないのだから当たり前だけれど、ちゃんと楓を見て話をしてくれる。──友達になりたいと言った彼女とは違って。

　仄かに微笑んで楓は目を伏ふせる。口に運んだ生姜焼きは思った通りやわらかく臭くさみもなく、おいしくできていた。
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　響が何か言っている。

　父さんと母さんと一緒に囲んでいる食しよく卓たくは家ではなく、廃はい墟きよのようなレストランのものだった。周りには他ほかにもテーブルが並べられており、着き飾かざった客たちが黙もく々もくと食事をしている。

　父さんも母さんも響の話に夢中で楓を見ない。小学生くらいの楓は現在ほど達観しておらず、構って欲しくて仕方がなくて、とうとう会話に口を挟んでしまう。

〝────〟

　その途と端たんに会話は途と切ぎれ、皆みなが楓の方を見た。面おも白しろいことを言ったつもりなのに、父さんはにこりともしない。母さんはさっきまでとはまるで違ちがう笑みを浮うかべている。貼はりつけたような笑みは、全然面白くないけれどお義理で笑ってやっているのだと声こわ高だかに楓を詰なじっているようだ。

　三人の視線に心臓を締しめ上げられ、余計なことなど言わなければよかったという後こう悔かいが膨れあがる。ごめんなさいと言ってこの場から逃にげ出してしまいたい。

　でも、響が話し出すとすべては元通り。さっきと同じ和わ気き藹あい々あいとした空気が戻もどってくる。響が喋しやべって、父さんも母さんも楽しそうにしていて、楓は──そこにいるけど、いない。




　　　　＋　＋　＋




　三日目。目覚めた楓は掌てのひらで汗あせを拭ぬぐった。

　厭いやな夢を見た。子供の頃の夢だ。

　現実には廃墟のようなレストランなど行ったことがないし、母さんたちもあからさまに楓を無視したりはしなかったけれど、似たようなことは何度もあった。何を言ったのかもう思い出せないくらいなのに、今でも時々思い出す。あの、場を白けさせてしまった時のいたたまれない気分を。

　そうして楓はすっかり寡か黙もくになった。あんな怖こわい思いをするくらいなら、黙だまっていた方がいい。その方が皆も楽しく時を過ごせる。

　──そもそも、楓が響の真似をしようとしたのが間違いだった。楓は響とは違う。

　楓には響が、いわば神さまにありとあらゆるものを与あたえられたきらきらした存在のように思えた。そして楓は、顔が同じだけの劣れつ化か版。あるいは、響の影かげ。

　鬱うつ々うつとした気持ちを洗い流そうと顔を洗いに外に出ると、イアが駆かけてきた。

「おはよう、イア」

　しゃがみ込んで片手を差し出すと、イアがくわえてきたものを載のせる。

『これね、かえでにあげる！』

　昨日、粥と生姜焼きを食べた後、ずっとイアに言葉を教えてもらっていたおかげで、何かを〝あげる〟と主張していることは理解できた。

「これは、綺き麗れいな石……？」

『いあのたからもの。さよならしてもいあのこと、ずーっとずーっとおぼえててほしいから、おともだちのしるし。いあもかえでがあまーいものくれたの、わすれないからね。それから、んと……かんじゃって、ごめんなさい』

　楓は微笑んだ。

「よくわからないけど、ありがとう。嬉うれしいよ、イア」

『あっ、でもでも、またあまーいものてにはいったら、おすそわけしにきて、いいよ？』

『イア』

　落ち着いた声がはしゃいだ獅し子しの子を窘たしなめる。朝から何か用があるのだろうか。獅子の姿のヴァルトに、癖くせの強い髪かみを肩かた口ぐちまで伸のばした優やさ男おとこ──隻せき眼がんだから多分ムガーリだろう。楓より頭一つ分も背が高く、厚みのある体たい軀くをしている──、他にも数匹ひきの獅子が階段を上ってきていた。

「おはようございます、ヴァルト、ムガーリ、それから皆さん」

　足首に擦すり寄ってくるイアを抱だき上げて笑顔を向けると、ヴァルトが目を細める。

『支度はできたのか？』

　獅子の一匹が走って行き、楓のキューブを覗のぞき込んだ。

『まだのようです』

『ムガーリ。饗きよう応おうは二日の間だけだとカエデに伝わってないのではないか？』

『努力はしたんだがなあ。言葉が通じないのだから仕方がない』

　ムガーリが勝手に部屋の中へと入って行く。何だろうと思っていると、楓の鞄かばんと弓が運び出された。

「────え？」

　周囲には人ひと垣がきならぬ獅子垣ができつつあった。まるで旅に出る友を見送ろうとするかのように。

　獅子たちが水の入った水差しや、焼いた肉を大きな葉で包んだものなどをくわえてきて、楓の所持品の横に並べてゆく。ムガーリが楓の前に出てきてしゃがみ、地面に二本の線を引いた。

　この街に連れてこられた当初、見せられたのと同じ仕草だ。あれは、三日目に出て行けということだったのだろうか。

　──おかしなことではない。楓はイアを攫さらおうとしていた連中と同じ、人族だ。何の役にも立たないのに街に置いてくれる方がおかしい。一時寝ね床どこを提供してくれる程度ならともかく。

　ムガーリが最後に獅子がくわえて持ってきた袋ふくろの口を広げ、並べられたものを詰つめ始めた。ジュートのような繊せん維いで編まれた袋は肩かたから斜ななめに背負えるよう、幅はば広びろのストラップが一本ついている。大きさはちょうど楓が持ってきていた鞄程度、そう大きなものではない。だが、袋はいくらものを詰めても膨ふくらまなかった。同じ大きさの鞄どころか長い弓まで吞のみ込んだのにぺたんこのまま、実に軽そうだ。

　魔ま法ほうみたいだと楓は動どう揺ようした頭で思う。

　全部片づくと、ムガーリは革かわ紐ひもを引き、巾きん着ちやく型の口を締めた。余った紐をぐるぐる巻きつけ、最後に端はしについている動物の牙きばで固定する。用意ができると、ムガーリはその袋を楓の背に負わせた。餞せん別べつのつもりだろうか。

　最後にだっこしていたイアを誰だれかに取られ、楓はだらりと両手を垂らした。急に寒さを覚え、ふるっと軀を震ふるわせる。

　追い出す気だろうか。ここがどこかもわかっていない楓を。

　いや、そんな風に考えるのはよくない。彼らは知らないのだ。楓が迷まい子ごであることを。

『背に乗れ』

　楓の前に進み出たヴァルトに、獅子たちがざわつく。

『待ってください。あなたはジーリなんですよ。なぜあなたが危険を冒おかそうとするのです。このようなことは下々にまかせればいいんです』

　獅子の一匹が何ごとか捲まくし立てるが、ヴァルトは動じない。

『危険？　おまえが言う通り、俺はジーリだ。この〝夜の彼方かなた〟で最も強く、最も速く走れる。人族に遅おくれはとらん』

『ジーリ！』

『カエデ、乗れと言ったのが聞こえなかったか？』

　しっぽでぱしんと尻しりを打たれた楓は一いつ瞬しゆん全身を緊きん張ちようさせた。刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きを気にしつつ、おずおずとヴァルトの背に跨またがる。

「あの人、怒おこってるみたいだけど、いいんですか？」

『ふ、じじいどもの囀さえずりが気になるか。繊せん細さいだな、カエデ。だが、他ほかの者の言うことなど聞く必要はない。おまえは俺の言葉にだけ耳を傾かたむけろ』

『ジーリ！』

　黒獅子が跳ちよう躍やくし、下のキューブの上へと飛び降りる。階段は使わず、キューブからキューブへと移動して行くヴァルトの背はひどく揺ゆれたが、二度目なので要領はわかっていた。足で強く獅子の腹を挟はさみ、豊かな毛並みを握にぎり締める。

　来た時と同じようにヴァルトが洞どう窟くつに飛び込むと、楓は喪そう失しつ感かんを胸の奥に押し込み固く目を瞑つぶった。

　どこへ連れて行かれるんだろう。

　洞窟を抜ぬけると、森の中を走り抜け、せせらぎを飛び越こえ──一時間以上走っただろうか。ヴァルトは鬱うつ蒼そうと茂しげる木立の端で足を止めた。軀からだを低くし、音もなく木々の間を進む。

　茂みを抜けた先には何の障害物もない草原が広がり、更さらにその向こうには高い壁かべが聳そびえていた。

　──人族の都市だ。

　武装した衛兵が守る門があり、街かい道どうが草原の中へと延びている。街道をやってきた馬車や騎き馬ば、徒かちの人族は簡単な検問を受けているようだ。

『言葉も着ているものも違ちがうからな。おまえがこの土地の者でないのはわかっているが、俺が送ってやれるのはここまでだ』

　ヴァルトの背から降りた楓は、荒あらっぽい走りのせいだけでない眩暈めまいに襲おそわれていた。

　ヴァルトたちが人族と呼ぶ者たちならば帰り路みちを教えてくれるのではないかと思っていたのだが、あれは何なんだろう。馬車？　武器を持った衛兵？　騎馬？

　カメラも撮さつ影えいスタッフも見当たらないからお芝しば居いではない。これが彼らの現実リアルなのだ。

　黒獅子が鼻で楓の腰こしの後ろをつつく。あそこへ行けということらしい。楓は重い足取りで歩きだした。ヴァルトが門から最も近い茂みの中まで楓を連れてきてくれたおかげで、距きよ離りはそう遠くない。

　言葉も通じないのに中に入れてもらえるのだろうか。もし入れたとしても、それからどうすればいいんだろう。山ほど不安を抱かかえながら、楓は入門待ちの短い列の最さい後こう尾びに並ぶ。

　前に並んでいた人たちが捌はけて行くにつれて高まる緊張に、楓は魔法の袋のストラップを握り締しめた。衛兵たちは獅子たちには及およばないものの体格がよく、威い圧あつ感かんがある。番が来ると話しかけてきたが、やっぱり言葉がわからない。

「あの、すみません。僕、言葉がわからなくて……」

　開いた門のすぐ向こうに、賑にぎやかな街が見えている。折角ヴァルトがここまで連れてきてくれたのに入れなかったら、どこへ行けばいいのだろう。

　衛兵は行っていいという素そ振ぶりを見せない。試ためしに進もうとしたら即そく座ざに槍やりが交差して、楓の進路を遮さえぎった。衛兵の一人が肩を摑つかんで乱暴に引き戻もどし、もう一人が尻に触さわる。

「────え？」

　この人、何やってんの？

　ヴァルトが潜ひそんでいる茂みのほうでがさりという音が聞こえた。

　楓は気のせいだと思おうとしたが、尻を揉もむ衛兵の手の動きはいやらしく、痴ち漢かん目的としか思えない。おまけに衛兵はにやにや笑いながら話しかけてくる。まるで楓を口説こうとしているかのように。

　なぜ？　この人は変態なの？　それとも、僕を女性だと思ってる？

　──冗じよう談だんじゃない。

　楓は衛兵の手を振ふり払はらった。衛兵は大きくごつい。力も強いだろうから、思い切り。

　そうしたら青い閃せん光こうと共に衛兵が吹ふっ飛んだ。

「────え？」

　綺き麗れいな放物線を描えがき遠ざかってゆく衛兵の鎧よろいは大きく凹へこんでいた。

　衛兵たちが色めき立つ。

『このミャダ、何しやがる！』

『おいあそこに獣けもの人びとがいるぞ！』

『このミャダをひっ捕とらえろ！　見た目に騙だまされるな、面めん妖ような術を使うぞ！』

　ヴァルトに向かって矢をつがえられるのを見た楓はとっさに衛兵に体当たりを食くらわせた。そうしたら、この男も体勢を崩くずした。今度ははっきりと見えた。楓が衝しよう撃げきを与あたえた瞬間、当たった場所が青く光るのが。

『何だ、今の光は！』

　衛兵たちにも見えたのだろう、仰ぎよう天てんしている。

『カエデ！』

　黒くろ獅し子しが走ってくる。残る衛兵は三人。そのうち二人がヴァルトの爪つめに斬きり裂さかれ、鮮せん血けつをしぶかせた。

　槍でヴァルトに突つっかかろうとした最後の一人の腹に、楓はいつか読んだ漫まん画がの真似まねをして掌しよう底ていを食らわせてみる。

　実に安定感のない構えだったと思うのに、その男はやはり青い光と共に吹き飛び、血ち反吐へどを吐はいた。

『乗れ！』

　騒さわぎを聞きつけたのだろう、ごつい男たちが駆かけつけようとしているのが門の中に見えた。馬の手た綱づなを引いている者もいる。

『早く』

　楓が背に跨がるや否いなや、黒獅子は矢のように走りだした。

　蹄ひづめが地を蹴ける重量感に溢あふれる音が背後から追ってくる。何度か矢が風を切る音も聞こえたが、茂みに飛び込んだヴァルトを捉とらえられるものではない。長いしっぽを鞭むちのようにしならせ倒とう木ぼくの下をくぐり岩を蹴るヴァルトから振り落とされまいと、楓は必死にしがみつく。

　それでもしつこく追いかけてくる衛兵たちを振り切れずにいると、世界が白く灼やけた。続いて轟とどろいた音に、楓は空を見上げる。岩の裂け目の街を出発した時は晴れていた空が黒い雲に覆おおわれていた。

　来る。

　楓がイアに遭そう遇ぐうした時と同じ、度を越こした豪ごう雨うが。

　更に数度の雷かみなりが嵐あらしの訪おとずれを告げた後、バケツをひっくり返したような雨が降り始めた。

　森の中だというのに、雨は幾いく重えにも重なった葉から葉へと伝い落ち大おお粒つぶの雫しずくとなって落下してくる。水のにおいと音が味方してくれたのだろう。間もなく追っ手の気配は絶え、ヴァルトは足取りを緩ゆるめた。

「ヴァルト、僕、自分で歩けます。降ろしてください」

『震ふるえているくせに無理をするな』

　羊歯しだに覆われた滑すべりやすい岩場を軽快に駆け登り、隠かくれていた小さな洞窟へともぐりこむと、ヴァルトはようやく足を止めた。獅子の背から降りたのはいいものの、楓はそのままへたりこんでしまった。

「あ……あれ……っ？」

　何だかくらくらして、軀に力が入らない。目の前に翳かざして見た指先は震えていた。

『どうした。寒いのか？　こっちへこい。特別に俺で暖を取ることを許してやるぞ』

　ヴァルトのしっぽの先がたしんと地面を叩たたく。

　びく、と肩かたを揺らして目を上げると、澄すんだ紫むらさきの瞳ひとみがじいっと楓を見つめていた。

「行って……いいの……？」

　楓は錆さびてしまった人形のようなぎこちなさで躙にじり寄り、ふかふかの毛並みに顔を埋うめる。

「ヴァルト……どうしよう。なんとなくそうじゃないかと思ったけど、ここは僕がいた世界とは違うみたい」

　見知らぬ家か禽きん、ワキーナ。後あと脚あしで立つ獅子。

　明らかにおかしいとは思っていたけれど、楓はあの岩の裂け目の街を離はなれれば慣れ親しんだものを見つけることができるのではないかという一いち縷るの望みにしがみつき目を閉じていた。

　でも、門から覗のぞいた中世のような都市には車も走っていなければ携けい帯たいを使う人もいなかった。槍だの剣けんだのといった前時代的な武器を振り回す男たちは獣けもの臭しゆうを発していたし、頭の中にはセクハラという概がい念ねんさえなさそうだ。

「どうしてこんなことになっちゃったんだろう。畳たたみの上に浮うかび上がってきたみみずがのたくったみたいな字のせいなのは確定だと思うけど、あれって魔ま法ほうなのかな。喋しやべる上、人に変身する獅子がいるんだから、魔法があってもおかしくないよね。じゃあ、魔法使いを探し出せば元の世界に帰れるのかな？　でもそんな人、どうやって探せばいい？」

　浮き足立ち早口で捲まくし立てると、楓は黒獅子のあたたかな軀からだに顔を押しつけた。

　じっとしていても、頭がぐらぐら揺ゆれているような気がした。しとどに濡ぬれた服が膚はだに張りついて気持ち悪い。

　──それに、あの青い光はなんだったんだろう。あれも何かの魔法なのだろうか。なぜ楓が危機に陥おちいるたびにあんな光が現れるんだろう。

『言葉など通じなくともわかるな、おまえが動どう揺ようしているのが。衛兵に尻しりを触られてびっくりしたか？　くく、あの一いち撃げきは見事だったぞ。それにあの、青い光……。イアから聞いた時は何かの間違いだと思ったが』

　ヴァルトの喉のどがぐるぐると鳴っている。叩きつけるような雨音に重なった声は低く、軀の芯しんまで響ひびくようだ。

　楓は少し顔を上げて、獅子と目を合わせる。獅子は薄うすく嗤わらっているように見えた。

「……ヴァルトが何を言っているのかわからない。でも、ヴァルトにも僕が何を言っているのかわからないんだよね……」

　でも、理解できない楓を、獅子たちはあの街に迎むかえ入れてくれた。

「どうしてヴァルトたちは僕に寝ね床どこを提供してくれたのかな。僕は響じゃないのに」

　響ならば簡単に納なつ得とくできる。響は誰だれにでも好かれる天てん賦ぷの才を持っているから。でも、楓は違ちがう。

『うん？　どうした？』

　鬣たてがみに添そえた楓の手を、獅子がそっと鼻でつつく。思いやりの籠こもった仕草に、楓の中で何かが弾はじけた。

「あのさ、僕には響っていう、僕と同じ顔をしているのに僕よりうんと綺麗で、何をやらせても上手で、誰からも好かれる双ふた子ごの兄がいるんだ。内面は顔に滲にじみ出るって言うから、響は裡うちによっぽど綺麗なものを抱いだいているんだろうと思う」

　自分とは違って。

　指先が落ちつきなく黒獅子の毛並みを弄いじる。響について言葉にするのには緊きん張ちようが伴ともなった。溜ため込みすぎているせいだ。色んな醜みにくい感情を。

「皆みんな、響を好きになるんだ。親にとっても友達にとっても僕は響のおまけ。……考えすぎなんかじゃない。視線の向いている先を見れば誰が誰を好きかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんだもの。響と一いつ緒しよにいると、僕は誰の目にも見えないみたいだった」

　ねえ、想像できる？　目の前にいるのに、いないように扱あつかわれるのがどんな感じか。

　家族四人で食しよく卓たくを囲んでいても、父さんと母さんが見るのは響ばかり。友達だって響にばかり話しかける。

　何でだろうと、よく考えた。響から離れてみようともした。でも、響が許してくれなかった。楓が離れてゆくことを。

「双子なのに僕には、響が何を考えているのか全然わからなかった……」

　どの授業を選せん択たくするか、どの部活に入るか、どの大学のどの学部を受験するか、楓が決めると、響は聞く。どうすることにしたの？　と。答えると必ず言う。じゃあ、僕もそれにする、と。

　やっぱり変えようかなと言ってみたら、まじまじと見つめられた。楓は僕と一緒は厭いやってこと？　という言葉と共に。

　そういう時の響は心底不思議そうな顔をしていた。悪意も、何が何でも一緒にいたいほど楓を好きという感じもない。

　厭だ、嫌きらいだと言えばよかったのかもしれないけれど怖こわくて、楓はそれ以上響を突つっぱねることができなかった。

「響から離れたくて仕方なかったけど、離れるのも不安だったんだ。矛盾してるよね」

　生まれた時からずっと一緒にいた、最も近しく、今や楓を気にかけてくれる唯ゆい一いつの存在。すべての輝かがやかしいものの象しよう徴ちようで、愛さねばならない同胞はらから。でも、響が傍そばにいる限り、楓は何者にもなれない。

「この世界に来て、響と離れ離れになって初めて僕は実在する人間になれた気がした」

　ここは楓の世界ではない。楓は帰り路みちを探さねばならない。

　それなのに、楓は獅子たちの街にもっといたいと思ってしまった。

　だってここでは会話が横から響に奪うばわれることはない。視線もまっすぐに楓に注がれる。普ふ通つうのことなのかもしれないけれど、ずっと響の影だった楓にはそれだけでも快感だった。

「でも、僕が〝夜の彼方かなた〟にいることに皆が皆賛成していたわけじゃないんだよね？　時々凄すごく怖い目で僕を見る獅子がいたこと、ムガーリは隠そうとしていたみたいだけど気づいてた」

　きっと、またあの街に帰りたいなどと望んではいけないのだろう。でも、それなら楓はどこへ行けばいいのだろう。

「ごめんね、遠くまで連れてきてくれたのに、衛兵を殴なぐったりして。折角のお膳ぜん立だてを滅茶苦茶めちやくちやにして。雨が止んだらあの街に帰っていいよ。僕は──自分で何とかするから」

　でも、どうやって？

　楓はぎゅうっとヴァルトの毛を握にぎり締しめて顔を伏ふせた。

　どうやってもだ。これ以上、迷めい惑わくはかけられない。

　いつまで経たっても震えが止まらないせいだろうか、黒獅子がゆっくりと身を起こした。

「ヴァルト……？」

　摑つかんでいた毛並みが指の間から抜ぬけてゆく。ゆっくりと拍はく動どうしていた肉体が痙けい攣れんし、形を変えた。

　黒獅子から頼たのもしい男の肉体へ。

　気がつけば楓は逞たくましい腕うでの中で、男の体温を感じていた。胡座あぐらをかいた男の片かた膝ひざに横座りし、鎖さ骨こつに頰ほおを押しつけるようにして。

　ばくんと心臓が跳はね、体温が上がる。

　ヴァルトが、楓が肩から斜ななめがけにした鞄かばんの留め具を片手で外し、毛布を引っ張り出した。無造作に広げて二人をまとめて包み込む。

『よしよし、おまえは本当にワキーナのようだな。ぷるぷる震えるさまがあんまり愛らしくて、守ってやりたくなる。そんな必要などないのに』

　獅子である時と同じように鼻先を擦すり寄せられる。

　距きよ離りが、近い。

『あの青い光……おまえはあれが何を意味するのか知らないのだな』

　毛布こそ羽織ったもののヴァルトは何も着ていない。密着した頰や袖そでから伸のびた手に触ふれる素す膚はだの熱さを意識してしまい、雨に体温を奪われた軀が火ほ照てり始める。

『人族の街に帰してやるつもりだったのだが、やめた。おまえは俺のものにする。俺の庇ひ護ごの下、おまえはずっと可愛いワキーナのままでいろ。──わかったか？』

　楓はうっとりとヴァルトの声に聞き入った。

　人族とワキーナという言葉は聞き取れたけれど、他ほかが全然わからない。でも、穏おだやかな声こわ音ねは心地ここちよく、竦すくんでいた心と軀が蕩とろけてゆく。

　ヴァルトが眉まゆを顰ひそめ、楓の濡れた髪かみを後ろへと撫なでつけた。

『わかってなさそうだな。イアに我われらの言葉を習ったのではないのか？　ふむ、どういう言葉を使えばわかるか。俺に従え？　俺と共に来い？　──〝夜の彼方〟へ帰ろう？』

　────え？

　楓は瞬またたいた。

　今、何て言った？

　とても都合のいい言葉が聞こえてきたような気がする。あの岩の裂さけ目の街に──帰ろう？

「帰って──いいの？」

　楓が初めて己おのれを見み出いだした地へ。この世界で唯一慣れ親しんだ場所へ。

　ほんの二日、滞たい在ざいしただけなのに、郷きよう愁しゆうにも似た気持ちが胸に広がる。駄だ目めなのだと思っていただけに喜びは大きく、楓はぎゅうっとヴァルトにしがみついた。

『通じたようだな』

　ヴァルトの両手が楓の背中に回る。毛布で肩かたまで包み、しっかりと腕の中に抱かかえ込んでくれる。

「──あったかい」

　自分はあの岩の裂け目の街から追い出されてきたのではなかったのだろうか。

　衛兵とやりあって、行くところがなくなってしまったから同情してくれた？　でも、自分を連れ帰ってヴァルトは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。〝夜の彼方〟には、人族に見える楓をよく思わない者もいるのに。

　心配ではあったけれど、あの街に帰りたいという気持ちが勝まさる。

　何一つ知らない場所に置いて行かれるのは怖い。それにもう少しこの優やさしい獣けものと一緒にいたかった。

　ヴァルトは衛兵に射られそうになりつつも駆かけ寄ってきて背中に乗せてくれた。さよならする予定だったのだから、見捨てていったってかまわなかったのに助けてくれた。

　ヴァルトは楓をどうでもいい存在とは思っていないのだ。

　膚の下がざわめく。

　ヴァルトの視線を感じるだけで、ぞくぞく、する。

「あの……僕、ヴァルトが連れ帰ったことを後こう悔かいしないで済むよう、できるだけ早く役に立てることを探すことにする。何ができるかわからないけど……」

　もぞりと毛布の中で姿勢を直そうとすると、ぽんぽんと背中を叩たたかれた。子供じゃあるまいし、そんなことをされて嬉しいと思うなんておかしいと自分でも思うけれど、この優しい振しん動どうはヴァルトの、楓に対する気き遣づかいだ。

　──影かげなんかじゃない。この人の見ている世界に、僕はちゃんと存在している……。

　そう思ったら、喜き悦えつにも似た痺しびれが腰こし骨ぼねのあたりをじいんと疼うずかせて。

「ヴァルトの傍に、一日でも長くいられたらいいなあ……」

　雨はまだ降り続いている。これでは〝夜の彼方〟に戻もどれない。鬱うつ々うつとした天候に滅め入いってしまってもおかしくないのに、ヴァルトを独り占じめしていられるのが嬉しくて、楓は少しでも長くこの時が続けばいいと思った。
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　翌朝はヴァルトと出会った日と同じく、雲一つない晴天だった。

　むっくりと起き上がると、ヴァルトも目が覚めたらしい、低く唸うなって、大きく伸びをする。それから楓を見て、変な顔をした。起き上がるなりぐいぐいと髪を指で梳すかれ、ああまた寝ね癖ぐせがついていたのかと納得する。響はそんなことないのに、なぜか楓は目が覚めるとひどい寝癖が結構な確率でついているのだ。

　やがてヴァルトはいじってもいじっても直ろうとしない頑がん固こな寝癖の矯きよう正せいを諦あきらめ、黒くろ獅し子しに姿を変えた。背中を示され、楓は再び獅子に跨またがる。

　黒獅子は昨日よりゆっくりとしたペースで走り出した。

　追っ手の気配はもうない。

　あれだけの豪ごう雨うだったのに森は何ら痛手を受けず、潤うるおった植物たちは青々とした葉を広げている。

　朝あさ陽ひできらめく森を抜け洞どう窟くつの迷めい路ろをくぐり抜けると、たくさんの獅子の子がいた。黒獅子の姿に気がつくなり、わらわらと走ってくる。黒いのに金茶のに、焦こげ茶のに、白いの……。

『じーりっ』

『あっこら、洞窟の中に入っちゃ駄目！』

『やあっ、じーり……じーり……！』

『おまえたち、まさかずっとここで待っていたのか？』

　むくむくの獅子の子らに囲まれてしまった黒獅子の背から、楓は爪つま先さきで地面を探さぐりながら降りた。そうしないと子らを踏ふんでしまいそうだったのだ。

　子につき添そっていたらしい獅子が、申し訳なさそうに頭を低くし、近づいてくる。

『部屋で待っているように言ったのですが、人族の街へ行ったと聞いたらいてもたってもいられなくなってしまったみたいで、言うことを聞いてくれなくなってしまって』

　頭を低くして子らの相手をする黒獅子の眼まな差ざしは慈じ愛あいに満ちている。

『必ず帰ると言ったろう？』

『でも……でも……っ』

『うええ……』

　緊きん張ちようの糸が切れたのかふにゃふにゃと泣き出した子らをヴァルトは優しく舐なめた。

「ごめんね、僕がお父さんを借りてしまったから」

　楓も両りよう膝ひざを揃そろえてしゃがみ、子らを撫でようとする。そうしたら唸り、尻しり込ごみされた。

　──この子たちは僕を嫌きらってる……？

　何もしていないのに理り不ふ尽じんだけど、楓がこの街で敵意を向けられたのはこれが初めてではない。

　──頑がん張ばれば、いいんだ。

　引っ込めた手を強く握にぎり込み、楓は己を鼓こ舞ぶする。

　この街にいたい、認められたいと望むなら自分は危険な存在ではないと、行動で示してゆけばいい。

『ジーリ？　カエデを人族の街に帰しに行ったんじゃなかったのか？』

　続いて高く掲かかげたしっぽを左右に揺ゆらしつつムガーリがやってきた。ムガーリだけではない。ヴァルトに気がついた獅子がキューブが積み重なった街のあちこちから近づいてくる。

　隻せき眼がんの獅子に話しかけられた黒獅子が低く唸る。

『そのつもりだったんだがな。帰すのはやめた。カエデはここ〝夜の彼方かなた〟の住民として迎むかえ入れる』

『はあ!?』

『何だ、そりゃ。こいつは人族だぞ!?』

　見知らぬ獅子たちにまで威い嚇かくされ、楓は立ち竦すくんだ。

　──僕はやっぱりここに戻ってくるべきではなかったんだろうか。

　ムガーリが後あと脚あしで首を搔かきながら獅子たちに何か言う。

『まあ、いいじゃねえか。ちょうどよかったぜ。カエデがいなくなってからちょっとした騒さわぎになってたんだ』

『騒ぎ……？』

　ばたばたと走ってくる足音が聞こえた。

『よかった、連れ帰ってくれたんだね!?』

　サンダルを鳴らし、髪に巻いた赤い布の端はしをひらひらとなびかせて走ってきたのはリールーだ。

　キッと睨にらまれ、厨ちゆう房ぼうでの対応も敵意に溢あふれるものだったことを思い出した楓は少し緊張してしまう。

「あの、こんにちは……？」

『チルルのばあさんにあんたが食べさせた料理、あれの作り方を知りたいんだ。教えな』

　いきなり手首を引っ張られ、楓はつんのめった。

「あ、あの？　〝料理〟が何……？」

『どうした、リールー。そんなに勢い込んで』

　ヴァルトが声をかけるとリールーはようやく楓を引っ張るのを止やめ、腹立たしそうに視線を逸そらした。

『一昨日おとといこの人族が、チルルのばあさんに勝手に自分で料理したものを食べさせたんだ』

　獅子たちがざわつく。

『何!?』

『毒でも盛ったのか？　それとも腹を壊こわしたとか……』

『逆だよ！』

　大声で獅子たちを遮さえぎったリールーは腹立たしげに吐はき捨てた。

『鍋なべに残っていたのを食べてみたけど、うまいんだ。何と言ってもチルルのばあさんが完食してた。このところほとんど何も口にしてくれなかったのに』

『へええ……？』

　猛たけっていた獅子たちの勢いが急になくなる。楓の傍そばに歩み寄ったヴァルトが、しっぽを優しく足首に巻きつけた。

『いつの間にそんなことをしていたんだ？』

　ヴァルトに触ふれられると、不安に締しめつけられるようだった気持ちがふっと楽になる。

「ええと……？」

　ふすんと笑ったヴァルトが、リールーを見上げた。

『カエデはわけがわかっていないようだな』

『まどろっこしいね！　おいで』

「え……わ……っ！」

　また手首を引っ張られてヴァルトを振ふり返った楓は、穏おだやかな表情を見てリールーに逆らうのを止めた。もし楓が酷ひどい目に遭あわされそうだったら、あんな顔をしないと思ったのだ。

　白い砂糖細工のような小道を、リールーが確かな足取りで駆かけてゆく。裂さけ目を渡わたる風に背中を押されているようだった。幾いく重えにも重ねられた銀の装身具がしゃらしゃらと鳴り、羽織の裾すそが羽ばたきのような音を立て翻ひるがえる。獅子たちの注目を浴びながら幾いくつか階段を上って辿たどり着いたのは、一昨日、楓が使わせてもらった炊すい事じ場ばだった。一昨日とは違ちがって大勢の女たちが集つどっており、楓を見るなり歓かん声せいめいた声を上げる。

「な、何……？」

　ぽんと手て渡わたされたのは、一昨日使った鍋だった。人ひと垣がきが割れた先に用意されているのは肉だ。

　ふと見れば、炊事場の外のテーブルに一昨日と同じ老獅子がぼんやりと座っていた。テーブルに乗せられた拳こぶしには既すでに匙さじが握られている……。

「もう一回、ご飯を作ればいいのかな……？」

　ここにいる皆みなが楓に興味を持っているようだった。浴びせられる視線に緊張するけれど、それ以上に胸が高鳴る。

　いなくなんかない。今、僕はちゃんとここにいる……。

　鍋に水を張り、適当な量の米を投入してから火にかける。じっくりと煮に立たてている間に肉を薄うすく切り取り木の椀わんの丸いところで叩たたくと、女たちから興奮した囀さえずりが湧き起こった。

『とっくに死んでいるのにまた痛い目に遭わせるのかい!?』

『そう言えば随ずい分ぶんとやかましかったわ、この子がここにいる間……』

　思った通り、叩くと肉がやわらかくなることを知らなかったらしい。

　生しよう姜がを取ろうと炊事場を出ると、皆もぞろぞろついてきた。水すい盤ばんの縁ふちに摑つかまり、うんと背せ伸のびして岩いわ棚だなの崩くずれたところから生姜を数株採取すると、溜ため息いきのような声が上がる。

『リーシリーじゃないか』

『薬の材料にするため育ててたけど、料理にも使えるのかい……』

「りーしりー？　生姜のこと、ここではリーシリーと呼ぶんだ？」

　綺き麗れいに洗って、皮を剝むいて擂すり下ろして。

『ティガティガ、してる……』

「擂り下ろす、はてぃがてぃが、なのかな」

　新しい言葉を仕入れつつ生姜焼きと粥かゆを作り上げると、楓は一昨日と同じように器うつわに盛って盆ぼんに載のせた。炊事場から出ると、老獅子の半分剝はげたしっぽがのったりと揺れ始める。テーブルの上に料理を置くと、老獅子は覆おおい被かぶさるように身を乗り出しにおいを嗅かいだ。

　匙が動きだし、一口サイズに切った生姜焼きを口に運ぶ。やわらかな肉を嚙かみ締めた老獅子の目が恍こう惚こつと細められた。　>>>♥

　女たちに両方の品を盛った小皿が回され、味見をした女の一人が思わずといった風に呟つぶやく。

『おいしい……』

　どこか厳げん粛しゆくだった雰ふん囲い気きが崩れ、女たちが一いつ斉せいに喋しやべり始めた。

『驚おどろいたね。本当に肉がやわらかいよ』

『リーシリーにこんな使い方があったなんて』

『米は歯ごたえがなさ過ぎて物足りないけど、老いた者や乳ち離ばなれしたばかりの子にはいいかもしれないね』

『面おも白しろいにおいがするな』

　女たちの声に一つだけ交じった低い声に、とくりと心臓が弾はずんだ。

　炊事場へと現れたヴァルトは人の姿を取っていた。上着は着ているもののはだけた合わせ目から大だい胆たんに覗のぞく肌はだが、むせかえるような雄おすの色気を放っている。

　王のように炊事場にひしめく女たちを見み渡わたし、ヴァルトは笑えんだ。

『何を食べているんだ？』

『カエデに、人族の料理を教えて貰もらっていたんです。リーシリーが入っているんですよ』

『このにおいのもとはリーシリーか。俺にも味見させてくれないか？　今日はまだ何も食べていないのだ』

『まあ！』

　一斉に動き出した女たちに、楓はきょとんとしてしまった。

　外のテーブルに、綺麗な文様を編み込んだ藺い草ぐさのマットが敷かれ、木の匙が添そえられる。用意された席へと向かいながらヴァルトが、椀に料理をよそっていた女に声をかけた。

『カエデの分も用意してやれ』

『はい……！』

　モテる男はここまで特別扱あつかいしてもらえるものなのかと感心して眺ながめていた楓は、ヴァルトに手を引かれ、慌あわてて歩き出した。

「えっと……？」

　座らされた席の前に手早くマットが置かれ、料理が運ばれてくる。こんなこと、してもらっていいのだろうかとそわそわしていると、向かいの席にどっかと腰こしを下ろしたヴァルトに頰ほおを突つかれた。

『そうびくびくするな。一いつ緒しよに食べよう。おまえが作ったのだろう？　──カエデ』

　名前を呼ばれ、楓は息を詰つめた。

　また、だ。

　洞どう窟くつの中、ヴァルトに抱だき締められていた時に感じたのと同じ喜き悦えつに、軀からだの芯しんが貫つらぬかれる。

　ヴァルトの厳いかつい手が匙を取り、小さな肉にく片へんごと粥をすくった。無造作に口に運んで嚙み締め、破顔する。

『うまい』

　賞賛、された……？

　楓は慌てて顔を伏ふせた。普ふ通つうの顔を保てそうになかった。軀中が悦よろこびに満たされ、ふわふわと空へ浮うかび上がってしまいそうだ。

「お、お粗そ末まつさまです……」

　小さく呟き、楓は匙を口に運ぶ。一昨日おとといと同じレシピで作ったのに、料理は倍もおいしく感じられた。
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『かえで、こっちだよ、ほら！』

「うわ」

　木の枝を編むようにして作られた巣が十も密集している岩棚を覗き込み、楓は控ひかえめな歓声を上げた。案内をしてくれたイアがくわえてきた籠かごを置き、代わりに巣の上に座り込んでいたワキーナをくわえて持ち上げる。巣の中には白い卵が一つだけ転がっていた。

『取って。籠に入れて！』

「取って、籠に入れるんだね？　はい」

　ひよひよ、ひよひよ。

　白くてふわふわのワキーナはじたばた暴れるが、獅し子しの子には敵かなわない。卵は次々と強ごう奪だつされ、籠を満たしてゆく。

　楓がこの街にやってきてから一月が経たとうとしていた。一刻も早く己おのれの存在価値を確立する！　という決意を胸にこの岩の裂け目の街──正式名めい称しようを〝夜の彼方かなた〟という──に戻もどってきたものの、考えるまでもなかった。

　帰ってくるなり炊すい事じ場ばに引き込まれて楓の立ち位置は確定した。楓は料理教室の先生だ。

『カエデ！　今日はカレルがいっぱいあるんだ。これとワキーナの卵を使って、何かおいしいものを作ってよ』

「カレル……あ。タマネギのことか。ワカッタヤツク」

　炊事場に戻るやいなや籠に山盛りの食材を示されて楓は頷うなずいた。ここには生姜だけではなくトマトやニンジン、タマネギなど、元の世界と同じ作物が存在する。品種改良される前は甘みも少なく収しゆう穫かく量も少なかったはずの野菜たちは、どれも大きく育ち、楓が慣れ親しんだ野菜と同じ味がした。

「タマネギと卵があるなら……親おや子こ丼どんにしようかな……」

　母が不在の時くらいではあったがちょくちょく料理をしていてよかったと楓は思う。獅子たちの料理は焼くか煮にるかの二択たくしかない。彼らは顎あごが強い上に腹が丈じよう夫ぶらしく生煮えでも気にしないが、香こう味み野菜を用いた料理ややわらかい肉をおいしく感じるのは楓と同じらしい。楓の作る料理は好評を博し、毎日のように新しい料理を教えてくれとねだられた。持っている限りの知識を伝授する代わりに女たちが与あたえてくれるのは言葉に関する知識だ。

　おかげで大分獅子たちと意い思し疎そ通つうできるようになったが、一々知らない言葉全てについて聞いてたら時間がいくらあっても足りないし、説明してもらっても知らない言葉が多くて理解できないこともある。勘かんで何となくこんな意味かなと思って使っていた言葉が違う意味だったということもあった。

　──帰り方はもう少し勉強してから聞こう。ここがとっても居い心地ごこちいいからじゃない。間ま違ちがいがあったら、いけないから。

　誰だれにともなく言い訳しながら必要な調理器具を揃そろえていた楓の手が止まる。

　谷を挟はさんだ向こう側のキューブの上で、黒獅子がひなたぼっこしていた。ぱたりぱたりと動くしっぽに、獅子の子たちがじゃれついている。

『あらあ？　魂たましいが抜ぬけたような顔をして何を見ているのかと思えばジーリじゃない』

　リールーが楓の肩かたに寄りかかって窓の外を覗いた。ぐっと肩にかかった重みに軀が傾かしぐ。

　重いと最近覚えた単語を口にすると、鼻で笑われた。

『ジーリに目をつけるなんて、人族にしては趣しゆ味みがいいけど、あたしたちのジーリは人族なんかに陥かん落らくしないよ。とりわけこーんなに小さくてコドモみたいなコにはね！』

　昼食の時間まで大分あるのに、早くも外のテーブルに陣じん取どっている老獅子に茶を出して戻ってきた女が、リールーが剝く分のタマネギをどん！　と木の調理台に載せた。

『リールー！　あんたはまた意地悪を言って。いいじゃないか、どうせ見ているだけなんだから』

『なんだいあんた、人族の味方する気かい？』

『そうじゃないけど、いじらしいじゃないか。ジーリを見かけるたびに心ここにあらずって顔して、でも何も言えずにじっと見つめてさ』

　楓は眉まゆ尻じりを下げた。カンラク？　ココロココニアラズ？　今日も知らない単語が次々出てくる。

「ナニ……ハナシ……？」

『あんた、ジーリとつがいになりたいんだろ？』

「つがい……？」

　その言葉は知っていた。伴はん侶りよという意味だ。

「え……僕がヴァルトの伴侶に？　何言って……」

　自分もヴァルトも男だ。種族すら違うのに、そんなこと望むわけない。それなのにどうしてだろう。心臓がばくばく鳴り始めた。

「ナイ。ツガイ、ナイ。だって、もういるよね？　ヴァルト、ツガイ。タクサン」

　ヴァルトにはもう伴侶がいるはずだ。それも何人も。だって、あれだけたくさんの子がいるのだ。

『ん？　何言ってんだい。あの子たちはジーリの子じゃないよ。全部人族によって親を亡なくした子たちだ。〝夜の彼方〟では孤こ児じになるとジーリがナーダになってくださるのさ』

「なーだ……？　なーだって、人の名前だと思ってたんだけど」

　首を傾げる楓に、女たちは忍にん耐たい強づよく教えてくれる。

『ナーダっていうのは、子をなした雄のことだよ』

「子をなした雄……あ、お父さんか！」

『部屋に出入りしてるのは単なる子こ守もり。ジーリはまだ独り身だよ』

「そうなんだ……。あ、でも、ヒトゾクニ、ヨッテ、ナクシ、タ……？　あの子たちの親は皆みな、人族によって殺されたってこと？」

　女たちが剝むくタマネギの皮がひらひらと床ゆかへ落ちて行く。リールーが忌いま々いましげに吐はき捨てた。

『そうさ。人族はね、獣けものの姿を持つあたしたちをケダモノだとさげすみ、何をしたっていいと思ってんだ。あたしの弟も人族に殺された。獣のように狩かり立てられてね』

　楓はようやく理解した。

　──そうか。だからリールーは何かとつっかかってくるんだ。それだけじゃない、あんなにたくさんの子が人族のせいで親を亡くしている……。

　楓はこの世界の人族とは何の関係もないし、獅子たちに嫌きらわれるようなことなど一つもしていない。でも、そんなことを言ったところで言い逃のがれにしか聞こえないに違いなかった。楓は人族と同じ姿をしているのだ。

『カエデ？　タマネギをどうすればいいんだい？　もたもたしてるとお昼になっちゃうよ』

「……あ、ワカッタヤツク。あの、リールー……ゴメンナサイ」

　謝るのも筋違いな気がしたけれど、何も言わないのも都合の悪いことから目を逸そらしているみたいで、少し考えた末そう言ってみたら、リールーの目つきが変わった。

『あんたねえ……っ』

『リールー！』

　いきなり持っていたタマネギを投げつけられ、楓は身を竦すくめる。幸い、軀からだには当たらなかったものの、身代わりとなった壁かべは凄すごい音を立ててヒビまで入っていた。直ちよく撃げきしていたら随ずい分ぶんと痛い思いをすることになったろう。

『あーもー、リールー、ちょっとこっちへ来な！　カエデも、あんまり適当なこと、言うんじゃないよ』

「てきとう……」

　年かさの女がリールーを炊事場の外まで引きずって行く。他ほかの女が楓の肩をぽんぽんと叩たたいて鍋なべを持たせた。

『あんまり気にしなさんな。リールーだってわかってんだ。あんたに怒おこるのは筋違いだってことくらい。さ、ご飯を作ろうか。今日はもう、包丁を持つのは禁止。指示だけちょうだい』

　気分がずぶずぶと沈しずんでゆく。泥どろ沼ぬまと化した畳たたみに足を取られた時のように、抜け出すことができない。

　自分はどうすべきだったのだろう。

　──響ならきっと息をするように簡単に最適解を見つけ出すんだろうな……。

　そう思うと哀かなしくなるけれど、楓は楓なりに頑がん張ばってゆくしかない。また追い出されるようなことになりたくないなら尚なお更さらだ。

　──ここは僕の世界ではないけれど、ここが好きだ。

　──だってここにはちゃんと、〝僕〟がいる。

　楓を好いてくれている人も嫌っている人も、見ているのは楓自身だ。響の影かげ──あるいは劣れつ化か版などではなく。

　タマネギや肉を切る大きさを指示し、小さくて浅い鍋を用意する。下準備が終わったら、鍋を火にかけて、肉とタマネギ、水で溶といておいた調味料を投入。ぐつぐつ煮て、火が通ったら溶き卵を半量流し入れる。

　何となく搔かき混ぜたくなるけれど、欲よく望ぼうに負けたら大だい惨さん事じに繫がる。じっと我が慢まんして、卵にいい感じに火が通ったら、残りの半量の卵を流し入れて。獅し子したちが使っている鍋は厚手だから、蓋ふたをして火から下ろせば余熱だけでいい感じの半熟に仕上がる。これをあらかじめ炊たいておいたご飯の上に載のせればできあがりだ。

　見るからにおいしそうな親子丼に、女たちがごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。でも、まだ〝待て〟だ。まずは楓が実食する。

「ん……」

　産みたて卵はそれだけでも仄ほのかに甘い。火の通ったタマネギも甘く、少し癖くせのある醬しよう油ゆもどきの調味料がとろふわの半熟卵とご飯にマッチしている。鳥肉──何の鳥の肉かは知らない──もブロイラーと違ちがって歯ごたえがしっかりしていて、おいしい。

「タマゴ、カタクナル、ハヤイ。キヲツケル。デハ、ドゾ」

　〝よし〟が出た途と端たんに無数の匙さじが伸のびてきて、親おや子こ丼どんは魔ま法ほうのように消えてしまう。いささか多すぎる一口がもぐもぐと咀そ嚼しやくされるこの一時、炊すい事じ場ばは実に静かだ。でも、ごくんと誰だれかが嚥えん下かする音が聞こえるや、そこそこ広い炊事場は感かん極きわまったような溜ため息いきで満たされる。

『本当にもう人族って連中は！　得意だよね、おいしいものを作るのが！』

『こら、逆切れしない』

『おいしいわあ。カエデの尻しりを撫なでた衛兵に神の祝福を！　〝夜の彼方〟に留め置くと決めてくださったジーリにも心からの感謝を！』

　女たちの言葉の一つが楓の耳に引っかかる。

「ジーリ、ナニ？　ヴァルト、コト？」

　ヴァルトのことを皆がジーリと呼ぶのに楓は大分早くから気づいていた。前に聞いてみた時は知っている単語が少なすぎて説明を理解できなかったが、一ヶ月経たった今なら大だい丈じよう夫ぶかもしれない。

　聞いてみると、教わったばかりの親子丼を早さつ速そく作ってみながら女たちが教えてくれる。

『あれ？　誰にも説明してもらってなかったのかい？』

『ジーリっていうのはね、この〝夜の彼方〟で一番強い雄おすのことよ』

『獅子の獣人を率いる御おん大将だ』

「じゃあ、ええと……ココデ、イチバン、エライ……？」

　楓の舌足らずな問いに、女たちはからからと笑った。

『ああ、そうだね。一番偉えらい』

『本当なら人族を背に乗せたり、客に気を配ったりするような立場のお人じゃないんだよ？』

　女たちが炊事場の中を行き来するたび、しっぽがするりするりと楓の足首を撫でてゆく。

　自分の分の親子丼を作り直しながら、楓は納なつ得とくした。そっか、何となく偉そうだとは思っていたけれど、ヴァルトは本当に偉かったのだ。

　洞どう窟くつの中、直接触ふれあった膚はだの熱さを思い返す。あれは、奇き跡せきだった。多分もう二度とあんな風にヴァルトに触れる機会などない。そう思ったら、きゅうっと胸の奥が痛くなった。

　別に、同性だし。汗あせ臭くさい男に抱だき締しめられたいなんて、思ってないけど。

　でも。

『カエデ、できたんならどいてちょうだい』

「あ、うん……」

　一人分ずつ作らねばならないので、炊事場の竈かまどは順番待ち状態になっている。卵らん液えきを全部流し入れたのを見て取った女に肘ひじで突つつかれ、楓は慌あわてて横に退のいた。蓋をした鍋の中、卵に余熱が通るのを待つ間に、木の器うつわに白飯を盛りつけるのだが──。

『カエデ、はい』

　高価な陶とう器きの器を差し出され、楓はぎょっとした。陶器の器は基本的にヴァルト用だ。

「え、な、ナンデ」

『今日はうちがジーリの食事の準備をする当番なの。だったら当然、あたしたちの慣れない料理じゃなくて、師し匠しようの一番出来のいいのを献けん上じようしなきゃ』

　〝夜の彼方〟にはここだけでなく、幾いくつも炊事場があり、近くのキューブに住む数家族が共同で利用している。ヴァルトの食事は、ヴァルトのキューブに近い数カ所の炊事場で順じゆん繰ぐりに担当しているらしい。どうしてだろうと思っていたのだが、まだ独身なら納得だ。

「ヒ、ヒドイ。ド、ドウシテ、サキニ」

『そんなこと先に教えたら、カエデ、緊きん張ちようして失敗するでしょ？　きっとメニューもすぐには決まらない。さ、早く盛りつけて、冷めないうちにジーリのところへ持って行ってちょうだい。子らのはあたしたちが用意して、後から持って行くから』

「で、も……」

　自分が持って行くのはまずいのではなかろうか。ヴァルトの傍そばには獅子の子たちもいるのだ。人族に親を殺された。

　おろおろとしていると、誰かに背中を叩かれた。

『いつまでももじもじしてんじゃないよ、鬱うつ陶とうしい』

「う……ウットオシ……!?」

『いいから早くお行き！　あんたにとっちゃ願ってもないことだろ？』

　どうして願ってもないことなのだろう。

　断りたいが、女たちに逆らうのは怖こわい。

『ほら、もたもたしてたら冷めちまうじゃないか』

「うう」

『唸うなってないでさっさとおし』

　口々に煽あおられては、断る口実など思いつけやしない。頭が真っ白になっているうちに炊事場から追い出されそうになり、楓は仕方なく盆ぼんに親子丼を盛った器を載せた。

　──母が家を留守にする時、食事の支し度たくをするのは楓の役目だった。響は外食にしようといつも言ったけれど、料理をするのは工作をするみたいで楽しいし、おいしいものができると何とも言えない達成感を得られる。でも、楓が家事を引き受けた一番の理由は、母に褒ほめて欲しかったからかもしれない。楓、ありがとう。家のことをしてくれて助かるわ、と。

　確かに母は自分を見てくれたけれど、望む通りになったのは数回だけで、すぐに楓が家事を担になうのは当たり前になってしまった。

〝楓、今日、お母さん、出で掛かけるから。冷蔵庫に入っている材料はお肉以外勝手に使っていいから、よろしくね〟

　──多分、感謝を期待したりするから、そういうさもしい根こん性じようをしているから駄だ目めなのだ、自分は。

　期待なんかせず透とう徹てつした心持ちを保とうと思うのに、楓の中は雑念だらけだ。もっと僕を見て欲しい。褒めて欲しいし、響ばかりでなく僕も構って欲しい。──まるで、子供だ。

　結局向こうでは何をしても思う通りにならなかった。でも、ここでは。

　階段を上ってキューブの前に立って、ノックしようとしたら、声が聞こえた。

『また人族を森で見かけたという報告が上がっている。カエデを追放すべきだという声も』

『人族への憎にくしみに凝こり固まっている連中からすればカエデも奴やつらの仲間に過ぎないからな。人族が〝夜の彼方〟で野放しになっていると思うと、心こころ穏おだやかでいられないんだろう』

『ミャダたちや長老の半分はカエデの有用性を認めているんだが』

『今のままでは──』

　いきなり扉とびらが開き、楓は盆を取り落としそうになった。

『立ち聞きとは感心しないなァ』

　後あと脚あしで立った隻せき眼がんの獅し子し──ムガーリが片手で扉を押さえたまま壁かべに寄りかかる。口調こそ陽気だが、ムガーリも部屋の中にいる皆みなも、楓を油断のならない奴だと思ったに違いない。

「ゴメンナ、サイ」

『ジーリの食事を持ってきたのか』

　絨じゆう毯たんの上に寝ねそべっていた黒獅子が起き上がった。

『いいにおいだ。昼休みにしよう。カエデ、こっちへ来い』

　楓がキューブの中に踏ふみ込んだのと入れ替かわりに獅子たちが出て行く。黒獅子ものっそり立ち上がり、部屋の隅すみに置かれた衝つい立たての陰かげに入っていった。食事を持ってきたのに何をするのだろうと思ったら、裸はだかの男の胸から上が衝立の上部に覗のぞいたので、慌てて目を逸そらす。ヴァルトが人へと変化したのだ。

　衝立の上に引っかけてあった服を纏まといながら穏おだやかに話しかけてくるヴァルトに立ち聞きを怒おこっている様子はない。

『随ずい分ぶんと言葉を覚えたそうだな』

「ええと……ガンバッタ」

　銀の装身具がしゃらしゃらと音を立てる。大おお雑ざつ把ぱに髪かみを整える指は楓と違って実に男らしくて、ついつい目で追ってしまう。

『ミャダたちとも随分と打ち解けたと聞いている。リールーとうまくやるのは難しいだろうと思っていたんだが』

「リールー、ミンナ、イイヒト。ヤサシイ」

『優やさしい？　あれは人族を憎んでいるのに？』

　衝立の陰から出てきたヴァルトは下衣の上に上着を羽織っていた。首くび飾かざりを幾いく重えにもつけているものの胸むな元もとから毛深い臍へそまで見え、楓は目の遣やりどころに困ってしまう。

「シカタナイ。オトート、カワイソウ」

『もうその話を聞いたのか』

　ヴァルトが部屋の隅に寄せてあったテーブルをひょいとベンチの前へと移動させて腰こしを下ろしたので、楓も持ってきた盆をテーブルの上に置いた。

「サッキ。リールー、オコル、トウゼン。でも……リールー、イママデイジワル、ナイ。ヤサシイ」

『おまえには、あれが意地悪しないうちに入るのか』

　敵意の籠こもった口調。きつい目つき。滲にじみ出る威い圧あつ感かん。

　普ふ通つうなら怖いと思うのかも知れないけれど、リールーは楓を無視したりしなかった。ちゃんと見てくれた。険のある視線を向けられた時のひりつくような感覚でさえ楓にとっては快こころよかった。響と一いつ緒しよにいる時は憎しみをぶつけてくるような相手すらいなかったのだ。

「ワルイ、ハ、ヒトゾク。ケモノビト、〝ヨルノカナタ〟ニ、イサセテクレテ、カンシャ、カンシャ」

　寝ね床どこを与あたえてくれただけでもありがたいのに、文句まで言うわけない。

『感謝、か。皆がおまえのように考えてくれればな……』

「？」

　ほろ苦い笑えみを浮うかべたヴァルトが匙さじを取る。つゆの浸しみた白飯ごとたっぷりとすくって口に入れようとして──つと動きを止めて目だけで楓を見上げた。

『不自由していることはないか？　カエデが教えてくれる料理に、皆夢中になっている。礼に、何か要望があれば聞くぞ？』

「え……。別に僕は大したこと、してないのに……」

　楓はただ元の世界のレシピを流用しているだけだ。そもそも〝夜の彼方かなた〟の世話になっているのは自分の方である。ご褒ほう美びに飛びつく気はないけれど……。

　そうだ！

「タマゴ、タクサン……。ショクザイモ、イロイロ、イイ？」

『リールーには必要なだけ与えろと言っておいたが、足りないか？』

　楓は首を振ふった。自分のせいでリールーが誤解を受けるようなことになったらいけない。

「イアノキョウダイ、ニ、オヤツ、ツクル、タイ」

『おやつ……？』

「アマイ、ノ、キチョウ。メッタ、ツカワナイ、キイタ」

　砂糖が倉庫にあるようだが、遠方でしか採れない上に、人族の商人を介かいさねばならないらしく、滅めつ多たなことでは使うことが許されないらしい。

　そして卵は楓が来てから空前の〝卵かけご飯ブーム〟が到とう来らいしたため、奪うばい合いになっていた。飼育数を増やす方向で対応してくれているらしいが時間がかかるため、卵を食べる順番を決めてその場をしのいでいる。こんな状じよう況きようで卵がたくさん欲しいとは言いにくいが、楓が知っている甘かん味みは卵を使うものばかりだった。

『子らのため……か』

　匙を口に入れたヴァルトが目を見開いた。じっくりと味わうように咀そ嚼しやくして嚥えん下かすると、にっと笑う。

『おまえの作るものはいつもうまいな』

　お世辞でも嬉うれしくて、楓の心臓はとくとく弾はずむ。

「オヤツ、ヴァルト……ジーリヤ、リールーニモ、タベテ、ホシ。カンシャ、シルシ」

　自分にはそんなことくらいしかできないから。

『……それは楽しみだな』

　匙を置いたヴァルトに手招きされ、楓は無防備に歩み寄る。今日の新メニューについて質問があるのだろうと思っていたのだけれど、間合いに入るとヴァルトは無造作に手を伸のばし、楓の頭に触ふれた。

　なでなで、なでなで。

　まるで小動物を慰い撫ぶするかのように厳いかつい手が動く。

　──また寝ね癖ぐせ、ついてた──？

　恥はずかしくて顔に熱が上る。今すぐ逃にげたいような気分なのに髪に触れるヴァルトの手があんまり心地ここちよくて、楓は俯うつむく。──顔を真っ赤にし、うっすら潤うるんだ目を逸らして。

　楓の顔を見たヴァルトの表情が微び妙みように変わった。

『おまえ……？』

　何かを確かめようとするかのように、するりと滑すべった指先が頰ほおに添そえられる。震ふるえる唇くちびるを、親指の腹がゆっくりとなぞり、そうして──。

『カエデ！　今日のオヤコドン、滅茶苦茶めちやくちやうまくねえか！』

　昼食を終えて戻もどってきたムガーリが乱暴に扉を開けて入ってきた。

　腰こし骨ぼねの辺りが疼うずくような不思議な感覚を陶とう然ぜんと嚙かみ締しめていた楓は我われに返り、弾はじかれたように身を引く。

「あ……あ、ソウ？　キニイッタ、ウレシイ」

　獅子たちが育ててきた独特な風味の調味料との相あい性しようがよかったのだろう。今日の親おや子こ丼どんは実に魅み惑わく的な味に仕上がったと楓も思っていた。

『〝気に入ってくれて嬉しい〟、な。あのオンセンタマゴって奴やつもうまかったし、もっともっとワキーナを増やさねーと。それでジーリ、南側の洞どう窟くつを広げて新たな営えい巣そう地ちにしたらどうかって長老に言われたんだが』

『あ……ああ……』

「それじゃあ、僕は失礼しますね」

　盆ぼんを胸に抱だき締め、楓はその場から逃げ出す。キューブを出て、扉とびらを閉めると、意図せず深い溜ため息いきが漏もれた。小走りに階段を下りながら、どうしてだか熱く疼いてやまない頰と唇に指先でそっと触れる。

　変だな、と思う。どうして僕は空までだって浮き上がりそうな気分になっているんだろう……？
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　日が沈しずむと、〝夜の彼方〟は闇やみに閉とざされる。皆みな寝ねてしまうのか、それとも獅子だから夜目が利きくのか、洋燈ランプ一つ点ともされない。

　楓は一人で炊すい事じ場ばにいた。誰にも迷めい惑わくをかけずに料理ができる時間が他ほかに確保できなかったのだ。

　竈かまどに火が入っているので、炊事場の中は仄ほのかに明るい。そう難しいことをするつもりはないしこれで十分である。楓は慎しん重ちように火加減を調節する。くつくつと眠ねむくなるような音を立てているのは大おお鍋なべだ。即そく席せきの蒸むし器に仕立て上げられた鍋の中には器うつわがたくさん並んでいる。

　わけを話すと、獅し子したちは快くワキーナの卵を譲ゆずってくれたし、備び蓄ちくされていた砂糖も山羊やぎの乳も必要なだけ持ってきてくれた。絶対に失敗できないと緊きん張ちようしつつ楓が仕込んだのはプリンだ。バニラエッセンスはないものの、誰も本当のプリンのにおいを知らないのだから問題はない。

　何分蒸せばいいのかまで覚えてなかったので、竹たけ串ぐしを手にこまめに様子を見ていると、炊事場の入り口の扉が軋きしんだ。

「……ダレ？」

　振り返って目を眇すがめるが、暗すぎてよく見えない。人型なのでいつもここを使っている女たちの誰かが様子を見に来たのだろうと思ったのだが、それにしては入り口を塞ふさぐように立ち塞がる人物のシルエットが大きいように思えた。

　影かげは三人分あった。三人が放つ異様な空気に気づいた楓が立ち上がったのと同時に、三人のうちの一人が進み出る。

『こんな夜中にこそこそと、何をしている』

　知らない男の声だ。

「ぷりん……えと、ツクル、ジーリノコ、オヤツ」

　人族に親を殺された子たちへの貢みつぎ物。これがあの子たちと仲良くなるきっかけになればいいと願うけれど、まあ、無理だろう。楓の期待はいつも裏切られると決まっている。

『ふーん』

　竈で揺ゆれる炎ほのおを反射し光る目が、くつくつ音を立てる鍋へと向けられる。

　厭いやな予感がした。

　でも、男は大きくて、放つ空気も恐おそろしくて。楓が二の足あしを踏ふんでいるうちに、事態はあっという間に取り返しのつかないところまで進んでしまう。男がいきなり鍋をひっくり返したのだ。

「え……？」

『熱っ』

　鍋の蓋ふたや中に並べられていた器が床ゆかに散らばる凄すさまじい音に、楓は棒立ちになった。

「な……な、ナンデ……っ」

　抗こう議ぎしようとすると襟えり首くびを摑つかまれ、調理台代わりの木のテーブルに軀からだを押しつけられる。容よう赦しやのない力に置いてあったものが音を立てて揺れ、打ちつけられた腰の後ろに痛みが走った。

『それはこっちの台詞せりふだ、薄うす汚ぎたない人族が。ジーリを懐かい柔じゆうして、何をする気だ』

『おい、傷をつけるなよ。ジーリにバレる』

　入り口で待機している男の仲間が口を挟はさむ。もう一人は外で誰だれか来ないか見張っているようだ。

『子供の歓かん心しんを得ようとするとはな。さすが人族、やり方がえげつない。わかってんのか？　あの子たちの親はおまえらが殺したんだぞ！』

　僕がしたんじゃない。僕は関係ないと言いたかったが、そんなことを言ったら火に油を注ぐことになる。

　この男たちにとって楓は人殺しの仲間なのだ。

『何を企たくらんでいるか知らんが、さっさと〝夜の彼方かなた〟から出て行け。でないと次はおまえがこうなるぞ』

　一番近くに転がっていた器が男に踏み潰つぶされ、砕くだけた。

　飴あめ色いろのカラメルと卵色が内臓のように飛び出し、男の足とサンダルを汚よごす。

　──折角うまくできそうだったのに。

　卵を提供してくれた皆のことを思うと申し訳なくて涙なみだが出そうになった。

　貴重な食材が──皆の厚こう意いが、全部無む駄だになってしまった。

　蒸し器なんかないから他の女たちとも相談して随ずい分ぶんと試行錯さく誤ごした。カラメルもちょっとほろ苦さが強いもののうまくできたのに。

　瞬またたきもせずプリンの残ざん骸がいを見つめる楓は、夜目が利く襲しゆう撃げき者の目にどう映ったのだろう。

　喉のどを締め上げていた手が不意に離はなれた。

『わかったな』

　押し殺した声で念を押し、大おお股またに炊事場から出て行く男を見送ってから、入り口で待機していた男が囁ささやく。

『俺たちだってこんな弱い者虐いじめみたいなことやりたくないんだ。早く〝夜の彼方〟から出てってくれ。な？』

　眉まゆ尻じりを下げ困ったような顔をしているのが微かすかに見えた。この人たちは本当は悪い人ではないのだろう。人族が許せないだけで。

　炊事場に一人きりになると急に震えがきて、楓は両りよう腕うでで己おのれの軀を抱だいた。

　──僕はここにいてはいけないんだろうか。

　何も悪いことはしていないけれど、彼らは楓を目にするだけで心を搔かき乱されてしまうのだろう。楓が、響と一いつ緒しよにいるとひどく惨みじめな気分になってしまうように。

「──片づけなきゃ」

　震える手で転がる器を拾い上げる。甘ったるいにおいに、鼻の奥がつんと痛んだ。楓は暗い中、這はいつくばってまだ熱いプリンのなりそこないを掌てのひらにすくい上げ、とりあえず空になった大鍋に入れた。器もまとめて入れ、与あたえられた部屋へと持ち帰る。

　器の中に残ったプリンは食べられるだろうけれど酷ひどい有り様で、とても人にはあげられない。

　哀かなしかったけれど、ことを荒あら立だてるつもりはなかった。彼らの気持ちは理解できる。大鍋はうっかり自分でひっくり返したことにすればいい。協力してくれた皆に明日謝って回って──それから……それから……。

「疲つかれたな」

　楓は寝ね床どこに寝転がった。

　プリンを食べた獅子の子たちが目を丸くしてしっぽの先までぶるりと震ふるわせるさまを見たかった。ヴァルトがうまいと笑う顔も。

　髪かみをくしゃりと握にぎり込み、頭を撫なでてくれたヴァルトの手の感かん触しよくを思い出す。

　楓が材料をねだりに行くと、皆、既すでにヴァルトから話を聞いていた。楓の計画がうまくいくように、先に手回しをしてくれていたのだ。

「ヴァルトにも謝らないと……」

　でも全部、明日になってからだ。

　楓はシーツを引っ張り、くるまった。何もかも忘れて眠ってしまいたかったけれど睡すい魔まはなかなかやってこなくて、夜明け近くまで寝返りを繰くり返す。
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『かえでー。かーえーでー。いないの？　かえで！』

　翌朝。扉とびらを叩たたく音で目を覚ました楓は、陽ひの高さにびっくりして飛び起きた。巨きよ大だいな岩の裂さけ目の中に建造された〝夜の彼方〟に陽が差し込む時間は短い。それなのに、窓まど枠わくが白く陽光を反射している。ということは、もう昼近いのだ。

「お、おはよう……」

　いつまでも待たせてはいけないととりあえず扉を開けると、楓が住むキューブの前にはイアのみならず獅し子しの子らがずらりと並んでいた。

「え……？」

『あまいにおいがするっ』

　大おお鍋なべの中に放置していたプリンのにおいを嗅かぎつけたのか、一いつ匹ぴきがしっぽを高く掲かかげたのを合図に、獅子の子たちがわらわらと部屋の中へと入ってくる。

「わ……わ……っ」

　足首をもふもふが擦こすってゆく。楓が踏んでしまうのを恐れ、蹈鞴たたらを踏んでいるうちに獅子の子たちは部屋の隅すみに置かれていた大鍋を発見し群がった。

『たまごだっ』

　イアが半分ほど中身が残った器うつわを両りよう前まえ肢あしの肉球で挟んで取り出す。くんくんとにおいを嗅ぎ、ちろりと中身を舐なめてみた途と端たん、ぶわりと全身の毛が逆立った。

『あまーい！』

　顔を器に半ば突つっ込み、夢中になってプリンを食べるイアに他ほかの子たちも色めき立つ。次いでプリンを口にした子が歓かん声せいを上げた。

『ほんとうだ、あまーい。すごーくあまいよ』

　後はもう無茶苦茶むちやくちやだった。獅子の子たちが我われ先さきに大鍋に頭を突っ込み、プリンの器を抱かかえ込む。

『おいしー！』

　だが、入り口で入るのを躊躇ためらっている子もいた。〝夜の彼方〟に戻もどってきた時、撫でようとした楓に唸うなり、尻しり込ごみした子だ。

　年かさの子がその子の元にも器を運んでゆく。差し出された器から一いつ旦たんは顔を背そむけたものの、甘いにおいには凄まじい吸引力がある。ちろりと一度舐めてしまえばもう抗こうすることなどできず、プリンを貪むさぼり始める。

「ふふ」

　放ほうり出された鍋の蓋が床を転がり扉の外へと出て行く。寝床に腰を下ろすと、プリンを食べ終わったイアが口の周りを舐めつつやってきて楓の膝ひざの上に寝転がった。

『ごちそうさま、かえで。すごーくおいしかったよ』

「……そう。よかった」

　どう処理しようかと迷っていたプリンは獅子の子たちによって綺き麗れいに平らげられた。子らを眺ながめつつイアの腹を撫でていた楓の服の裾すそを、一匹の獅子の子がくわえて引っ張る。

『いこ』

「え……？」

『いこ。こっち！』

　食べ終わった獅子の子たちが楓を取り囲み、こっちだこっちだと騒さわぎ始めた。

「イク、ドコ？」

　イアがくるりと軀からだを反転させて起き上がり、楓の頰ほおをしっぽで撫でる。

『いーとこ！』

　はしゃいで跳はね回る獅子の子たちに連れられ、外に出る。思った通り太陽はほとんど真上にあり、強い陽ひ射ざしを浴びたキューブや小道が白く輝かがやくようだ。

　獅子の子たちを足首に纏まとわりつかせ歩く。昨夜ゆうべの男たちにこんなところを見られたらまた不興を買うと思うとついつい俯うつむいてしまうけれど、獅子の子たちは楓の脅おびえには気づかず〝夜の彼方〟の入り口である洞どう窟くつに入って行く。

　楓がここを通る時はいつもヴァルトの背に乗せてもらっていて、自分の足で歩いたことはない。真っ暗くら闇やみの中を進むのは夜目の利きかない楓には無理だからだ。どこまで行くのか不安だったが、獅子の子たちはまだ入り口からの光が届くうちに枝道に入り、すぐ外へと抜ぬけた。

「うわ……」

　洞窟を抜けた先には、素す晴ばらしい景観が広がっていた。どうやら〝夜の彼方かなた〟を挟はさむ壁かべの反対側に抜けたらしい。絶ぜつ壁ぺきの半ばに張り出した岩いわ棚だなの上にはやわらかな草が生え、灌かん木ぼくが居い心地ごこちのいい影かげを落としている。

　ぼーっと突っ立って景色を眺めている楓をよそに、獅子の子らは先を争って日の当たる特等席を陣じん取どった。寝そべったりじゃれあったり、好きに遊び始める。

　中でも軀の大きな獅子の子が、楓の足あし下もとにくわえていた包みを置いた。

「ナニ？　くれるの？」

　包みは魔法の袋ふくろのようだった。軽いのに、中に手を入れて取り出した箱は重い。膝を突いて蓋ふたを開けると、中にはおにぎりと生しよう姜が焼き、それから卵焼きが入っていた。どれも楓が皆みなに作り方を教えたものだ。

「ダレ、コレ、ツクッタ……？」

　獅子の子が挙げたのはもっとも意外な人物の名だった。

『りーるー』

「リールー？　ドウシテ？」

『かえでがおきてこないから。きっとおなかへらしてるって』

　年長の獅子の子はそう言うと、楓の膝の上に頭を乗せた。

「デモ、リールー、カエデ、キライ……。キミタチモ」

　困こん惑わくせざるをえない。急に優やさしくなったリールーと、親し気に振る舞まう獅子の子らに。この子たちは楓を仇かたきのように思っていたはずなのに。

　草の上に寝そべった獅子の子がしっぽの先だけをぱたんぱたんと動かし始める。

『じーりにゆわれた。きらいになるのは、どんなひとかしってからにしろって』

『ひとぞくだって、わるいのとわるくないのがいるんだよ。うんとにしには、けものびととなかよくしてるひとぞくのくにだってあるんだって』

『やまむこうにすむまじゅつしは、けがするとなおしてくれる』

『かえでもいあ、たすけてくれたんでしょ？』

『あのあまーいの、ぼくたちのためにつくったって、じーり、ゆってた。なんで？』

　獅子の子たちが来たのは、ヴァルトの差し金だったらしい。

　楓は目を伏ふせた。

「ナカヨク……ナリタカッタカラ……」

　そうだ。楓は仲良くなりたいと思っていた。誰に対しても。いつだって。でも、うまくできた例ためしがなかった。

『どうしてぼくたちとなかよくなりたいの？』

　どうして？　だって誰とも仲良くなれなければ、ひとりぼっちでいるしかない。

「サミシイノハ、イヤ、ダカラ……」

『かえで、さみしいの？』

　そうだ。淋さびしかった。ずっと。

　小さく頷うなずいた楓の膝に頭を擦り寄せたのは、以前撫なでようとした楓に唸り、尻込みした子だった。

　他ほかの子が、朗ほがらかに断言する。　>>>♥

『だいじょーぶだよ。じーり、ゆってた。かえではわるいひとぞくじゃないって。かえではもうなかまだから、なかよくしなさいって。ひどいことしたらゆるさないって』

「ヴァルトが……？」

　胸が、震ふるえた。

　どうしてあの人はいつも僕に優しくしてくれるんだろう。

　じわりと湿しめった目め尻じりを、楓は慌あわてて拳こぶしで拭ぬぐう。

『かえで？　どうしたの？』

　目め敏ざとく涙なみだに気がついたイアが、後あと脚あしで楓の膝の上に立ちぺろぺろと目元を舐めてくれた。そうしたら余計目の奥が熱くなってしまって、楓は涙を散らそうと青く澄すみ渡わたった空を見上げる。

　ああ、ここは何て──。

『かえで？　どっかいたいの？』

『きのう、ぎずりになにかされたの？』

　ぬいぐるみのように愛らしい獅し子しの子たちがわらわらと集まって楓の軀に前まえ肢あしをかけ、顔を覗のぞき込もうとする。

「ぎず……り？」

　どういう意味の言葉だろうと思って復唱すると、獅子の子たちは狼ろう狽ばいしたように顔を見合わせた。年かさの子が頭を仰のけ反らせ、太陽の位置を確かく認にんする。

『〝そらのてのひら〟にいろっていわれたけど……たいようがまうえをこえれば、ぎずりがかえってくるんだよね？』

『もうこえてる。いこ！』

　イアに決然と言われ、楓は瞬またたいた。

「ドコ……？　ナゼ……？」

『いーから！』

『いこ！　いこ!!』

　服の裾を引っ張られ、渡されたばかりの弁当を魔ま法ほうの袋に戻もどして立ち上がる。

『こっち！』

　洞窟を通り抜けて、街に戻った。きょとりと辺りを見回した年かさの子が、入り口近くの岩の上でだらしなく寝そべる獅子に声をかける。

『ぎずり、もうこことおった？』

『ああ、もう帰ってきたぜ。どした？』

『なんでもないっ』

　追つい及きゆうされたくないのか大急ぎで走り始めたものの途と中ちゆうで人の姿を取ったヴァルトを見つけてしまい、獅子の子たちは慌てふためきキューブの陰かげに隠かくれた。

『じーりだ！』

『どうしよ。かえでをつれてきたってしられたら、きっとおこられる』

『えっと、じゃあ、こっち！』

　進路を変へん更こうしてヴァルトが入っていったキューブから大分離はなれたキューブに入る。木の板でできている窓を頭で押し開けた子らが望遠鏡のようなものを楓に差し出した。

『これ、のぞいて。まじゅつしがくれたとおめがね』

『はやくはやくっ』

　魔術師がくれた遠とお眼鏡めがね？

　首を傾かしげつつ望遠鏡を目に押し当てた楓は驚おどろいた。視界にヴァルトのいる部屋の中の景色が広がったからだ。おまけに声まで聞こえてくる。

『食べてみろ、ギズリ』

　部屋の中にはヴァルトともう一人、ギズリという名らしい男がいた。

「あの人……昨日、炊事場に来た人……？」

　ヴァルトが差し出している小さな器うつわも、昨夜ゆうべ自分がプリンを作るのに使ったものだ。

　どうしてヴァルトがあれを持っているんだろう。

『けさね、りーるー、ごはんつくりにいって、あまいにおいがするのにきがついたんだって。それでね、たなのしたをのぞいたら、いくつもうつわがころがっていたんだって』

　楓は血の気が引いていくのを覚えた。ちゃんと片づけたつもりだったけれど、プリンを入れた器は丸い。物陰に転がり込んでしまっていたのを楓は見過ごし、リールーたちに見つけられてしまったのだろう。

『たまごのあまいの、いっぱいこぼれたあとがあった。だからへんだっておもってりーるー、じーりにゆって、じーり、においをかぎにいって』

『それでね、それで……』

　差し出されたものが何かわかったのだろう。ギズリは厭いやそうな顔をしたが、有う無むを言わせぬヴァルトの迫はく力りよくに黙だまって器を受け取って、一匙さじ口に運び──驚いた顔をした。

『おまえたちが台無しにした、ぷりんという甘かん味みだ。舌が蕩とろけてしまうかと思うほどうまいらしいな』

　ギズリが何か言おうとする。だが、ヴァルトは抗こう弁べんを許さなかった。

　驚くほどの早さでギズリの顔を摑つかみ、後頭部を壁かべに打ちつける。がつん、という鈍にぶい音がして、ギズリが低く呻うめいた。

『……っ、ジーリ、俺は……！』

　くずおれそうになった男の髪かみを摑んで無む理り矢や理り立たせたヴァルトの喉のどの奥から、獰どう猛もうな唸うなり声が漏もれる。

『貴重な砂糖も、山羊やぎの乳も、ワキーナの卵もふんだんに使わせた。──可哀かわい想そうな子らに与あたえられるはずだったささやかな幸せをぶちこわしにするのは、楽しかったか？　ギズリ』

　ヴァルトの口元には薄うすい笑えみが浮うかんでいた。獲え物ものの喉を食い破ろうとする獣けものにも似た獰猛さを感じ取った楓の膚はだが粟あわ立だつ。

　──ヴァルトのあんな顔、見たことない。

『俺は、そんなつもりじゃ……っ』

『では、どういうつもりだったんだ？　おまえのしたことは獣人と見れば見境なく襲おそってくる人族と同じだ。魂たましいの随まで敵意に凝こり固まって物事を正しく見ようとしない。カエデはあんなにも我われらの役に立ってくれているというのに』

　楓はまた泣きそうになってしまった。

　評価してくれていた。ヴァルトは楓のしてきたことを。

　だが、納なつ得とくできないギズリは食い下がる。

『ジーリ、あいつは……っ、同どう胞ほうを殺してきた人族の仲間なんですよ……!?』

『まだ言うか。ギズリ、今度カエデを脅おどかしたら……、そうだな、〝夜の彼方かなた〟から追放する』

『な……っ』

　外には人族がいる。安全な場所などない。

　ギズリはあからさまに怯ひるんだ。

『ギズリ、俺は誰だれだ？』

　ヴァルトがギズリに顔を近づけ、凄すごむ。

『……ジーリ、です……っ』

『そうだ。俺に逆らうことは許さん。ここにいたいなら、俺に従え』

　乱暴に突つき放されたギズリが今度こそ床ゆかへとへたりこむ。打ちのめされた同胞に一いち瞥べつも与えずヴァルトが部屋を出て行くと、楓は熱い吐と息いきをつき、魔術師がくれた遠眼鏡から顔を離した。

『かえで、じーり、なんてゆってた？』

『あっ、かえで、またないてるっ』

　どうしようどうしようと足あし下もとで頭をつき合わせる獅子の子たちが愛いとおしくて、口元がほころぶ。

「ダイジョブ。カナシイ、ナイカラ……」

　それどころか嬉うれしいことだらけだ。

　貴重な材料を使って作ったプリンを無む駄だにしなくて済んで。獅子の子らに仲良くしてもらえて。ヴァルトに庇かばってもらえて。

　床に膝ひざをついてありがとうを言う。それからきょとんとしている子らをぎゅっとしたところで、栗くり色いろの長い髪を緩ゆるく編んだ女が戸口に現れた。

『いた、子供たち！』

　よく獅し子しの子たちの面めん倒どうを見ているのでヴァルトの妻の一人なのだろうと、かつて楓が誤解していた女の一人だ。

『〝空の掌てのひら〟に行くって言ってたのにいないから、捜さがしちゃったじゃない。心配したのよ。近くの森を人族がうろついているって狩かりに出た者たちが言ってたから』

　獅子の子たちが耳を一いつ斉せいに倒たおし、上うわ目め遣づかいに女の顔色を窺うかがう。

『……ごめんなさい』

『しばらくの間、外出禁止よ。〝空の掌〟に行くのも禁止。人族の気配が消えるまでね。それで、あなたたちはここで何をしていたの？』

　腰こしに手を当てた女に見つめられ、獅子の子たちは首を縮めた。

「あの、この子、たちは……」

　黙ってしまった獅子の子たちの代わりに、何をしていたのか説明しようとしたら、獅子の子たちが楓の服に爪つめを立てて取り縋すがった。

『しーっ』

　女の顔に薄うす笑わらいが浮かぶ。

『いけないことをしていたのね？　──ジーリ！』

　扉とびらの外に半身を出し、いきなり大声を出した女に、獅子の子たちがぶわっと毛を逆立たせる。

『カエデと子供たちがここに集つどっているのだけど、どうしてかご存知？』

　──ヴァルトがここへ来る!?

　にわかに獅子の子たちの動きが慌あわただしくなった。楓もごしごし目元を擦こすって、頰ほおがまだ濡ぬれていないか確かめる。

　女の後ろからぬっと現れたヴァルトが部屋の中を見回し、楓の上で視線を止めた。眉まゆ根ねが僅わずかに寄せられたような気がしたものの、ヴァルトはまず一カ所に集まり積み重なった獅子の子たちの山に歩み寄り、手を突っ込んだ。抜ぬき出された厳いかつい手の中には、楓がさっきまで使っていた遠眼鏡があった。

『妙みような気配を感じると思ったら、これで覗のぞいていたのか』

　獅子の子たちが騒さわぎ出す。

『い、いあ、のぞいてないよ』

『とおめがね、おちてたの』

『ぼくはやめようっていった！』

　喧けん噪そうは、ヴァルトが片手を挙げると止まった。手にしていた遠眼鏡が女に渡わたされる。

『これを倉庫にしまいなおし、子らに言いつけを守らなかった罰ばつを』

　口々にきゅんきゅん鳴き始めた獅子の子らを両手いっぱいに抱かかえ上げ、女が部屋を出て行く。抱えきれなかった子たちも近くでひなたぼっこしていた獅子たちがくわえて行った。

　皆みなが行ってしまうとヴァルトが扉を閉め、床に膝を突き俯うつむいたままの楓の前に跪ひざまずく。

『さっきの会話を聞いていたな？』

　楓は俯いたままおどおどと視線をさまよわせる。

「ゴ、ゴメン、ナサイ……」

『なぜ謝る。謝罪しなければならないのは我々の方だ。怖こわい目に遭あわせて悪かった』

　いきなり上着の合わせ目に手が伸のばされ、左右に開かれる。無造作に晒さらされた楓の喉のど元もとには、昨日男に締しめ上げられた跡あとが痣あざになって残っていた。慌てて上着を元に戻もどそうとするも、ヴァルトに片手でいなされてしまう。

『痛かったろう』

　指が痣の上にそっと触ふれた刹せつ那な、何とも言えない甘やかな痺しびれが走り、楓は身を震ふるわせた。

「あ……キ……キニ、シナイ……。シカタ、ナイ、ヒトゾク、ヒドイコト、シタ……」

『おまえが負うべき咎とがではない。ここも昨夜ゆうべ傷つけられたのか？』

　手が取られ、痛々しい擦すり傷きずの残る二つ目の関節に唇くちびるが押しつけられる。

　やわらかな感かん触しよくに、かあっと頰に血が上った。

　爪に、それから掌に唇が押し当てられ、最後に中央の窪くぼみを舌でねっとりと舐なめ上げられて、楓は唇を嚙かむ。

　腰こし骨ぼねの辺りから登ってきた快感にも似た感覚に押し流されそうだ。膚がざわつき、細さい胞ぼうの一つ一つが目覚めて動き出そうとしているような気がした。

「あ……あの……、や、やめ、て……」

『俺の褥しとねに侍はべる気はないか？　カエデ』

　楓は伏ふせていた目を上げ、ヴァルトの顔を見上げた。

　ヴァルトもまたきつい目元を緩め楓を見下ろしていた。紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみの中に楓が映っている。

「な、ナゼ」

『人族への遺い恨こんは深い。俺の命令は絶対だが、おまえを人族の密みつ偵ていではないかと疑い、街への滞たい在ざいを許すべきではないと声こわ高だかに主張するのをやめない者もいる。昨夜のように直接おまえを傷つけ、言い聞かせようとする者もな。だが、おまえが俺のにおいを纏まとえば、彼らはこう思うだろう。おまえは俺に慰なぐさみ者にされた──十分な屈くつ辱じよくをジーリによって与あたえられていると』

「ナグサミ、モノ……？」

『もちろん、酷ひどいことなどするつもりはないぞ。おまえを守るためだからな』

　とろりと甘い毒酒を流し込まれているような気がした。守ってやるから俺と寝ねろだなんて、滅茶苦茶めちやくちやなことを言われているはずなのに、胸が高鳴る。

　僕が──ヴァルトのものに……？

　素す直なおに受け入れるのは躊躇ためらわれた。ヴァルトはこの街を率いる一番強い雄おすだ。独身で、養子はたくさんいるけれど、そんなことは問題にならないほど魅み力りよく的。たとえフリだけでもそんなことをしたと聞いたら、ヴァルトに惹ひかれている女性は何と思うだろう。子らは、ヴァルトを慕したう獅子たちは。

「い、イイ、デス……。カエデ、タメ、ムリ、シナイ」

　距きよ離りが更さらに近づき、吐息が膚はだをくすぐる。

『無理などしていない。本当の事を言うと、俺がそうしたいと望んでいるのだ』

「……？」

　その囁ささやきは夜を渡る風のように秘ひそやかに楓の耳に響ひびいた。

『おまえは、可愛かわいい』

　唇が唇の端はしに押し当てられる。

「ナニ……？」

『ふ……涙なみだ目めになって、顔を赤くして……そういうところが、そそる』　>>>♥

　くつくつと笑われるといたたまれなくて逃にげ出したくなったけれど、いつの間にか腰に回った手が離はなれるのを許さない。おろおろしていると、接せつ吻ぷんに続いて口元を舐められた。

「ひゃ……っ」

『蜂はち蜜みつ色の膚が何とも甘そうだし、華きや奢しやな骨格も、どきりとするほど細い腰にも手首にも血が騒ぐ。──そら』

　腰の後ろに回された手に力が籠こもる。引き寄せられたせいで下半身が密着してしまい──楓は眩暈めまいを起こしそうになった。

　硬かたいモノが当たってる。

『わかるか？　欲よく情じようしているのが。──心も軀からだもおまえを抱だきたくて熱くなっている。おまえもそうだろう？』

　思いがけない指し摘てきに、楓は涙で湿しめった睫まつ毛げを瞬しばたたかせた。

「──僕？」

　確かに体温は上がっている。心臓なんて動どう悸きが凄すごくて今にも弾はじけてしまいそう。でも、それはヴァルトが触さわるからだ。楓がヴァルトに特別な感情を抱いだいているからではない。

　──本当に？

　ふっと浮うかんだ疑問を、楓は踏ふみ潰つぶした。

　本当にだ。

　なぜなら、楓は知っている。皆が楓を見てくれるのは響がいないから。もし響がここにいたならば状じよう況きようはまるで違ちがったものになっていたことだろう。

　──いない者のことを考える必要などないのに、楓は響のことを考えずにはいられない。

　向けられる好意に増長してはいけない。本来、これらのものは響が得るべきものだった。響がいたならば、ヴァルトはきっと響を選んでいたに違いない……。

　──そんなの、いやだ。

『泣くな、カエデ。認められないならそれでもいい。俺に身を委ゆだねろ。おまえが俺のものになるならば、俺もおまえのものになってやる』

　甘かん美びな誘ゆう惑わくが、脳に直接染しみてくる。

　頷うなずけばヴァルトは楓のものになってくれる……？　ずっと楓だけを見て、楓だけに触れて──楓だけを特別な存在にしてくれる？

　誰だれより見み目め好よく思われる顔を見返し、ぐるぐる考えていると、ヴァルトが苦く笑しようした。

『厭いやなら抵てい抗こうしろ。──まあ、逃がしてはやれないが』

　少年めいた細い軀が持ち上げられ、寝ね床どこに転がされる。

　ヴァルトがつっかい棒を外し窓を閉じると、部屋の中は真っ暗になった。

　何も見えない中、足首まであるワンピースのような服がたくし上げられて脚あしのつけ根まで露あらわになる。そして、立てさせられた太ふと腿ももの内側にあたたかいものが押し当てられた。

　ヴァルトの唇だ。ヴァルトに接吻されているのだ。

　ざわりと膚が粟あわ立だった。これから何をされるのかが急に実感を伴ともなって押し寄せてきたのだ。

　本当にヴァルトは僕を抱く気なんだろうか。

　ヴァルトも楓も男だ。厭だと思って当然なのに、抵抗しようという気は起きなかった。それよりも。

「あ……あ……っ」

　──気持ちいい……。

　男の掌てのひらが脚の稜りよう線せんを這はっていく。それだけで、感じてしまう。

　だめ、なのに。こんなことを許してはいけないのに。

　数度、なめらかな感触を堪たん能のうするかのように往復した手が性器にかかると、楓は身を竦すくめた。

『大だい丈じよう夫ぶだ、大丈夫……』

　若わか茎くきを上下に扱しごかれる。

「や、やだ……っ、そんな……」

　己の恥ずかしい器官がヴァルトの手の中にある。下半身が蕩とろけてしまうような強きよう烈れつな快感も、己のモノがヴァルトの手の中ではしたなく形を変えつつあるという現実も信じられない。

『おまえはどこもかしこも小さくて、可愛いな』

　くつくつとヴァルトが笑う。

　耳を塞ふさぎたかったけれど、それすらもできず、楓は初めての快楽にのたうった。

　相手がヴァルトだからだろうか。自分でするのとは全然違う。気持ちよすぎてじっとしていられない。腰こしがもじもじと揺ゆれてしまう。

　ヴァルトには自分のこの狂きよう態たいが見えているのだろうか。

　恐おそる恐る目を上げると、すぐ上に二つの光が見えた。ヴァルトの目だ。

　見えているのだ。喘あえいでいる楓の顔も、硬くなりつつある性器も、臍へそまで剝むき出しになった下半身も──何もかも。

「ああ……っ」

　見られているのだと思ったらたとえようもない喜き悦えつが込み上げてきて、楓はか細い声を漏もらした。

　我が慢まんできずに放ってしまう。ヴァルトの手の中に。

　──ああ、噓うそ……っ。

　ヴァルトが見ている前で射精してしまったのが恥ずかしくて両手で顔を覆おおうと、服が胸の上までたくし上げられた。

　掌が軀の表面を這い回る。楓の軀に触ふれること自体が楽しいかのように。

『ふ……いいぞ、もっと可愛い顔を見せろ』

　左右の胸の先せん端たんが摘つままれる。やわらかな膨ふくらみがあるならともかく楓は男だ。そんなところを摘まんで何が楽しいのだろう。だが、そう思っていられたのは最初だけだった。

　いじられているうちに、やわらかかった粒つぶに芯しんが入ってくる。

　硬くなった尖とがりをこりこりと潰されると変な感じがした。

　──な、何か、やだ……。

　顔を見られるのは厭だけど、胸の先を弄いじるのを止やめてほしい。楓は意を決して顔を隠かくしていた手を外し、ヴァルトの手首を摑つかんで引き離そうとした。でも、ヴァルトは止めてくれるどころかきゅうっと粒を押し潰し──じいんと奇き妙みような感覚が腰まで響いた。

　苦しげに眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを震ふるわせた楓を見下ろし、ヴァルトが目を細める。

　目が慣れてきたのか、窓まど枠わくの僅わずかな隙すき間まから差し込む光でうっすらと室内が見て取れるようになっていた。

「はな……して……」

　頼たよりない声で懇こん願がんしてみるが、ヴァルトはやはり手を放してくれない。目を転じれば、男の腰に割り開かれた膝ひざが仄ほの白じろく目に映る。それから先刻達したばかりなのに、上を向いた性器が。

　僕、感じてるんだ……。

　恥ずかしい。でも、嬉うれしい。ヴァルトが僕を見ている。欲よくを湛たたえた目で、僕を。僕だけを。

　きゅうきゅうと凝しこりを抓つねり上げられ、楓は己の指に歯を立ててこらえようとした。

「あっ、あ……っ」

　甘あま酸ずっぱいものが胸に溢あふれ、腰が浮いてしまう。

『よし、よし』

　もはやヴァルトの手を剝はがそうとする気力すらなく喘ぐばかりの楓を、ヴァルトは満足そうに見下ろし──唇を奪うばった。

　深く、深く、貪むさぼられる。ケダモノのように。

　男の指先が楓の軀を隅すみ々ずみまで暴あばき立て、感じさせた。

「いやだ……っ、あ……！　ヴァルトっ」

『いいぞ。もっと声を上げろ。街の者たちに教えてやるんだ。おまえが今、何をされているのかを』

　楓は手の甲こうを口に押し当てた。

　そうだ、閉め切っているとはいえ、部屋の中と外とを隔へだてているのは戸板一枚のみ、細くではあるが光が入ってきているということは、そこから音が漏れるということだ。

　耳のいい獅し子したちには聞こえてしまうかもしれない。

　楓の声が。

『カエデ？　聞かせてやれと俺は言ったぞ？』

　口を塞いでしまったことが不満らしい。脅おどすような声に脅おびえ、這って逃にげようとした楓の尻しりをヴァルトが鷲わし摑づかみにする。左右に割り開かれ、開いてしまった蕾つぼみに何かが触れた。

「や……や……っ」

　熱く濡ぬれた柔やわらかなものだ。

　それはそこを優しく撫なでて濡らし、中へともぐりこんでこようとする。

「う、うそ……っ」

　軀からだをねじって背後を振ふり返り、楓は悲鳴をあげた。熱いやわらかなものは、ヴァルトの舌だった。

「やめて、汚きたない……っ、だめ、そんなこと……っ」

　もはや獅子たちの言葉で話す余よ裕ゆうなどなく、楓は日本語で叫さけび、逃のがれようともがく。

　でも、叫びのたうつ楓の中を、ヴァルトは思う存分味わい、固く結んだ蕾のようだったそこが綻ほころび始めると指で犯おかした。

〝夜の彼方かなた〟一の剛ごうの者であるヴァルトに貧弱な軀つきの楓が抗せるわけがない。

　最初のうち、楓は痛くて泣いた。でも、すぐにヴァルトの指は楓のいい場所を見つけ出し、執しつ拗ようにいたぶり始めた。

「いやだ……っ、いや……ああ……そんな、お願い、許して……あ」

　蜜みつが飛ぶ。

　達してしまった楓が四し肢しをわななかせると、ヴァルトはこめかみにくちづけを一つだけ落とし、猛たけった雄おすを指の代わりに押し込んだ。

　凄すさまじい衝しよう撃げきに、楓は毛皮を鷲摑みにし叫んだ。

　はあっ……、はあっ……っ。

　溢れた涙なみだがぽたぽたと毛皮の上に落ちる。二人の荒あらい息づかいが暗い部屋に響ひびき──ヴァルトが律動を開始した。

『カエデ……わかるか？　俺がおまえの中にいるのが』

「あ……あ……っ」

『最後まで抵てい抗こうしなかったな。……いい子だ』

　何を言っているのだろうと、楓は思った。いやだと言ったのに。声を出したくないと、態度で示していたのに。

　恐ろしい質量を持つ杭くいが楓の中を穿うがち、その存在を刻んでゆく。

　途と中ちゆうでヴァルトは一度雄を引き抜ぬくと、体勢を変えた。仰あお向むけに返された楓は涙に濡れ、よく見えなくなってしまった目を瞬しばたたかせた。

　目の前に、ヴァルトがいる。

　暗いけれど、目が合えばわかる。

　ヴァルトは楓を見ていた。

　守るためなんて口実で、いたぶり嘲ちよう弄ろうしているのではないかと疑っていた楓は軀の力を抜いた。ヴァルトは真しん剣けんな顔をしていた。いかなる噓もそこにはない。

　──恋こいに落ちる時ってこんな風なんだろうか。

　確信する。これでよかったのだと。自分たちはこうなる運命だったのだと。

　間ま違ちがいかもしれない。単なる気のせいかも。でも、この男と一いつ緒しよにいれば幸せになれるのは天地開かい闢びやく以来揺ゆるぎない真実のように思えた。馬ば鹿かみたいだと自分でも思うけれど、でもきっと、間違いない。　>>>♥
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　誰だれかに恋する自分とか、愛されている自分というものを、楓は今まで想像できずにいた。

　響がいたからだ。響はこれからもずっと傍そばにいるだろうし、響が傍にいる限り、誰も自分に目を向けてはくれないだろうと思っていた。

　でも本当は欲しくて欲しくてたまらなかった。自分だけを見てくれる誰かが。

　ふと気がつくと、楓は裸はだかのまま毛布にくるまって寝ねていた。

「あったかい……」

　そっと毛布の下を覗のぞいてみると何もない。楓は全ぜん裸らだった。

　このところありったけの衣類を毛布の上に積んでも寒いと思いつつ寝ていたのにこの毛布は膚はだ触ざわりが良くてぬくぬくで、気を抜くとまた眠ねむってしまいそうだ。

　──そういえば、ここのところ風邪かぜを引いてないな。向こうにいた時は夜中に寒くて目を覚ましたりしたらすぐダウンしてしまってたのに。

　うとうとしていると、声が聞こえた。

『野や暮ぼは言いたくないけど、あんな細っこい子を乱暴に扱あつかうのはどうかと思うね』

「リールー？」

　キューブの外にリールーが来ているようだ。リールーは怒おこっているようだった。

　──細っこい子って誰のことだろう。それに、乱暴に扱う……？

『おまえは人族を憎にくんでいると思っていたが』

　続いて聞こえてきたヴァルトの声に一発で目が覚め、楓は飛び起きた。

　細っこい子というのは自分のことらしい。リールーは昨日ヴァルトが楓に何をしたか知っているのだ！

　でも、どうしてリールーがヴァルトのことを怒っているのだろう。ヴァルトの言う通り、リールーは楓を嫌きらっているはずなのに……。

『人族は嫌いだけど！　あの子はまだ、あたしたちに悪いことしてないだろ。それに、うまい料理を教えてくれたし？　チルルのばあさんもおかげで元気になったからさ……』

　リールー……。

　目の奥が熱くなる。

　寝ね床どこから起き上がると、楓は床ゆかに落ちていたワンピースを被かぶろうとした。でも、あちこちが変な風に筋肉痛になっていて軀が思うように動かない。特に腰こしには力が入らないし蕾にまだ何か挟はさまっているような感覚が残っている。

　──もう少し手加減してくれてもよかったのに。

　何とか身なりを整えた楓は、寝ね癖ぐせを気にしつつ押し開けた扉とびらからまろび出た。

「あの……リールー、カエデ、ダイジョブ。ヴァルト……オコル、ナイ……」

　黒くろ獅し子しと対たい峙じしていたリールーの目が据すわった。銀の装身具がしゃらしゃら音を立てる胸むな元もとで腕うでを組み、今度は楓を睨ねめつける。

『また変な寝癖つけて……！　怒るな、だって？　はっ、それは失礼しました。そりゃそうだよね、あんた、ジーリが好きだったんだもんね？』

「……え？」

『よかったわねー。ジーリに可愛かわいがってもらえて。よく考えたら、あたしが心配することなんか一つもなかったわ』

　リールーはさっきより怒っているようだ。足あし下もとに寝そべっている黒獅子は苦く笑しようめいた表情を浮うかべ、楓の足首にしっぽを絡からめてくる。気に病やむことなどないと言いたいかのように。

　黒獅子の気き遣づかいは嬉うれしいが、楓にはリールーが何を言っているのかが理解できなかった。

「え、あの、別に僕はヴァルトのこと……スキ、トカ、ソンナコト、ハ」

　好きだと思ったのは昨日、それまでは普ふ通つうだった……と思うのだけれど、楓の言葉を聞いたリールーの語気はますます苛か烈れつになった。

『何を今いま更さら誤ご魔ま化かそうとしてるわけ？　見てたでしょ、ずっと。ジーリを。見ているこっちが胸焼けしそうな目で』

　何てことを言うのだろう！

「ウソ。ソンナコト……」

『なくないでしょ。ジーリも気づいていたんじゃないの？』

『まあ、な』

　黒獅子が足首に頭を擦すり寄せてくる。でも、それどころではない。

　──見ていた？　ヴァルトを？　そんなつもりなんて本当に全然……あれ？

　獅子たちと話をしながらしっぽで子らを遊ばせたり、カルガモの親子のように一群れの獅子の子たちを連れて街の中を闊かつ歩ぽする黒獅子の姿が脳のう裏りに浮かぶ。それから、ひなたぼっこをしつつ昼寝する黒獅子の姿も。

　記き憶おくの中を探さぐれば探るだけ盗とう撮さつしたかのような黒獅子の姿が後から後から出てくる。

「ええ……？　ナゼ……？」

　これじゃ、まるで……。

『まさか自覚してなかったの？　カエデって本当にトロいっていうか、抜けているってゆーか……。言っとくけど、炊すい事じ場ばに来ていたミャダやラーダたちは全員気づいてたからね』

「!!」

　皆みなが、楓はヴァルトに恋していると思っていたということだろうか。

　頭を抱かかえてしゃがみ込んでしまった楓を、リールーは鼻で笑う。

『あの甘い卵のお料理の作り方を皆が知りたがってるから、今日は早く炊事場に来なさいよ。いいわね』

　悠ゆう然ぜんと階段を下りて行く背の高い女の後ろ姿が見えなくなると、楓は隣となりに寝そべる獣けものをちろりと盗ぬすみ見た。黒獅子がごろんと寝返りを打ち、膝ひざに頭を乗せてくる。

『カエデはすぐ赤くなるな。そういうところも可愛いが』

「可愛いとか……男に向かって言う言葉じゃないと思います……」

　また寝過ごしてしまったらしい。太陽は頭上近く、燦さん々さんと降ってくる陽光があたたかい。膝の上で黒獅子はぐるぐると喉のどを鳴らしている。軀からだが大きいだけあって重いけれど払はらい落とすなどということは思いもよらず、楓は豊かな鬣たてがみを指で梳すく。

「あの……僕、あなたのことが以前から好きだったのかも」

『うん？』

「う……カエデ、ヴァルト、スキ……カモ……？」

　今さっき気がついた新事実を告げると、黒獅子が笑い出した。身を[image: 捩]よじりしっぽでばしばし地面を叩たたく大だい爆ばく笑しようぶりを見るに、ヴァルトはとっくに気がついていたらしい。

　うう、僕、鈍にぶいのかな……。

　はふ、と溜ため息いきをつくと、楓は空を見上げた。うららかな天候で、空は青い。でも、裂さけ目の端はしに黒雲が湧わきつつあった。
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　ヴァルトの作戦は、楓が思っていた以上の効果をあげたようだった。これまでは楓を見かけると威い圧あつしてきた獅子たちがおとなしくなったどころか同情的な視線を向けてくる。

　炊事場の女たちに至ってはもっと食べて太らないと子を産めないと毎日食べきれないほどの料理を椀わんに盛ってくれるようになった。──楓は男だから子など産めないのに。

　いささか趣しゆ味みが悪い女たちの悪ノリに閉口しつつも、楓は幸せを感じていた。

　ナグサミモノにされたはずなのに、楓は全然不幸じゃない。それどころか、居場所を見つけられたような感さえある。毎日、運ばれてくる食材のおいしい食べ方を女たちに教え、空いている時間にはここで生きるならば知っておくべき知識を教えてもらい、夜になると訪おとずれるヴァルトに抱だかれて。

　──でもここは、僕の世界じゃない。僕はいつか帰らなくてはならない。響もきっと待っている……。

　獅子の子たちも楓に心を開いてくれたようだった。

　そういう仲になってから出入りするようになったヴァルトの部屋には、いつも獅子の子たちが群れている。

　子らと一いつ緒しよに寝るのでヴァルトの部屋にある寝床はとても大きい。一度覗いてみたら、黒獅子を中心に獅子の子たちがどこがどうなっているのかわからないほど折り重なって寝ていて、バッテリーが切れていなければ携けい帯たいで激写したのにと臍ほぞを噬かむほどラブリーだった。

　ヴァルト一人ではもちろん面めん倒どうを見きれないので、有志──ほとんどが子の縁えん者じや──が交代で子こ守もりをしに来る。彼女たちも楓を仲間の一人として扱ってくれるようになった。

　さすがに行こう為いの間は遠ざけておくようにしていたのだが、一週間ほどで養い子たちも二人の関係を知ったらしい。ある日、楓がヴァルトの部屋を訪ねると、ちょこんとお座りしたイアに睨み上げられた黒獅子が困ったように後あと脚あしで首を搔かいていた。

『じーり、かえで、いじめた？』

『いや……』

　楓は話の邪じや魔まをしないよう、静かに扉を閉め、壁かべ際ぎわのベンチに腰を掛かける。

『ちがうよ、こーびしてたんだよ。じーりはかえでをつがいのあいてにえらんだんだよねっ』

　傍そばで遊んでいた年かさの子が得意げにませたことを言い出し、楓の頰ほおに熱が上った。

『……こら、誰だれに教わった、そんな言葉』

　黒くろ獅し子しが前まえ肢あしで窘たしなめるように年かさの子に触ふれると、小さな軀がころんと転がる。興奮した獅子の子たちには黒獅子の言葉など耳に入らない。

『じゃあじゃあっ、じーりのつがいってことは、かえでがぼくたちのらーだになるの？』

　らーだというのはお母さんのことだろうか。男だから無理だと言いたかったけれど、嬉しそうにはしゃぐ子らを見ていると、口を挟み難がたい。──慕したってくれるのは嬉しいし。

『らーだ!?　ほんとう？』

『じゃあ、かえでのねどこもここじゃないと、へんだよねえ？』

『……カエデは今日、隣の部屋に移ってくるが、勝手に部屋に入ったりしては駄だ目めだぞ』

　わあ、と歓かん声せいを上げかけた獅子の子たちが顔を見合わせた。

『どうして？』

『ぼくたちのらーだになるんでしょ？』

『カエデの部屋に入るのはつがいとなった俺の特権だ。もし言いつけを破ったら、卵の順番を十回飛ばす』

『えー！』

　卵料理に夢中の獅子の子たちからブーイングが湧き上がる。年かさの子たちが黒獅子の軀によじ登り始めた。

『じーり、おーぼー！』

『ぼくもらーだといっしょにねたいなあ』

『駄目だ』

　のっそりと黒獅子が立ち上がり、子らが振り落とされる。きりなく絡んでくる獅子の子たちに閉口して逃にげ出すのかと思ったが、前肢で押し開いた扉とびらの外には隻せき眼がんの獅子がいた。

『ムガーリか。どうした』

『狩かりから戻もどった連中から報告が』

　声が潜ひそめられ、何を話しているのかまでは聞こえてこない。だが、膚はだがひりつくような雰ふん囲い気きに、何かよくないことが起こっているのではないかという気がした。

　──また人族絡がらみじゃないよね？

『かえで、だっこ』

　足あし下もとにやってきたイアが可愛かわいらしく首を傾かたむけ、だっこをねだる。何が起こっていようとこの子たちに不安を悟さとられては駄目だ。

　楓はぎこちない微笑ほほえみを浮うかべ、獅子の子を抱き上げた。
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　新しくもらった部屋は広さこそ前と変わらなかったが、寝ね床どこがいいものに変わっていた。敷しき詰つめられた毛皮の質がいいらしく、その膚はだ触ざわりは官能的ですらある。上がけも、軽いのに冷たい夜気を通さない。

　ヴァルトが忍しのんでくる時刻はまちまちだったが、来る時は必ず黒獅子の姿をしていた。低い寝床に前肢をかけ音もなく上がってくる黒獅子は軀が大きいせいもあり、なかなかの迫はく力りよくだ。

　組み敷かれて首筋をねっとりと舐なめ上げられると、捕ほ食しよくされる獲え物ものの気分を味わえる。撫なでてくれとばかりに頭をぐりぐり押しつけられれば、ご主人様大好きな大型犬に懐なつかれた気分も。

「ふふ」

　何て幸せなんだろう。

　ヴァルトと過ごす一いつ瞬しゆん一瞬を楓は嚙み締しめる。永遠に忘れずにいられるように。

　寝床をぐしゃぐしゃにしながら戯たわむれて、気分が高まってくると黒獅子は人へと姿を変えた。野性的な美しさを持つ男の姿へ。

『カエデ……』

　黒獅子であるヴァルトも最高に綺き麗れいだと思うけれど、人の姿をした時のヴァルトときたら正視するのが難しいほどかっこいい。厳いかつい手の動きは見た目からは想像できないほど繊せん細さいで、楓は内側からも外側からもとろとろにされてしまう。

　ヴァルトの指先が体表を滑すべるたびにじいんと軀からだの芯しんまで幸せが染しみ入る気がするし、ヴァルトの長大なモノを胎はらの奥まで吞のみ込まされ放たれれば自分も孕はらめればいいのになんて血迷ったことを考えてしまう。

　熱が冷めると、己おのれはどれだけこの男に傾けい倒とうしているのだろうとおかしくなってしまうけれど。

『可愛いな、カエデは。もう泣いているのか？』

　感じやすい場所に執しつ拗ように指を這はわされると、すぐ目が潤うるんでしまうのが恥はずかしい。

「ミナ……デ……」

『ふふ、あまり心にもないことを言うものではない。カエデは俺に見られるのが好きなのだろう？』

　凶きよう悪あくなほど太い杭くいを打ち込まれたままくすくす嗤わらわれ、楓は軀を強こわ張ばらせた。

　その通り、ヴァルトに見られるのは好きだ。食い入るような視線ならもっといい。自分はちゃんとここにいるのだと実感できる。……すごく恥ずかしいけれど。

　後ろから楓を抱かかえ込むようにしてぴったりと軀を密着させていた男が、ずるりと雄おすを抜ぬき出す。

「あ……」

　思わず物欲しげな声を漏もらして背後を振ふり返ると、男は余よ裕ゆうたっぷりに微笑み楓の軀を返した。

『大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと可愛がってやる……』

　仰あお向むけになった軀を折りたたむようにして、再び挿そう入にゆうされる。すごく大きなモノが肉を搔き分け胎の奥おく底そこまでもぐりこんでくる感覚が〝男なのに男に軀の内側まで自由にさせている〟という現実を突つきつけてくるようで、楓は思わず震ふるえてしまう。

　この行為は、自然じゃないかもしれないけど、でも。

『何回見ても驚きよう嘆たんするな。こんなに小さくて可愛い桃もも色いろの蕾つぼみがこんなに開いて俺のを吞み込むとは』

　のしかかる男の視線が繫つながっている場所に注がれているのに気づいた楓は大きく胸を喘あえがせた。

　──見られてる。

　急速に高まってゆく官能に、上うわ擦ずった声が漏れる。

「や……。見な……で……っ」

　ヴァルトの指先がふっくらと張り詰めた双そう珠じゆをいじり、期待に反り返っているモノの裏側をなぞり上げた。

『おまえはここも小さくて可愛いな。可愛いが、いやらしい。俺に見られてこんなに興奮して、張り詰めて、蜜みつで茂しげみまでてらてらと濡ぬらして……』

　指の腹が、ゆっくりと割れ目をなぞる。

　楓は思わず脚あしで男の腰こしを締めつけた。込み上げてくる射精感にどうやったら抗あらがえるのかわからない。

「いや……いやだ……」

『……っ、は、いい締しめつけだ……。見たか？　今、蜜が腹へと滴したたったぞ』

　腰に響ひびくような甘い声が耳の中へと流し込まれる。

『全部見ていてやるから乱れろ。声を限りに叫さけべ。皆みなに知らせろ。おまえは俺に屈くつ従じゆうしているのだと』

　────あ。

　桃色の靄もやに占せん領りようされた頭の中、何かが閃ひらめく。でも、見つけた考えを捉とらえるより先にヴァルトが腰を動かし始めて。

「あ……ああ……っ、も、許して……」

　──視線の向いている先を見れば誰だれが誰を好きかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜん……。

　敷き詰められている毛皮を搔かき毟むしり悦えつ楽らくに悶もだえるさまを舐めるように見られてしまい、楓はぽろぽろと涙なみだをこぼした。

　恥ずかしいけれどそれは、悦よろこびだった。

　見ないでと懇こん願がんしつつも、永遠に見ていて欲しいと願ってしまう。ずっと僕を、僕だけを好きでいて……。好きでいてくれるなら、どんなことだってしていいから。

『ふふ、とろんとした顔をして……。いやらしいな。ここがひくひくしているぞ』

　ぐんっと奥を突かれ、楓は全身をわななかせた。

「あっ、ああ────っ」

　悲鳴めいた声が喉のどから迸ほとばしる。

　つんと尖とがった胸を反らし悶える楓に目を細め、ヴァルトは切っ先でぐりぐりと楓の奥を虐いじめた。

「そこは厭いやだ。そこは、ダメ……っ」

　譫うわ言ごとのように呟つぶやき、胸を押してもやめてくれない。それどころかにっと笑えみを向けられ、楓は震え上がる。

『では、可愛がってやらねばな』

「ヴァルト……っ」

　喉がかすかすになるほど嬌きよう声せいを上げさせられ、何度も何度も極きわめて。

　行こう為いが終わった時には午後も半ばになっていた。部屋の空気を入れ替かえるために開いた窓辺にもう陽光は届かない。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいし、ぐったりと寝床に横たわっていると、一いつ旦たん黒くろ獅し子しになって外に出て行ったヴァルトが水みず桶おけをくわえてきて、また人型になり軀を拭ふいてくれた。先刻まで意地悪く楓を追いつめていたのが噓うそのように優やさしい手つきに、楓は確信する。

「ヴァルト……キョウノ、イジワル。モリニ、ヒトゾクフエタ、セイ？」

　思い切って聞いてみると、ヴァルトの手が止まった。黒い豊かな髪かみを搔き上げたヴァルトの顔に浮かぶ陰かげが、楓の疑問を肯こう定ていする。

『誰に聞いた』

「ミンナ。それで僕が手引きしてるんじゃないかって……ええと、カエデ、ウタガワレテル……？」

　一人で行動すると、心ないことを言ったりしたりする獅子が現れるかもしれないと警告されて、正直少し怖こわくなった。前よりは仲良くなれた気がしていたけれど、まだ話したことすらない獅子はたくさんいる。彼らにとってはまだ楓は、信用するに足る存在ではないのだ。

『……そんなことまで聞いたのか……』

　溜ため息いきをつくと、ヴァルトは使い終わった布を水桶の中に落とし、黒獅子の姿へと戻った。寝ね床どこに上がってきて、楓の横に横たわる。

「ヒトゾク……ナゼ、クル？　モクテキ、コ、サラウ？」

　だが、子を攫さらって、どうするというのだろう。

　ヴァルトは溜息をついた。

『子を攫うのは我われらに言うことを聞かせるためだ。──奴やつらは我らの銀鉱の在り処かを知りたがっている。今はそれだけではないがな』

「銀……？」

　そういえば人の姿を取った時の獅子たちは銀の装身具をふんだんに身につける。しゃらしゃらと鳴る首くび飾かざりに腕うで輪わ、髪を伸のばした女たちは髪留めも。

『人族は銀を魔ま術じゆつの媒ばい体たいとして使うのだが、俺たちの銀はとりわけ術をよく通すらしい』

　楓は思わず身を起こした。やはりこの世界には魔法が存在するらしい。

『かつて我らがご先祖さまはそんなことなど露つゆ知しらず求められるままに銀を売り、ここに素す晴ばらしい財貨があることを知らしめてしまった。その結果、多くの同どう胞ほうが強ごう欲よくな人族の餌え食じきとなった。何の罪科もないのに襲おそわれて身ぐるみ剝はがされ、挙げ句の果てに奴ど隷れいとされたものも多くいたと聞く。──鉱脈の場所を知るのは、ジーリと祭さい祀しを行う術師のみ、彼らは何も知らなかったというのに』

「──ハナシアウ、ダメ？」

『交こう渉しようを試みたジーリは同行した側近共々皆みな殺ごろしにされ、身につけていたものを略りやく奪だつされたそうだ。人族にとって我らはケダモノ、筋を通す必要もないらしい』

「──じゃあ、僕はケダモノと交わっているというわけだ」

　楓は横たわる黒獅子の鬣たてがみに顔を埋うずめた。

　ケダモノでいい。楓から見れば獣けもの人びとより人族の方がずっと野や蛮ばんだ。

「僕はもうヴァルトのものだから、もし人族が獣人を傷つけようとするならば──カエデ、イッショ、タタカウ。ヒトゾクト」

『戦う？　こんな小さな手をしていておまえに戦うことなどできるのか……？』

　掌てのひらに鼻先を押しつけられ、楓はくるりと寝返りを打つようにして寝床から抜け出した。立てかけてあった弓を弓ゆ袋ぶくろから取り出す。袋から出すのは久しぶりだったけれど、特に傷いたんでいる様子はない。

「カエデ、モトノセカイ、えーと、コレ、ツカッテタ」

『ほう、元の世界だと？』

「あ……っ。僕……カエデ、ウマレタセカイ、ココデナイ。ナマエ、ニホン」

　いつか言うつもりではあったけれども、口を滑らせてしまったことに楓は動どう揺ようした。

『にほん？』

　ゆったりと聞き返す黒獅子は落ち着いていて、驚おどろいた様子さえ見せない。

「そうです。突然足あし下もとが光ったと思ったら、軀からだが沈しずんで、気がついたら森の中にいて、びっくりして……あの、ヴァルト、シッテル？　カエル、ホウホウ」

　質問したのは自分の方なのに、きゅうっと胸が苦しくなった。

　たしん、たしん、と寝床を叩いていたしっぽの動きが止まる。

『帰りたいのか？　カエデは。その、元の世界とやらに』

　問い返され、楓は口くち籠ごもった。

「え……？」

　だって、楓が本来属していたのはあちらの世界だ。帰るのが正しいのだと無条件に思っていた。でもそれは、ヴァルトや獅子の子たちと別れるってことで、もう二度とプリンを振ふる舞まって感激されることも、獅子たちの艶つややかな毛並みをもふることもできないってことで……。

　──僕はあそこに帰りたいのだろうか。

　ふっと響の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。響はいつも楓と一いつ緒しよにいたがった。響はきっと待っている。楓が帰ってくるのを。

　ざわりと膚が粟あわ立だった。響は双ふた子ごの兄なのに。綺き麗れいで誰からも愛されるような人なのに。どうしてこんなに厭な気分になるんだろう──。

　黒獅子が優しく楓の軀に鼻先を押しつける。

『ああ、悪かったな変なことを聞いて。帰り方についてだが、俺は知らない。獣人は魔力が極きよく端たんに少ない種族で、魔術を使えないからな。人族なら知っているかもしれないが……俺はおまえに帰らないで欲しいと思っている』

　急に胸むな苦ぐるしいような気分に襲われ、楓は喉を鳴らした。

「ど、ドウシテ」

　黒獅子が眠ねむたげに瞬またたく。

『どうしてだと思う……？』

　僕をナグサミモノにできなくなってしまうから？　僕の料理が気に入ったから？　……僕のことが好きだから？

　どれでもいい。

　どれだとしてもこの人が、向こうでは誰も顧かえりみなかった楓に特別な価値を見み出いだし、引き留めたいと思ってくれているということだから。

『それで、弓を引けるんだったか。随ずい分ぶんな長物を携たずさえていると思っていたが、それが弓だったのだな？』

「まあ、あまり上手ではなかったんだけど。……動かない的しか射たことがないし……」

　精神集中しやすい弓きゆう道どう場じようで誰だれにも邪じや魔まされず、動くこともこちらを襲ってくることもない巻き藁わらや的だけを狙ねらって稽けい古こしてきた弓術がどれだけ実戦で役に立つのだろう。そう気がついてしまった楓の声が段々と小さくなる。

　俯うつむいてしまった楓の肩かたに黒獅子が前まえ肢あしをかけてのしかかってきた。

『面おも白しろい形の弓だな。矢はあるのか？』

　和弓は持つ位置が大分下に偏かたよっている。こういう形状は元の世界でも珍めずらしいと聞いていたが、こちらでも珍ちん奇きな代しろ物ものに見えるらしい。

「……それが、持ってなくて……ナイ、デス」

『弓を引くところが見たい。何本か持ってこさせるから試ためしてみろ。日にち没ぼつまでまだ時間がある』

　明るいうちから爛ただれた声を辺りに撒まき散らしていたことに気がついた楓は顔を赤らめたが、黒獅子は頓とん着ちやくしない。悠ゆう然ぜんと外へ出て行ってしまう。

　矢を手配しにいったのなら、きっとすぐに戻ってくる。日没までまだ時間があるとはいえ、そう長い時間があるわけではない。

　楓は急いでいつものワンピースのような服を着ると、上着に袖そでを通した。前をきっちり合わせて帯で留める。もしヴァルトが印を残していても、見えないように。

　いつもは弓道場の壁かべに設置されている弓張り板を使うのだが、ここには弓の上じよう端たん──末うら弭はずを引っかける場所がない。弦つるを張るのに四苦八苦していると、戻もどってきたヴァルトが人型になってひょいと弓をたわませてくれた。恐おそろしい膂りよ力りよくである。

　準備の整った弓と弽ゆがけなどの入った鞄かばん、それから新たに持ってきた矢や筒づつを魔法の袋──獅し子したちは〝底なし〟と呼んでいる──に入れさせると、黒獅子は背に跨またがれと楓に命じた。

　まるで成人男性一人分の重さなど感じていないかのような身軽さで走り出し、洞どう窟くつの中へと躍おどり入る。

　いったいどれだけ枝道があるのだろう。人族の街まで遠えん征せいした時ほどでないが〝空の掌〟へ行った時よりは長い時間走り見えてきた出口の外には見たことのない風景が広がっていた。

　〝空の掌〟の麓ふもとあたりだろうか。背後は切り立った崖がけだが、前方の緩ゆるやかな斜しや面めんは緑で埋まっている。崖に面しているせいか洞窟の入り口付近は木々がまばらで、夕日に染まった森が見下ろせた。

『ここなら誰も来ない。そうだな──あの一ひと際きわ高い木の幹を射てみろ』

　楓は黒獅子の背から降りると魔法の袋から必要なものを取り出した。右手に下がけをつけてから弽ゆがけを被かぶせて手早く紐ひもを結ぶ。

　矢筒の中身を空けて矢を選び出し、弓を手に取り。

　立ち上がった楓はまず大きく深呼吸して気持ちを落ち着けた。いつも稽古をしている弓道場とはまるで環かん境きようが違ちがうけれど、平常心平常心。

　一つ一つの動作をできるだけ丁てい寧ねいになぞってゆき、弓を引き絞しぼる。

　小気味よい音を立て放たれた矢はまっしぐらに飛び──的の木にはかすりもせずにどこかへ飛び去った。

『……』

　黒獅子の沈ちん黙もくが痛い。楓は頭を抱かかえてしゃがみ込みたくなった。

　原因はわかっている。足場が悪かった上、かっこいいところを見せたくて気持ちが浮うわついていた。

　──響ならきっと外さなかったやっぱり僕は駄だ目めだここに来たのが僕ではなく響ならヴァルトはきっと──。

『カエデ、次はあれを射ろ。枝の間に黒い獣がいるだろう？』

　鬱うつ々うつとした思考に沈もうとしていた楓を黒獅子の声が引き戻す。

「クロイケモノ……？」

『そうだ。あれは悪わる賢がしこく我われらの手には負えない害がい獣じゆうでな。どれだけ用心してもいつの間にか〝夜の彼方かなた〟に入り込みワキーナを殺してゆく。すばしこいが、ここからなら気づかれまい』

　気づかれるか否いなかの問題の前に、楓の射る矢が的に当たるかという問題があるのだが……楓は新たな矢を選び出すと、弓につがえた。

　今のやりとりの合間にも周囲はどんどん暗さを増し、ついさっきまで赤みを帯びていた森は闇やみに沈みつつあった。黒獅子にはまだ見えているのかも知れないが、楓には的である害獣がもはや黒い染しみのようにしか見えない。

　呼吸を整え、今度こそと集中する。急ぐ必要は何もない。時間をかけて雑念を殺し、無心で的を見み据すえる。

　──あれは、ワキーナを殺す害獣。あれを、狩かる。狩る。狩る──。

　心が澄すみ渡わたってゆくのを感じた。力が漲みなぎり、視界の端はしにちらちらと青い光が──。

　光？

　的よりはるか向こう、森の中にぽつりと炎ほのおが生じた。一いつ瞬しゆん、己おのれの心が生み出した幻まぼろしかと思ったが、光はみるみるうちに増えてゆく。最終的に崖と平行に歪いびつな一列に並んだ光は相当な数となった。

　何だろう、あれは。

　目を凝こらしていると、ぐるぐるという恐ろしい唸うなり声が聞こえてくる。振り返ると黒獅子が頭を低くし、光の群れに向かって牙きばを剝むいていた。

「ヴァルト？　ナニ、アレ──」

　楓に答えるヴァルトの声は、憎にくしみに満ちていた。

『あれは、人族の持つ松明たいまつの光だ。──戻るぞ、カエデ』

「はいヤツク」

　毟むしるように弽ゆがけを外すと、楓は地面に広げていたものを手当たり次し第だいに魔法の袋ふくろの中へ放り込んだ。弦を張ったままの弓も、端を魔法の袋に差し込めば無む抵てい抗こうに吞のみ込まれる。弦は後で外せばいい。

　支し度たくを終えた楓を黒獅子がまた背に乗せ、走りだす。耳元で風が鳴るほどの速さで洞窟の中を駆かけ抜ぬけると、〝夜の彼方〟は騒そう然ぜんとしていた。

　いつも入り口近くでだらだらしている獅子が、素す早ばやく駆け寄ってくる。

『ジーリ、人族の来らい襲しゆうです。今までとは数が違うと、主立った方々が既すでに広場に集まっておられます』

『わかった。ご苦労』

　初めてこの街に来た時にヴァルトが演説した広場に、多くの獅子が集まっているのが見えた。ヴァルトの帰き還かんに気づいたのだろう。早くも数匹ひきがこちらを見ている。気のせいだろうか、いつもより目つきが鋭するどい。

　──ううん、きっと気のせいなんかじゃない。人族の僕がいるからだ。

『カエデは先に部屋に戻れ。子らを頼たのむ』

「はい」

『わかっていると思うが、こんな事態だ。皆みな、神経質になっている。おまえには一時的にこの街を出てもらうことになるかもしれない』

　楓かえでは足あし下もとに立つ黒獅子を見下ろした。

　頭では理解できる。獅子たちは人族である楓を警けい戒かいしている。でも、この街を出て行く、なんて。

「厭いやです。僕もここにいます。イッショ、タタカウ──」

『あの弓の腕うででか？』

　楓は唇くちびるを引き結ぶ。確かに、楓の弓の腕は酷ひどいものだった。でも、射たのはたった一度だけ、何回か試させてもらえたなら、もう少しいいところを見せられたのだ。──多分。

『戦いの前に不安の種を残しておきたくない。聞きわけろ。ああ、それから過か敏びんになっている連中を刺し激げきしそうな行動は慎つつしめ。食事作りも今日はしなくていい』

　──それって毒を盛るんじゃないかって疑われるってこと？

　楓が背から降りると、黒獅子は振り返りもせず走って行ってしまった。楓は打ちのめされた気分で、子らが待っているはずの部屋を目指し階段を上っていった。思った通り子らは、いつもとは違う街の空気を敏びん感かんに感じ取って興奮していた。体当たりするように飛びついてきたイアをとっさに抱だき止め、楓は敷しき物ものの上に膝ひざを突つく。

『かえで、ひとぞくがせめてくるってほんとう？』

　ちらりと目を遣やると、今日の子こ守もり役の女性は目を逸そらした。昨日までは普ふ通つうに話をしてくれたのに。

　──〝夜の彼方〟は今、危機的状じよう況きようにある。僕は彼女にとっては敵の同族。これくらい仕方がない。

　わらわらと群がってきた獅子の子らを楓はまとめて抱き締しめる。

　森で蠢うごめいていた光の数は多く、統とう率そつの取れた配置が不気味だった。〝夜の彼方〟に至る洞どう窟くつを彼らが踏とう破はできるとは思えないけれど、落ち着かない。

　部屋から見下ろしていると、時折獅し子しが洞窟から出てきて、ヴァルトに何か報告しているのが見える。だが、どんな状じよう況きようになっているのかという情報が子供部屋にもたらされることはない。

　不安と焦しよう燥そうでじっとしていられず、ヴァルトに釘くぎを刺さされたにも拘かかわらず楓は獅子の子たちにクレープを焼いてやった。クリームはないけれど、サイコロ状に切った焼き林りん檎ごや焼き芋いもを包んでやると子らは大喜びでたくさん食べた。

　夜は子らに添そい寝ねした。

　だからヴァルトからの使いが迎むかえに来た時、楓は大きな寝ね床どこの中で獅子の子塗まみれになって眠ねむっていた。

『カエデ、カエデ──起きろ』

　肩かたを乱暴に揺ゆさぶられて目を覚ますと獅子の大きな頭が目の前にあって、楓はびくっとしてしまう。

『ジーリがお呼びだ。広場に行く』

「あ──待って、誰だれかに子守を引き継つがないと。ツギノ、コモリ」

『いいから来い』

　服がくわえられ、獅子の子たちの間から引っ張り出される。密集して寝ている子らにぶつかってしまったけれど、熟じゆく睡すいしているのだろう。むにゃむにゃ言っただけで目を覚まさない。

　外に出ると、待っていた隻せき眼がんの獅子が入れ替かわりに部屋の中に入っていったのでほっとした。ムガーリは獅子の子たちに懐なつかれていた。彼がいてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　階段の上からでも広場に多くの獅子が集まっているのが見えた。いつも炊すい事じ場ばで一いつ緒しよに料理をしている女たちの姿もある。獣たちの間に、人の姿で銀の装身具をきらきらさせ座っている女たちは華はなやかでとても目立っていた。

　ぴょこんと髪かみを跳はねさせた楓が広場に踏ふみ入るのを待ちきれなかったらしい。獅子の一いつ匹ぴきが立ち上がる。

『ジーリ！　その人族の処しよ刑けいを提議する！　そやつが来てからだ、森が獣けもの人びと狩がりだらけになったのは。あの人族たちはそやつが呼び寄せたに違いない！』

『そうだそうだ！』

　叩たたきつけられた敵意に脚あしが竦すくんだ。獅子たちは大きく、その気になれば楓など一嚙かみであの世に送れる。ぐるぐるがるがると唸られ、楓の鼓こ動どうは自然と速くなった。

　一段高い岩いわ棚だなに横たわるヴァルトを見つめるも黙だまっているだけ。庇かばってくれる様子はない。

『……』

『その玩具おもちやを気に入っておられるのかもしれませんが、ミャダなら他ほかにいくらでもいます。今度はジーリを慕したう者から選べばいい。尻しりが大きくて、何人だって子供を産めそうなミャダを』

『おお、そうだ。ジーリの血を引く子はきっと素す晴ばらしく強く、賢かしこいことであろう』

　楓はきつく唇を嚙む。

　ずっとこの街にいたいと思っていた。でも、そんなのは叶かなわぬ夢で、自分がいなくなれば、ヴァルトはこの獅子たちの言う通り新たに別の、今度は子を産める女性を褥しとねに侍はべらせるのだろうか。

　そんなのは──厭だ。

　楓は両手を腹の前で握にぎり合わせ、声を張り上げた。

「ぼ……僕はヴァルトをお慕い申し上げております！　森に押しかけてきている人族とは縁えんもゆかりもありませんし、手引きなんてしてません。許されるなら〝夜の彼方かなた〟のために戦いたいとも思っています。どうか──ええと、カエデ、イッショ、タタカウ！」

『黙れ黙れ！　人族の言うことなど信用できるか！』

『ジーリ、これ以上の災さい厄やくを退けるためにも、この者をここに置いておくべきではありません。ご決断を』

　野や次じが楓の声を搔かき消す。

　黒獅子がついにのっそり立ち上がった。

『人族とはいえミャダを殺すのは忍しのびない。カエデは追放処分とする』

　重々しく告げられた処断に、目の前が真っ暗になる。

　様々な元の世界の料理を教える楓を〝役に立つ〟と評していたはずの女たちも見ているだけで味方してくれることはなかった。──受け入れてくれたのだと思っていたが、どうやら楓の勘かん違ちがいだったらしい。

　何も変わってなどいなかった。楓は誰にとってもどうでもいい存在のまま。だから何かあれば真っ先に切り捨てられる。それだけのこと。

　岩棚から降りてきた黒獅子が楓の前に立つ。

『楽しませてもらったのだ、飢うえ死にしない程度の餞せん別べつくらいやらねばな。ムガーリ！』

『は』

　人族の都市に帰されそうになった時と同じだった。進み出た隻眼の獅子がくわえていた魔法の袋を差し出す。楓は袋のストラップをのろのろと肩にかけ、岩の裂さけ目に収まる街を目に焼きつけた。

　この美しい景色を、二度と見られることはない気がした。

『こっちだ』

　ムガーリに先導され、洞どう窟くつへと向かう。ぽっかりと開口した闇やみの前に立つと背に乗るよう促うながされ、楓はムガーリに跨またがった。

　洞窟の中は静かだった。早足に歩くムガーリはほとんど足音を立てない。

『カエデ』

「……ナニ？」

『外に出たら、北へ進め。山向こうに、人族の魔ま術じゆつ師しが住んでいる』

　魔術師。元の世界に戻もどる方法を知っているかもしれない存在だが、嬉うれしいとは思えなかった。

『ジーリを悪く思うなよ。あの方には獣人を率いる責任がある』

「……わかってるヤツク……」

　ちゃんと理解している。ヴァルトは〝夜の彼方〟を率いる立場にあり、獅子たちの命を守ることを最優先で考えねばならない。

　ジーリの命令は絶対だけれど、いくら〝楓は無害だ〟と主張したところで、獅子たちの心までは変えられない。楓がこのまま〝夜の彼方〟にいれば、揉もめ事が増えるであろうと判断したのだろう。楓を〝ナグサミモノ〟にすると決めた時のように。

　これがヴァルトが考えた最善策なら、楓は従うべきなのだ。

　鬱うつ々うつとしているうちに墨すみを流したような闇が徐じよ々じよに薄うすくなり、ものの形が見て取れるようになってきた。出口が近づいたのだ。

　獅子がようやく一匹通れるほどの大きさしかない穴の傍までくると、楓は地面に降ろされた。

『魔術師の家までおよそ半日。時間に余よ裕ゆうはあるが、陽ひが落ちたら森は危険だ。寄り道はせずまっすぐに向かえ。それからその〝底なし〟には食料の他にも、ジーリが命より大事にしているものが入っている。間違いなく魔術師に届けてくれ』

「……わかった……」

『では、行け。こっちに人族はいないと思うが十分用心しろ。……それにしても今日も可愛かわいい頭をしているなおまえは』

　最後にムガーリは寝ね癖ぐせのついた楓の頭を乱暴に撫なでつけた。

　随ずい分ぶんと長い距きよ離りを移動してきたらしく、石がごろごろしていて足場の悪い中を登って外に出ると、また知らない景色が広がっていた。

　振ふり返ると、積み重なった岩の隙すき間まのような入り口の奥にお座りして楓を見送るムガーリの姿がぼんやりと見えた。小さく一礼してから楓は北に向かって歩きだす。

　山向こうというあやふやな説明しかなかったけれど、辿たどり着けるのだろうか。

　それに、ヴァルトが命より大事にしているものとは何だろう。

　あれこれと考えながら歩いていると、魔法の袋ふくろが変な風に揺れたような気がした。

「んん？」

　じっと息を詰つめて様子を窺うかがっているとまた動く。間違いない。袋の中に何かいる。

　ネズミでも紛まぎれ込んだのだろうか？

　〝夜の彼方〟でネズミなど見たことなかったけれど他に思いつかず、楓は魔法の袋の口を開けた。恐おそる恐る手を突っ込むと、あたたかくてもふもふしたものに触ふれたので引っ張り出してみる。

『ぷはあ──』

　ずるんと出てきたのはイアだった。首の後ろを楓に摑つかまれたまま、大きな欠伸あくびをする。

「イア!?　ナゼ、フクロ、ナカ」

　つぶらな瞳ひとみがきょろんと動き、楓を映した。

『いあだけじゃないよ？　みんないる。むがーりにぎゅーぎゅーつめこまれたの。ひどいよねえ？　やまむこうのまじゅつしのところでだしてもらえるから、そとにでちゃだめーってゆわれたけど、かえで、ひとりじゃさみしいでしょ？』

　親を失った獅し子しの子たち。これがジーリが命より大事にしているもの……！

「……ホントハ、イア、ソトデタカッタダケ、チガウ？」

　むふんと笑ったイアに頰ほお摺ずりされて、楓は獅子の子を地面に下ろした。しゃがみ込んで視線を合わせる。

「イア、ワカル？　マジュツシイル、ヤマ」

　小さな前まえ肢あしが前方を指さした。

『あれ。しろくて、さきがぴんってとがってるの』

　イアの言う山は随分遠く、霞かすんでいた。あんなところまで陽があるうちに辿り着けるのだろうか。

「もしかして、半日って言うのは、獅子の足での計算だったんじゃ……！　急ぐよ、イア。ハシレル？」

『うんっ』

　元気よくぴょこぴょことイアが走りだす。イアより楓の方が背が高く、走りやすそうなルートがよく見える。先導しようと先に立った時だった。背後でイアが叫さけんだ。

『まって、かえで。おいてかないで』

「ええ？」

　振り返ると、そんなに速く走ったつもりはなかったのに、イアは随分後ろの方にいた。

　気が急せいて──知らず知らずのうちにペースが上がってしまったのだろうか？

　変だなと思いつつも楓は戻ってイアを抱き上げると、魔法の袋を背中ではなく胸側に持ち直した。魔法の袋と軀からだの間にイアを挟はさみ、片かた腕うでで落ちないように押さえる。

「これで、大だい丈じよう夫ぶ、だよね。行くよ」

　先は長い。バテないようスローペースで走る。目指していた白い山の麓ふもとについたところで一いつ旦たん休きゆう憩けいしようと足を止めると、イアはすっかり伸のびてしまっていた。

「イア？　ゴメンネ。ユレタ？」

　舌を出したまま喘あえいでいるイアのしっぽがぱしんと楓を叩たたく。

『かえで、あし、はやすぎ……。じーりとおっかけっこしても、かえで、かつかも』

「そんなに速く走ったつもり、ないんだけど……」

　地面に下ろしてやって、背中を撫でてやって。落ち着いてきたところで、声をかけられた。

『来たね来たね、面おも白しろいお客さんが！　なんて前衛的な髪かみ形がただ。おや、イアも一いつ緒しよかい？』

　ぐるりと見回してみて声の主を捜さがすが見つからない。

『あっはっは、上だよ、上！』

　引くほどテンション高く誘ゆう導どうされて頭を仰のけ反らせると、すぐ横に生えていた大木の上に家があり、派手な羽根のついた帽ぼう子しを被かぶった男がテラスの手摺りに寄りかかって楓たちを見下ろしていた。

　──こんな家がすぐ上にあるのに気づかないなどということがあるだろうか──。

　疑問に思ったが、魔術師の住む家だ。そういうこともあるのかもしれない。

　手招きされ、螺ら旋せん状に大木の幹に巻きついた階段を上ると、灰色の髪を伸ばし綺き麗れいにカールさせた男が両手を広げて待っていた。

『久しぶりだなあ、イア。おまえ、また勝手に外に出て、人族に攫さらわれたんだって？』

『……なんでしってんの？』

　男にしては細めの腕うでに抱き取られたイアがびっくりして毛を逆立てる。魔術師は続いて楓へと目を遣やると、案外整った顔立ちに悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

『おやおや、長生きはしてみるものだなあ。異界からの来訪者とは！』

「ナゼ、シッテル……!?」

　ヴァルトにだって昨日明かしたばかり、他ほかの誰だれも楓が異なる世界から来たと、知っているはずがないのに。

『その問いにはとりあえず、魔ま術じゆつ師しだからだと答えておこう！　さ、底なしを寄よ越こしてくれるかな。僕は一刻も早くもふもふ天国を味わいたいんだ』

　楓が魔法の袋を渡わたすと、魔術師が筋張った手を突っ込み寝ねぼけ眼まなこの獅子の子たちを引っ張り出す。

『ん。んんー』

『あれ？　まじゅちゅし？』

『おうち、どこ？』

『おなか、へった……』

　次々に取り出された獅子の子たちが床ゆかの上に蓄ちく積せきされる。最後の一いつ匹ぴきを摑み出すと、魔術師は魔法の袋を楓に押しつけ、しゃがみ込んで獅子の子たちに頰摺りした。

『はあ、最高』

「本当に皆みんな、入ってた……」

　思う存分獅子の子たちのいたいけな肢し体たいを堪たん能のうすると、魔術師は帽子のつばを押し上げ、反応に困っている楓を見上げた。

『さて、花火が揚あがるまでもう少し時間がかかりそうだ。お茶でもご馳ち走そうしてあげよう』

　……花火って、何だろう？

　輪に編んだやどりぎの枝で飾かざられた扉とびらの中は居い心地ごこちよく整えられていた。帽子を取った魔術師が鍋なべでミルクをあたため、金色のとろりとした液体を垂らす。

　蜂はち蜜みつだ。

　コップが配られると、獅子の子たちは滅めつ多たにありつけない甘いミルクに夢中になった。

　楓も貰もらったコップから一口啜すする。滋じ味み豊かな甘さとあたたかさが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡るようで、おいしい。

　でも、僕はこんなところで何をしているんだろう。

　ふと見れば獅子の子の顔がミルクだらけになっている。手て拭ぬぐいを取り出して拭ふいてやろうとしたら、空が揺ゆれた。

　どん、という大きな音と共に膚はだにびりびりと振しん動どうが伝わってきたのだ。

　思わず目を遣った窓の外では切り立った岩山が崩くずれようとしていた。

「アレ、ナニ？」

　楓の認にん識しきが正しければ、あの岩山は、〝夜の彼方かなた〟を懐ふところに抱いだいている。

『魔術に決まってる！　魔術師が数人がかりで魔力を注ぎ込み長い長い詠えい唱しようをしてようやく起動できる大きな術だ。どうやらあれは南方から来た連中のようだね。これまでの銀を掠かすめ取ろうとしていた連中とは気合いが違ちがう』

「あんなことをしたら、皆、死んでしまうんじゃ……」

『そうだね。まあ、彼らにしてみれば、銀鉱の在り処かを知る者が一人残ればいいわけだし。そもそもあのお馬ば鹿かさんたちはこの辺りの森の生せい還かん率が低いのは獣けもの人びとのせいだと思っている節がある。自分たちが弱くて、この森について何も知らないせいでなく。だから獣人に大だい打だ撃げきを与あたえれば技師を派は遣けんしてじっくり鉱脈の探たん索さくができるとか、甘いことを考えてるんじゃないかなあ』

　その場合、獣人たちの情報すら必要ない。

　ざわりと膚が粟あわ立だった。楓は勢いよく立ち上がる。

「カエデ、マチ、カエル」

　あっはっはと魔術師が陽気な笑い声を上げた。

『駄だ目め駄目。ジーリがどうしてあんたをここに寄越したと思ってんだい？』

「ナゼ……？」

　頭に血が上ってしまって何も考えられない様子の楓に、魔術師は肩かたを竦すくめた。

『じゃあ、こうだ。もし人族が街まで攻せめてくるかもしれないと聞いていたら、あんたはどうしていた？』

　どうするかなんて決まってる。もちろん街から出て行けなどというヴァルトの命令は無視する。一人だけのうのうと安全な場所にいるなんてことはできない。

『だから、ジーリは追放なんて口実を使ってあんたを〝夜の彼方〟から遠ざけたんじゃないか？　ジーリはあんたに危険を冒おかさせたくなかったんだ。あっはっは、漢おとこだねえ。僕から見たら、とんだ甘ちゃんだけどね！』

　雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきに貫つらぬかれ、楓は棒立ちになった。

　そうなんだろうか。全部、楓のためだったんだろうか。

　でも──楓に危険を冒させたくなかった？　それで？　楓だけ安全地帯に騙だまして送って？　自分は死ぬわけ？

「駄目だよね、そんなの」

　ふつふつと煮えたぎるものがあった。

　既に楓にはヴァルトがいなくなった後の人生など想像もできなくなってしまっている。ヴァルトが見てくれず、触ふれてもくれなくなるくらいだったら、自分も死んだほうがマシだ。

　──ヴァルトはジーリだから、死地から逃げ出すわけにはいかないのかもしれないけれど。

　楓は魔術師に詰め寄った。

「魔術師さんは魔術を使えるんですよね？　ナニカ、ナイ？　マジュツ。ヴァルト、マチ、スクウ。この世界のお金は持ってませんが、できうる限りのお礼はさせていただくつもりです。えーと、ナンデモアゲル、チカラ、カシテ……！」

　ミルクを啜りながら成り行きを眺ながめていた獅し子しの子たちが耳をぴんと立てた。

『ぼくもおねがいっ。えっとね、ぼくは──つぎのたまごのばんをゆずってあげる！』

『じゃあぼくはねー、いつかまたぷりんつくってもらえたとき、ぼくのぶん、あげる』

　獅子の子にとっては苦く渋じゆうの決けつ断だんだったのだろう。悲ひ愴そうな顔で言い切った子に、他の獅子の子たちも追つい従じゆうした。

『ぼくもぼくもー』

『ぷりんってね、あまくてぷるぷるしてて、すーっごくおいしいんだよっ。だいすきだけど、まじゅつしにあげる。だから……』

『うっわ、なんて断りにくい空気だ……！』

　後あと退ずさった魔術師が胸の前で腕を組み、溜ため息いきをつく。

『まあ、僕は天才だからね。ジーリたちを助けるのに役に立つ魔術の十個や二十個くらい知ってるけど、あんた、武器を使えるのかい？』

　魔術師の問いに、楓は魔法の袋ふくろから弓と矢や筒づつを取り出して見せた。

「コレ、ドウ？」

『ああ、弓か！　いいねいいね！　じゃあ僕が魔術をかけた矢をあげよう。決して的を外さない上、たった一撃ですべての人族を吹ふっ飛ばし、獣人に勝利をもたらせるだけの力が宿った特別な矢だ』

　すたすたと奥の部屋に入っていった魔術師が大おお仰ぎように捧ささげ持って運んできたのは、一本の何の変へん哲てつもない矢だった。

「コレガ……？」

『そう。これが、僕特製の最強の矢。これを敵てき陣じんのど真ん中を狙ねらって射うち込めば魔術が発動する。一本しかないから、機を逃のがさぬように』

　楓は受け取った矢を握にぎり締しめた。

「ありがとうございます。カエデ、スグ、イク。コノコタチ、タノム」

　魔術師の説明が本当ならばこれで勝てる。獅子たちを街を銀鉱を救える。

　なぜ獅子たちが魔術師の助力を請こわなかったのかが疑問だが、人族の力を借りるわけにはいかないとか言う人が多分いたのだろう。

　鏃やじりに額を押しつけ、楓は強く願った。どうかうまくいきますように……。

『ぼくもいっしょにいくー！』

　楓に飛びつこうとしたイアを、魔術師が捕つかまえてくれる。

『いってらっしゃい。後で首しゆ尾びを聞かせに来て欲しいなあ』

「わかりました。いいご報告ができるよう、頑がん張ばります」

　己おのれに言い聞かせるように言うと、楓はもらった矢を矢筒に仕し舞まい、弓共々魔ま法ほうの袋に詰つめた。じゃあねと子らに手を振ふり、階段を回るのももどかしく、木の上の家から飛び降りる。

　今回は先刻と違って、持ちにくいイアもいない。急せく気持ちのまま、全速力で木々の間を駆かける。

　不思議なことに疲つかれを少しも感じなかった。

　元の世界にいたころは軀からだが弱いだけあって体力もなくて、特に持久走なんかしたらすぐさまばててしまったのに、世界を渡わたった時に何かが変わったのだろうか。

　人族の喧けん噪そうが聞こえてくると、もっとも高そうな木を選んでよじ登った。視線を巡めぐらせるだけで森の中に広く展開する人族の位置を把は握あくする。

　後方に円を描えがいて座り、一心に何かを唱えている人族の姿がある。恐おそらく彼らが大きな術を操あやつっている魔術師だ。

　獅子たちもいた。数匹ひきでチームを組み、果か敢かんに重装備の人族と渡り合っている。人族の被ひ害がいは甚じん大だいなようだったが、獅子たちはまだ狙っている魔術師たちに指一本触れられていないようだ。

　獅子たちの中には黒獅子の姿もあった。

　ヴァルトだ。

　また大きな術が放たれ、巨大な岩がん塊かいが恐ろしい高みから転げ落ちてくる。

　楓は魔法の袋から弓を取り出した。

　ヴァルトと試ためし打ちした時より足場が悪い。太い木の枝の上、楓は慎しん重ちように脚あしを置く場所を決める。矢を取って弓を構えて。

　──失敗は許されない。　>>>♥

　大きく深呼吸する。緊きん張ちようはしているが、不思議と静かな気分だ。

　弓を引き絞しぼるにつれ、全身の神経が張り詰めてゆく。

　──この一いつ矢しで必ず人族をこの地から排はい除じよする。

　つがえた矢に、祈いのりを込める。先生にはよく、どうにも締まらないと言われたが、今の楓には響のようにぴたりと姿勢を決められている確信があった。

　──響のことなんて考える必要はない。ここにいるのは僕。ヴァルトに愛され、獅子たちと日々を過ごした楓だ。

　心が一点に集中してゆく。

　よし。

　弦を離はなした瞬しゆん間かん、風が起こった。

　はたはたと服の裾すそがはためき、髪かみが煽あおられる。綺き麗れいな弧こを描きながら飛んでいった矢は青い光を纏まとっていた。狙い通りの場所に到とう達たつすると、光が弾はじけ、目に見えない何かが爆散する。

　──これが、魔術……？

　人族が青い光に煽られたかのように体勢を崩くずし──消えてゆく。砂と化したかのようにさらさらと形をほどかれながら。

　一分も経たたないうちに、森に人族の姿はなくなった。

　──彼らはどうなったのだろう。死んでしまったのだろうか。

　楓は急に湧わいてきた恐きよう怖ふを押さえ込んだ。

　一いつ切さい合がつ切さいを魔法の袋に放ほうり込み、木から降り始める。上から見た限りでは黒獅子の動きに異状はないけれども、本当に怪け我がをしていやしないか、確かめたかったのだ。

　でも、途と中ちゆうで足が滑すべってしまって。

　あっと思った時には枝が手からすっぽ抜ぬけて。

　落ちている最中、遠くから矢のような勢いで走ってくる黒獅子の姿が見えたような気がするけれど、以後の記き憶おくはない。




　　　　＋　＋　＋




　ふと気がつくと、響がすぐ目の前で眠ねむっていた。あれ？　と首を傾かしげて楓は理解する。長い長い夢を見ていたのだと。

　響と一いつ緒しよに寝ねるなんて、幼い時以来だ。

　改めてまじまじと見た響の顔は思いの外幼くて、不思議な気分になる。

　僕はどうしてあんなにも響を脅きよう威いに思っていたのだろう。

　多分、わからなかったからだ。何を考えているのか、どうしてあんなにも自分と一緒にいたがるのか。

　好きな食べ物もこれまでの歩みも、誰だれより熟知していたのに。

　幾いく分ぶん低めの鼻筋をそっとなぞってみるが、響は目覚めない。こつんと額と額を合わせ、楓は目を伏ふせる。

　さよなら。

　さよなら、魂たましいの片割れ、同じ遺伝子を持つ同胞はらから。大好きで大だい嫌きらいだった人。

　きっともう二度と夢に見ることもない。




　　　　＋　＋　＋




　ふと気がつくと、楓は獣けもののにおいのする寝ね床どこに横たわっていた。頭上に広がる天てん井じようは白く、角張ったところがどこにもない。

　ああここは、キューブの中だ。

　そう認にん識しきできたのと同時に誰かに抱だきつかれた。

「リールー？」

　日本でよく見る女性とはまるで違ちがう。男性のような骨格に筋肉質な腕うで。抱き竦すくめる腕の力ももちろん強固で、息が詰まる。助けて欲しいのに、もう一人いた誰かは部屋を出て行ってしまった。

『もう！　いつまで経っても目を覚まさないから、死んだかと思ったじゃない！』

　僕が、死んだ？

　何でそんな風に思われたんだろうと、楓は考え込む。そうしたら半分寝ぼけていた頭がようやく晴れてきた。

「あ、そうか。僕は木から落ちて……」

　恐らくは意識を失ってしまったのだろう。それにしても、リールーが泣きそうな顔をしているのがどうにも解げせない。

「リールー？　オナカ、イタイ？」

　だったら無理してここにいなくていいという気持ちを込めて頰ほおを撫なでると、リールーのこめかみに青筋が立った。

『そんなことあるわけないでしょう！　あんたを心配してるんじゃないか！』

「そっか……そうなんだ……」

　日本語で言ったのに女の勘かんか、リールーは目を吊つり上げた。

『何だい。あたしが、目を覚まさないあんたを見ても何とも思わない冷血漢だとでも思っていたのかい!?』

「そうじゃないけど……カエデ、イナイホウ、ヘイワ」

　楓などいなくなったところで何の痛つう痒ようも感じないのではないかと疑っていた。あるいは、いない方がせいせいするくらいに思っているのだろうと。だって、リールーたちは楓の追放に反対しなかった。

『ばかっ。そんな風に思っているのも確かにいないではないけどさ。あたしたちがあんたの追放を黙だまって受け入れたのは、あんたまで死ぬことはないと思ったからなんだからねっ』

　一応当たりはやわらかくなったものの、根底にある憎にくしみが変わるわけないと思っていた楓はあっけにとられた。

「え……？」

『だってさ、ここは獣人の街なんだよ？　そしてあいつらが狙ねらっているのは、あたしたちが持つ銀だ。あんたには何の関係もない話だろ？』

「リールー……」

　何と言ったらいいのだろう。確かに関係はない。でも、身内を人族に殺されているリールーがそんな風に割り切ってのけるとは思っていなかった。

「ごめんなさい」

　楓はようやくリールーにハグを返す。

　侮あなどっていてごめんなさい。あなたは僕が思っていたよりずっとしなやかで強い人だった。

　楓はずっと間違えていたのかもしれない。世界は、人は、何をしても変わらない、変えられないものだと、頭から思い込んで。

　扉とびらが壊こわれそうな勢いで押し開けられ、黒くろ獅し子しが飛び込んでくる。

『カエデ……！』

　部屋に入ったところで一いつ旦たん止まり、まじまじと楓を見つめた黒獅子は、耳としっぽを細かく震ふるわせた。

「ヴァルト！」

　近くまで来てくれるのを待つことすらできず、楓は寝床からまろびでた。両手を差しのばしつつ、黒獅子の胸に倒たおれ込み、豊かな鬣たてがみで覆おおわれた首を搔かき抱く。

　黒獅子も俯うつむき、楓の頭に鼻はな面づらを擦すり寄せた。

『おまえに感謝する。おまえは〝夜の彼方かなた〟の恩人だ』

　どうやら黒獅子は、楓があの理り不ふ尽じんな消失を引き起こした矢を放ったことを知っているらしい。

「僕は別に何も……。カエデ、オカゲ、ナイ。ゼンブ、マジュツシ、オカゲ。マジュツシノ、マジュツノヤ」

　実際、あの矢の威い力りよくは驚おどろくべきものだった。

『あっはっは。残念ながらあれは単なる普ふ通つうの矢だ。魔術なんかかかっちゃいない』

　しんみりとしかかっていた空気が、テンションの高い声に吹ふき飛ばされる。入り口に立ち、にやにやしながら口を挟はさんだのは、山向こうにいるはずの魔ま術じゆつ師しだった。

「……？」

　意味がわからず、楓は黒獅子に抱きついたまま魔術師へと顔を向ける。

『僕はただ、あんたがそうできると信じるよう、煽あおっただけ。凄すごかったのはあんた自身だ。いやあ、まさか完全に人族だけ選別して転移させるなんて複雑な術をあれだけの規模で発動させることができるとは！』

『テン、イ？』

　魔術師が頷うなずく。

『ああ。あんたが死を忌き避ひしたせいだろう、彼らは無む作さく為いに転移させられたらしい。森から出ただけの者もいれば、他ほかの大陸まで飛ばされた者もいる。間違いないだろうとは思っていたが、あの矢の効果を見て確信したよ。あんたは人族が召しよう喚かんした〝レザン〟だ。女め神がみさまが際限なく力を貸してくれる反則的存在！』

　〝レザン〟と聞き、黙っていられなくなったのはリールーだ。

『レザンだって？　……カエデはミャダだろう？　ミャダでもレザンになれるのかい？』

『んん？　何を言ってるんだ？　カエデは男だろう？』

　ナチュラルに言い返した魔術師とリールーが顔を見合わせる。

　黒獅子がむっつりと言い渡わたした。

『そのことについてはカエデの名めい誉よのためにも、内密に』

『はあ!?　まさか、本当に男なのかい!?　こんなに小さくてむさくるしくなくて、料理だってできるのに!?』

　早口に捲まくし立てられると、何を言われているのか聞き取りにくい。じいっと耳を澄すませる楓に、魔術師が首を竦めて見せる。

『異界では男も料理をするものなのかもしれないぞ。女より女らしいのが普通ってこともありえる。現にカエデはこんなに細っこい！』

　あまり会話の邪じや魔まをしたくはないが、もう我が慢まんできない。楓は膝ひざ立だちのまますすすと黒獅子の前へと移動し、顔を覗のぞき込んだ。

「みゃだ、イミ、ナニ？」

　魔術師が噴ふき出し、リールーが髪かみをまとめた赤い布の上から頭を抱かかえる。

『これだけ喋しやべれるようになったっていうのにまだミャダの意味を知らなかったのかい！』

　物問いたげな視線をリールーに向けようとした楓の頰を黒獅子の肉球が押しとどめ、己おのれの方を向かせた。

『鬣のある獅子とつがいになる者という意味だ』

『ジーリ!?』

　リールーが声を上げる。ヴァルトの説明では不足があるのだろうか。

『噓うそは教えてないぞ』

『そうだけど……本当にいいのかねえ、そんな説明で……』

　不承不承ではあるもののリールーが口を閉とざしたので、楓はひとまずヴァルトが言った意味で覚えることにする。

「そっか、つがい……。ミャダって炊すい事じ場ばに集つどう女たちのことを指しているんだって思ってたけど、違ちがったんだ……。あ、じゃああと、レザン、イミ、ナニ？」

　黒獅子の頰を両手で挟むようにしてマッサージしてやりつつ問うと、気持ちよさそうに細められていた目が瞬またたいた。

『人族が魔術で異界から召喚してくる戦士だ。レザンが力をふるう時には女神の眷けん属ぞくであることを示す青い光を纏まとうと言われている』

「レザン……召喚なんて、勇者みたいだ……。でも、青い光……」

　イアを攫さらった人族の腕うでを打った時、痴ち漢かんを働いた衛兵を振ふり払った時、確かに視界が青く染まった。魔術師に貰もらった矢も、強きよう烈れつな青い光を放った。

　響の陰かげに隠かくれてばかりだった自分がそんな大層な存在だなんて不思議な気がするけれど、確かに青い光が見えた時、楓は異常な力を発揮していた。

　ヴァルトが重々しく言う。

『人族の中に、おまえを召喚した者がいる。もしおまえが本来の役割を果たしたいと望むならば──』

「ノゾマナイ」

　楓は間かん髪はつ容いれずに答えた。

「こっちの都合も聞かず勝手に別の世界に引きずり込むなんてやり方はどうかと思うし、何となく覚えてる。僕を搦からめ捕とろうとした力は何というか、忌いまわしい感じがした。あんなのに関かかわるより、僕はこの街に──ヴァルトノソバ、イタイ」

　楓は俯いてヴァルトの鬣に顔を埋うずめた。さすがに少し照れくさかった。

　顔を隠したかったのに、抱だきついていた肉体が震える。膚はだ触ざわりがみるみるうちに変化してゆき、逆に抱き竦すくめられてしまう。

　顎あごが摑つかまれ、目前に紫むらさき水ずい晶しようの瞳ひとみが迫せまった。反射的に目を閉じれば、唇くちびるを吸われた。角度を変えながら。甘く。情熱的に。

『うっわ！　何コレ、この二人、どういうコトになっちゃってんの？』

　魔術師の驚く声が聞こえる。

『あたしたちはともかく、カエデまでミャダだって誤解をされてることに気づかないなんて……』

　リールーは何やら嘆なげいているようだ。

　どこまでも甘いくちづけに膝がかくりと折れると、ヴァルトはようやく口を離はなしてくれた。キスするためだけに変身したのだろうか、裸はだかで、腰こしには楓の寝ね床どこにあった毛布がいい加減に巻きつけられている。

　野性味溢あふれた男は楓の細ほそ腰ごしを支えたまま、室内にいる二人を振り返った。

『カエデがレザンであることも他言無用だ。カエデも、いいな？』

　こくりと頷くと、楓はヴァルトの胸に顔を埋めた。

　僕が、特別な力を持つ、特別な存在か──。

　別に嬉うれしくはないけれど、響が持たない属性は、楓に更さらなる自信を与あたえてくれそうだった。

　僕は響の影かげでも、劣れつ化か版でもない。

　ヴァルトもリールーもイアも、この〝夜の彼方〟に住む獅し子したちも響を知らない。僕だけの宝物だ。

　僕はちゃんといる、ここに。皆みな、響と比べることなく僕をまっすぐ見み据すえてくれる。

　楓自身が己を響と比べることをやめ、劣等感から完全に解き放たれる日はまだ遠いだろうけれど。

　とりあえずは、ヴァルトの傍そばにいられれば楓は幸せだ。

　寝ね汗あせで湿しめった服を着き替がえてから、黒獅子に戻もどったヴァルトを従え扉とびらを開けると、夕ゆう陽ひが岩の裂さけ目の街の惨さん状じようを赤く照らし出していた。

　そそり立つ岩がん壁ぺきは高さを削けずられ、大岩があちこちに突つき刺ささっている。サイコロを乱雑に積んだような住居群はあちこち破は壊かいされ、無残な姿をさらしていた。

「あんなちょっとの間に大変なことになってしまったんだね。ヴァルト、キツカッタ？」

　横に立つ黒獅子の鬣を撫なでると、ぐるんと小さく喉のどが鳴った。

『そうだな。きつかったぞ。カエデを追放した後、まず、チルルのばあさんが杖つえをついてわざわざ俺の部屋まで抗こう議ぎしにきた。カエデを追放するとは何ごとかと』

「え……？」

　炊事場の外でぼんやりと硬かたい肉の塊かたまりの前に座っていた老獅子の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

『ムガーリも魔術師の家まで誰だれかに送らせるべきだったのではないかとそわそわしているし、おまえを嫌きらっていたはずのギズリも、散々食い物にした挙げ句危険な森に追い出すなど自分より悪あく辣らつではないかと言ってきたな。まあ、魔術師の家に向かわせたと教えたらほっとしたようだったが』

　皆が追放に賛成していたのだと思っていたのに。

　この街が好きだ。

　改めて楓は思う。この街の一員に僕はなりたい。

『ほら、行くぞ』

　促うながされ、階段を下りてゆくと、足あし下もとをいつものように列をなした白くてふわふわのワキーナが通り過ぎていった。街の住民のほとんどは広場を中心に集まっているようだ。楽しげなざわめきが風に乗って聞こえてくる。

『あっ、来たぞ！　人族撃げき退たいの功労者が』

　拍はく手しゆが湧わき上がったのに楓はびっくりして立ち止まってしまった。もちろんこの拍手はヴァルトに対してのものなのだろう。それにしては拍手をしないどころか面おも白しろくない顔をしている者がいるのが変だけれど。

『さあ、こっちに座って。今、食べるものを持ってくるからね』

『カエデちゃんが教えてくれたこのお料理、本当においしくて宴うたげが倍楽しいわ』

　広場に獅子たちの姿はない。宴えん会かいの時は人の姿をとるという決まりでもあるのか、全員が人族と同じ姿になり、銀の装身具をじゃらじゃらさせている。

　──そうだ、宴会だ。皆、ここに集まって、襲しゆう撃げきをしのげたことを寿ことほいでいるのだ。

『ジーリ、どうぞ、一いつ献こん』

　酒を運んできた男から楓は無意識に後あと退ずさった。

　大きい。

　獅子の姿をしていた時から大きかったから当然なのかもしれないが、筋肉ダルマという形容が相応ふさわしい巨きよ漢かんに、圧あつ迫ぱく感かんすら覚える。見回してみれば、どの男も厚みのある体つきで、肩かたや腕の筋肉を瘤こぶのように盛り上がらせていた。おまけにほとんどの者が見上げるほどの長身だ。楓はヴァルトやムガーリを大きいと思っていたが、ここではごく標準的な……いやむしろスレンダーな方だったらしい。

　男たちとバランスを取るように、女たちも戦士のような体格をしており、楓より背が高い者が多い。大人たちの間を駆かけ回る子供たちの姿だけが癒いやしだ。

　黒獅子が一段高くなった岩の上で丸くなったので、楓も横に腰を下ろす。

　炊事場がいくつか破壊されていたから炊たき出しの意味もあるのだろう。生しよう姜が焼きにポトフ、キノコの炊き込みご飯はん……。次々と運ばれてくる料理で腹を満たす。どうやら人族は、魔術師が貸してくれた特別な品を使って楓が撃退したということになっているようだった。微び妙みような顔をしている者もいるが、皆、以前と同じように楓に好意的だ。

　最後のデザートを運んできたのは幼い子供だった。手も足も細くて、頰にそばかすが散っている。小さな木の盆ぼんに二人分のプリンと匙さじを載のせ、厳いかつい男たちにぶつからないよう慎しん重ちように慎重に進んでくる。

『じーり、かえで、ぷりん！』

　晴れやかな声に気がついた。

「イア!?」

『ん』

　魔術師の家に置いてきたイアだ。

　盆を受け取り岩の上に置くと、イアが抱きついてきた。

「ハコブ、アリガト、イア」

『かえでも、ありがと。ひとぞくにぴかーっとしたんでしょ？　おうちにかえってこれて、うれしい』

　与えられた抱ほう擁ようを、楓は勲くん章しようのように感じた。

「僕も、嬉しいよ……。君たちの役に立てて。〝夜の彼方かなた〟を守れて……」

　仲間のいるところに駆け戻ってゆくイアを見送り、楓はプリンの器うつわを手に取った。一匙すくって、口に運ぶ。砂糖は貴重品だから向こうの世界のものとは違ちがってかなり甘さ控ひかえめだ。その分カラメルの甘苦さが際きわ立だって、おいしい……。

　黒獅子の姿をしているヴァルトには、こういう小さな器に入ったものは食べにくい。だから楓がプリンをカラメルごと大きくすくって匙を差し出してやる。はぐ、と食いついた黒獅子は、匙を口の中から抜ぬかれるとかっと目を見開き、毛を逆立たせた。

『あまい……』

「プリンって言うんだ。本当は僕が作ってあげたかったんだけど……先を越こされちゃったな」

　黒獅子がわざわざ起き上がって次の一口を催さい促そくする。プリンが相当気に入ったらしい。次々にすくって口に運んでやる。

『……今、カエデをつがいにしてよかったとしみじみ実感した……』

　器の内側まで綺き麗れいに舐なめたヴァルトの非常に心のこもった呟つぶやきに、楓は思わず笑ってしまった。

　思い切り飲んで、食べて、お喋しやべりして。きりのいいところで楓は黒獅子と共に席を立った。既すでに夜は更ふけ人ひと影かげは減りつつある。酔よっ払ぱらって人型を保てなくなってしまったのだろう、銀の首くび飾かざりをじゃらじゃらさせ中ちゆう途と半はん端ぱに衣服を纏まとった獅子がそちこちで高たか鼾いびきを搔かいており、踏ふんでしまいそうだ。

「コドモタチ、ハ？」

『今夜は他ほかで面めん倒どうを見てくれる』

　今までにも子こ守もりを引き受けてくれていた女たちが、ぽんぽんに膨ふくらんだ腹を上にして眠ねむっている獅子の子を抱だき上げて運んでゆく。親でもないのに、あの子たちをまず心配してしまうようになった自分を随ずい分ぶん変わったものだなあと楓は思う。

　向こうの世界ではこんな風に他人に心を傾かたむけたことなどなかった。響に取られてしまったらもう無む駄だだと思っていたからだ。心を向けても哀かなしい──いや、口惜くやしいばかりで、何の意味もないのだろうと。

　階段を上ってゆくにつれ、視界が開ける。壁かべが破壊されているのに平気で眠る獅子の姿がいくつも見えた。分厚い毛皮があるから壁がなくても平気らしい。羨うらやましいことである。

　──あ、でも、この世界に来てから、僕も全然風邪かぜを引いてない。これって勇者になったからなのかな。

　だとしたら、かなりありがたい。

　部屋に入ると、背後から抱きしめられた。ヴァルトが黒獅子から人へと姿を変えたらしい。

『カエデ……』

　唇くちびるを吸われ、従順に応じる。いまだに獅し子しの多くは楓が慰なぐさみ者にされていると思っているらしい。本当は楓自身が望んでいるのに。好きにされたいと。

　でも一つだけ、寝床に入る前に聞いておきたいことがある。

「ヴァルト、カエデ、レザン、キヅイテタ？　マエカラ」

　勇者の力が青い光を纏うということを、ヴァルトは知っていた。ならば、衛兵を吹ふっ飛ばした時点で察していたはずだ。楓が何者であるのかを。

　寝床へ誘さそおうと、肩に添そえられていた手から力が抜ける。

『……ああ。すまない、黙だまっていて』

「ヒトゾクノマチ、イッタトキ？」

『その通りだ。あの時、おまえを人族に渡わたすべきではないと思った。何のために召しよう喚かんされたのかは知らないが、おまえは人族にとって強大な力となる』

「ダカラ、〝ヨルノカナタ〟、ツレカエッタ？」

　目を伏ふせてしまった楓をどう思ったのか、ヴァルトが咳せき込むように言う。

『だが、力を手中に収めたいがためにおまえに手をつけたわけではないぞ？　むしろ、おまえ以外の者がレザンだったら、後こう顧この憂うれいを絶つために息の根を止めていた』

「怖こわいなあ」

　楓でなかったら、勇者さまは死んでいたらしい。本当か噓うそかは時を巻き戻もどしてキャスティングを差し替かえてみないとわからないけれど、確かめる必要などないのだ。

　だって楓はヴァルトを好きになってしまった。たとえ噓だとわかっても、離はなれられないくらいに。

　もう努力してもどうせ無駄だと、諦あきらめたりなんかできない。

「カエデ、レザンデ、ヨカッタ」

　ふわりと微笑ほほえんだ楓にヴァルトは息を吞のみ──それから眉み間けんに皺しわを寄せた。

『あまり可愛かわいいことを言うな。ただでさえ色々あった後で、おまえが愛いとおしくてたまらないのに』

「ヒドイコト、シチャイソウ？」

『……っ』

　こてりと首を傾けると、ヴァルトは渋じゆう面めんとなった。

『おまえな』

「イイ。ヒドイ、コト。イッパイ、シテ」

　ヴァルトの腕の中、軀からだを回転させて向かい合う。それからうんと背せ伸のびをして両手をヴァルトの首に回して。唯ゆい一いつ届く顎あごにキスしたら、いきなり軀が空に浮ういた。

　寝床までヴァルトに抱かかえ上げられて運ばれる。柔やわらかな褥しとねに下ろされた後にはキスの雨が待っていた。

「ん……っ、ふう……っ、ヴァルト、あ、ヴァルト……」

　男の手が忙せわしなく体表をさまよう。気き遣づかいと狂くるおしいほどの情熱を圧縮して形にしたような指を感じているうちに、催さい眠みん術でもかけられたみたいに頭がぼーっとしてくる。

　──もっと、もっと欲しい。滅茶苦茶めちやくちやに、されたい……。

　不器用に身を[image: 捩]よじって服の裾すそをたくし上げる。するりと現れた太ふと腿ももをヴァルトは待ってましたとばかりに撫なで上げた。

「あ……ヴァルトぉ……」

　物足りない刺し激げきのせいで漏もれた声は、我われながら理性の欠片かけらも感じられないほど甘い。

　下半身が密着し、雄おすの象しよう徴ちようが擦こすりつけられる。

　男の手が無ぶ遠えん慮りよに下着の中に入ってきて、楓の蕾つぼみを愛めで始めた。

「あっ、あっ、あ……、そこに、欲し……っ」

　時折ぬぷりと中まで入ってくる指を、楓の下の口はきゅうっと締しめつける。早くもっと大きなモノが欲しい、お願いと淫みだらにねだって。

　びくんと立った膝ひざがヴァルトの腰こしを挟はさみ込み、震ふるえた。

　ヴァルトが軽く腰を浮かし、楓を貫つらぬこうとする。だが、その動作は途中でぴたりと止まってしまった。

『──どうした』

　先刻までの甘さを含ふくんだ囁ささやくような声とは違う張りのある声に違い和わ感かんを覚えた楓が肘ひじを突ついて上半身を起こそうとした時、別の声が聞こえた。

『なにしてんの？』

　真昼の太陽のように陰かげりなく、無む邪じや気きで、みだりがましいところなど欠片もない声だ。

『……毛け繕づくろいだ』

　さりげなく楓の服の裾が引き下ろされる。

　顔を横に向けると、細く開かれた扉とびらの隙すき間まに光る目が見えた。

『あのねえ、こわいゆめみたの。いっしょにねちゃだめ？』

『ぼくも、らーだとなーだといっしょにねたいなあ』

　断られることがあろうとは欠片も疑っていない甘えた声。

　ヴァルトがふっと笑い、上半身を起こした。

『仕方のない奴やつだ。皆みなを連れてこい』

　もちろん、子らが最優先。悪い夢を見た子を放ほうってはおけない。ヴァルトの判断に異を唱えるつもりはないけれど。

「ヴァルト……」

　恨うらみがましい声を上げてしまうことくらい許して欲しい。だってもう、軀は十分熱くなっている。早く抱いて欲しいと疼うずいているのに。

　ぐりぐりと肩かた口ぐちに頭を押しつけ、やり場のない苛いら立だちを発散していると、ヴァルトにぽんぽんと背中を叩たたかれた。

『わかっている。後で厭いやというほど可愛がってやるから英気を蓄たくわえておけ』

　そう淫いん靡びに囁かれ、尾び骨こつの当たりが鳥とり肌はだ立だった。

　目をとろんとさせて〝後〟に思いを馳はせていると、わらわらとやってきた獅し子しの子たちが寝床へ突とつ進しんしてくる。ヴァルトと楓は興奮して押し合いへし合いしている子らを片っ端ぱしから捕つかまえて背中ぽんぽんの刑けいに処して寝かしつけていった。子だくさんな二人はこの技わざについては既すでに達人の域に達している。

　ヴァルトもあたたかいけれど、獅子の子たちの軀はもっとぽかぽかしている。最後の一いつ匹ぴきを寝かしつけてみたら、いつの間にか黒獅子に戻ったヴァルトも獅子の子たちに埋うもれるようにして寝入っていて。

「元の世界に帰れなくても別にいいけど、カメラは欲しいかも」

　もふもふを敷しき詰つめたような寝床に顔が緩ゆるんでしまう。

「おやすみなさい」

　ヴァルトにそっとキスして、楓も横になる。

　今夜は幸せな夢を見られそうだ。








◆あとがき◆　こんにちは。




またも好きなもふもふを書かせていただいて幸せいっぱいな成なる瀬せかのです。




前回出していただいた拙せつ作さくのもふもふは雪ゆき豹ひようで白がベースでしたが、今回は大きくて黒々としたもふもふです。

大きな軀からだを枕まくらにお昼ひる寝ねしたり……鬣たてがみに顔を埋うずめてみたり……おっきな獅し子しの背に跨またがってお散歩したり……大きなもふもふは最高ですね。

しかも獅子の子つきです。足元にちまちましたのがころんころん転がっているのです。想像してみただけで癒いやされます。

このもふもふパワーでお話を読んで下さった皆みなさまの肩かたの力ちからが、お話を読んでいる間だけでも抜ぬけたなら……書き手冥みよう利りに尽つきます！




私事で何ですが、現在生まれて初めて真ま面じ目めにダイエットに取り組んでおりまして（若い頃ころは……太らなかったんです……）。基本、筋肉をつけて栄養もきちんと取る方針なのでそう飢うえているわけではないのですが、甘かん味みだけは食べては駄だ目めと言われて早半年。甘いものが本当にもう、食べたくて食べたくて食べたくて。そのせいでしょうか。プリンに群がる獅子の子たちのシーンを書いている時、あああ甘いものっておいしいよね！　この世のものとも思えない快楽だよね！　こんなん虜とりこになるしかないよね！　と異常に感情移入してしまいました。今の私になら初めて甘味に触ふれる異世界の生き物の感動がわかる……かもしれません。




挿さし絵えは、前回に引き続きみずかねりょう先生。

前回の仕上がりが本当に素す敵てきだっただけに、また書いていただけると知った時には嬉うれしくて嬉しくて。気品あるユキヒョウに続き、獅子がどんな風に仕上がって来るか、とても楽しみです。




最後に、いつも穏おだやかに道を指し示してくださる編集様、みずかね先生に感謝を。そしてこの本を買って下さった皆々さま、本当にありがとうございます。




さて、本編は一いつ旦たん綺き麗れいに終わりましたが、何がとは言いませんがお預けのまま終わるのは何ですので、物足りなかった諸もろ々もろを書き足してみました。最後までお楽しみいただけたら幸いです。では、どうぞ。





成瀬かの




















黒獅子パパが恋つがいを得てから







『かえで、おきて！』

『らーだ。らーだー[image: !!!]』

　ゆさゆさと、乱暴に揺ゆすられて覚かく醒せいする。

「んー」

　胸の上に跨またがっている獅子の子を抱え込みつつ寝ね返がえりを打って、大きな欠伸あくびを一つ。それからようやく楓は細く目を開けた。

「んん？」

　部屋の中は無法地帯と化していた。先に目を覚ました獅子の子たちが思い思いに遊んでいる。

「あ、おはようございます」

　ムガーリが室内にいるのに気がついて挨あい拶さつする。なぜか人の姿を取っているムガーリは獅子の子にたかられ、獅子の子ツリーのようになっていた。

『おはよう、カエデ』

　頭までよじのぼってきた子を引き剝はがしながらムガーリが疲つかれ切った顔で挨拶をする。楓が眠ねむっている間、随ずい分ぶんと揉もみくちゃにされていたようだ。

「何、してるんですか？　ナニ、ヨウ？」

　寝ね癖ぐせを手で直しながら上着を引き寄せる。

『子こ守もりが来るまでの繫つなぎを頼たのまれたんだ。こいつら、随分と力が強くなったな。おじさんは朝から疲ひ労ろう困こん憊ぱいだよ。──ああ、ジーリは街の再建について、長老たちと話し合いだ』

「起こしてくれればよかったのに……」

　おはようの挨拶もできなかった。何より仕事に行こうと起き出すヴァルトにちっとも気づかず、惰だ眠みんを貪むさぼっていたなんて……！

「……ナニ？」

　ふと気がつくと、寝ね床どこに座る楓を、しゃがみ込んだムガーリがじーっと眺ながめていた。

『いやあ、カエデは本当にわかりやすいと思ってな。ジーリが可愛かわいくて仕方ないと言うのもわかるわ、これは』

「？」

　わかりやすい……？

　わけがわからずきょとんとしていると、ムガーリが軀のあちこちにしがみついていた子らを毟むしり取って立ち上がった。

『じゃー俺はもう行くから、子らをよろしく。炊すい事じ場ばの方も色々運用について変へん更こうがあるらしいからな、早めに行ってリールーに聞いておいた方がいいぞ』

「わかったヤツク」

　顔を洗ったついでに髪かみを濡ぬらしても寝癖は直らず、仕方なくそのまま炊事場に行くと、大勢の女たちが集まっていた。炊事場も幾いくつか破は壊かいされてしまったため当面の間編成を変更して、家族単位ではなく街全体の食事を手分けして作ることにしたらしい。責任者はリールーだ。

　子らを炊事場の周りで遊ばせつつ、メニューを決めて料理を作ってゆく。いつものメンバーに加えて知らない女もいるので、いささか緊きん張ちようしてしまう。

　できあがった料理を広場にセッティングすると、楓はヴァルトの分の食事を盆ぼんに載のせて届けにいった。話ができることを期待していたのだけれど、ちょうど話し合い中でとてもいちゃつけるような雰ふん囲い気きではない。そっと料理だけ置いて帰ろうとすると黒獅子が楓の手の甲こうに鼻を押しつけてきた。

　単なる食事を運んできたことに対するねぎらいだったのかもしれないけれど、すっと心が軽くなる。

　──夜になったら、今度こそ……。

　空になった盆を手に広場に戻もどると、獅子の子が飛びついてきた。

『かえでっ』

「わっ！」

　ひっくり返りそうになった楓は危あやういところで踏ふみ止とどまる。

「もー、急に飛びつかないの」

　いつもは子守を買って出てくれる女たちも部屋が壊こわされたりして忙いそがしいらしい。となれば、子守は楓の役目となる。

『かえで、あそぼー！』

『だっこして、ねえ、だっこ』

『うわあああんっ』

　喧けん嘩かをしている子を引っ剝ぺがして、だっこをねだる子にたかられて、遊びにつきあって。楓は大忙しだ。気のせいかもしれないがムガーリが言ったように、ちょっと前に比べ子らの力が強くなったようだった。年かさの子が小さな子に気を配ってくれるので何とかなっているが、色々とギリギリだ。

　──今夜こそナグサミモノにして欲しいと思っていたのに。

　陽ひが落ちる頃ころにはもうくたくたになってしまった楓はあろうことかヴァルトが部屋に戻って来る前に寝落ちしてしまった。




　　　　＋　＋　＋




　翌日もその翌日も、同じようなことが続いた。ヴァルトは朝から晩まで〝夜の彼方かなた〟再興のため忙しくしているし、楓は獅子の子らに体力を消しよう耗もうさせられるせいでヴァルトが帰ってくる夜にはスイッチが切れてしまう。痺しびれを切らした楓は思い切って、まだ街に滞たい在ざいしている魔ま術じゆつ師しに相談に出で掛かけた。

『やあやあ、会いに来てくれるとは嬉うれしいね！　しかし何か……随分と疲れているようだが、大丈夫かい？』

「その件について、何とかできないかと思って来たんです」

　楓は肉体的には獅子たちに劣おとる人族に近いが、特別な力を持っている。魔術師の家へ向かう時、楓は異常に速く走れたし、疲れも感じなかった。ああいう風に、勇者パワーでなんとかできないものだろうかと思ったのだけれど。

『あー、レザンの力を日常生活に生かす、ね……。まあできないことはないんじゃないかな。女め神がみさまの力が発現するか否かはカエデの意思次し第だい、いわゆるいやよいやよも好きのうちってのは駄だ目めだけど、心から望めば行使できるはずだ』

　…………ん？

　ふっとヴァルトとの過去の一幕が脳のう裏りを過よぎる。

　まさかね……。

「ソレ、ヴァルト、シッテル？」

『あいつは昔からレザンに興きよう味み津しん々しんで根ね掘ほり葉掘り聞かれたからね。懐なつかしいなあ』

　かつて、最後まで抵てい抗こうしなかったなとヴァルトは言った。楓は何を言っているのだろうと思った。でも、青い光は発現してなかった。

　ヴァルトはそこから気づいていた？　楓が本心では拒きよ否ひしていないと。

　──でも、待って。もし僕が本気で嫌いやがっていたら、ヴァルトは勇者の力でぶっとばされることになったんだよね……。

　そこまで覚かく悟ごの上で口く説どいてくれていたのだろうか。

　──ヴァルトって、何かホント、凄すごい……！

　話の途と中ちゆうで急に凍こおりついた挙げ句、膝ひざの上に顔を伏ふせてしまった楓に、魔術師が首を傾かしげる。

『まあ、でも、生かせるっていっても力仕事くらいだろうね。ほら、攻こう撃げき力が高すぎるから、勢い余ってってこともありそうだし』

「コ、コモリ、トカハ」

『子守!?　いやそれはやめといた方がいいんじゃないか。力加減を間ま違ちがえたら、握にぎり潰つぶしてしまうかも』

　いつもテンション高くふざけた口調で話す魔術師に真顔で窘たしなめられ、楓は肩かたを落とした。

『あっ、わかってしまったぞ。いわゆる新しん婚こんさんならではの悩なやみって奴やつだな？　獅し子しの子らに邪じや魔まされていちゃつけないんだろ。なら取りあえず、昼ひる寝ねでもしたらどうだ？　その間くらい、子らを見てやってもいいぞ？　何なら夜も預かってやる。山向こうにお泊とまりさせちまえば、乱入イベントも起きないだろ。底なし、借りられるか？』

「助かるけど……いいんですか？　メイワク、ナイ？」

『ないない。いざとなったら魔法で眠ねむらせてしまえばいいんだからな！』

　……その魔法、僕も使えるようになりたい。でもとりあえず。

　後でプリンを差し入れようと心に決めつつ、楓は魔術師と固い握あく手しゆを交かわした。




　　　　＋　＋　＋




「おかえりなさい！」

　鼻先で扉とびらを押し開けた黒獅子は、部屋を見回すと可愛らしく首を傾げた。

『子らは』

　テーブルの上には花が浮うかんだ器うつわがある。魔法の袋ふくろに子らを詰つめ込んでいるところを見て全すべてを察したらしい女たちにプレゼントされたものだ。これを髪に挿さして誘さそえば男などイチコロらしい。──ありがたいが、さすがにそんな女性みたいなことはできないので飾かざるに止めたが、今日の楓はやる気満々である。

「えーと、ガイハク。マジュツシノイエ！」

『ほう？』

　黒獅子が鼻をひくつかせる。

「ナニ？」

『いや、案外積極的だと思ってな』

「積極的にもなるよ。だって、あれから何日経たったと思ってんの？」

　楓は黒獅子の鬣たてがみを両手でわっしと摑つかむと、寝ね床どこへと引っ張ってゆく。

『そう、怒おこるな。向こうの言葉で捲まくし立てられても何を言われているのかわからん』

「ヴァルトも日本語覚えてくれたらいいのに」

　首しゆ尾びよく寝床に上がらせたら膝を突ついて、うんしょと巨きよ軀くをひっくり返して、腹を上に向けた獅子の上に腹ばいになって。

　両手で頰ほおを押さえつけて、キスする。

「ね、早く人の姿になって。……ね？」

　わしゃわしゃと腹の毛を搔かき回し、楓は下腹部まで手を伸のばした。長大な生せい殖しよく器が納められた鞘さやの周りを指で揉もむようにして刺し激げきすると、黒獅子が目を細める。

「ヴァルト……」

　獣けものの軀からだが強く仰のけ反る。巨軀がぶるっと震ふるえたかと思ったら、軀が反転していた。人族の姿へと変化したヴァルトに一いつ瞬しゆんで組み敷しかれたのだ。

『カエデ……』

　心臓がひゅっとなった。怖こわかったからではない。ときめいてしまったのだ。

　唇くちびるが塞ふさがれ、ヴァルトの指が無ぶ遠えん慮りよに楓の敏びん感かんな部位を探さぐり始める。

「ん……っ、んっ、ん、んん……っ」

　気のせいだろうか、愛あい撫ぶがいつもより性急で容よう赦しやがない。油を纏まとった指をいきなり一気に蕾つぼみに突き入れられ、楓は腰こしを[image: 捩]よじった。

　痛かったからではない。いきなり与あたえられた強きよう烈れつな快感についていけなかったのだ。

「あ……っ、あ……っ」

　キスが終わっても、喘あえぐことしかできない。ヴァルトの指が楓の内側の弱い場所をにゅくにゅくと抉えぐっている。

　──人族を撃げき退たいしてからずっと軀の芯しんを燠おき火びで炙あぶられているようだった。

　どんなことをされても熱くなった軀は悦よろこぶばかり、もっと酷ひどいことをして欲しくてうずうずしている。

　ヴァルトの指の腹が一点をぐっと押し込む。楓はひあ……っと上うわ擦ずった悲鳴を上げ、仰け反った。イく寸前まで押し上げられた四し肢しがわななき、潤うるんだ目が恨うらみがましげに己おのれの軀を玩具おもちやにしている男を見つめる。──早く犯おかして、と。

　楓の発した信号が届いたのだろう、ヴァルトは一度動きを止めると、指を抜ぬいた。

　服が毟むしり取られ、獅子たちの中にあると女性よりも華きや奢しやでしなやかに見える肢し体たいが晒さらされる。息を整える間もなく男がのしかかってきて、早く何か食べたいとひくつく蕾に猛たけった男根を宛あてがった。

「あ……っ」

　拳こぶしを口元に宛がい、震える。

　入ってくる。熱く猛ったモノが。

　まだ硬かたさの取れない楓の肉を割り開き、奥まで。

「ひ、う……っ」

　楓はたまらず男の軀にしがみついた。どうにかなってしまいそうだった。快楽が強すぎて。

『こら、そんなに強くしがみつかれたら動けないだろう？』

　腕うでを緩ゆるめろと頰を撫なでられ、楓はいやいやと首を振ふる。

『また泣いているのか。カエデは泣き虫だな』

　密着した腰の後ろに、ヴァルトの手が回される。それからぐいと軀を引き起こされて、楓は声にならない悲鳴を上げた。

「……っ」

　ヴァルトが、楓ごと起き上がったのだ。

　後ろに手を突き、胡座あぐらを搔いた男の上に跨またがるような体勢になってしまった楓は、ヴァルトの背に爪つめを立てて衝しよう撃げきをやりすごそうとする。

　でも、無理だった。そそり立った剛ごう直ちよくがいつもより硬く感じられる。それに──男の手が、萎なえそうな膝に力を込め楓が必死に浮かせようとした腰を摑み、引き下ろした。

　切っ先に、これまでより深く抉えぐられ、楓は唇を震わせた。

「ひう……っ、ふ、深い……っ、こんな……あ、おなかの、おくまで……っ」

『ふ、そんなに締しめつけずとも、たっぷりと可愛かわいがってやる……』

　ずん、と下から突き上げる動きに、楓は必死にヴァルトの背中にしがみついた。

　いい。

　さすがに大きくは動けないらしく、小刻みに揺ゆすぶられる。切っ先に奥を容赦なく嬲なぶられ、媚び肉にくが甘く蕩とろけた。

「あ……っ、あ……ああ……っ」

　こんなことずっとされたら、おかしくなってしまう……。えくっと喉のどを鳴らし子供のように首を横に振り、責めを止やめさせようとする楓を眺ながめ、ヴァルトが目を細める。

『どうした？　言ったろう？　後で厭いやというほど可愛がってやると。おまえも期待していたはずだ。俺に犯し尽つくされることを』

　酷いことを言われているような気がするのに、ヴァルトの低い声は、楓の鼓こ膜まくのみならず腰まで響ひびき──楓は涙なみだに濡ぬれた目を大きく開いた。　>>>♥

「あ、噓うそ、も……っ」

　白が弾はじける。

　あっけないほど簡単に極きわめてしまったが悦えつは深かった。いつも静せい謐ひつな光を湛たたえている黒い瞳ひとみが喜き悦えつに蕩け、小さく開いた口の中で僅わずかに持ち上げられた舌先が震えている。

　もともと狭せますぎるきらいのある狭きよう路ろがさらにきゅうっと収縮し、ヴァルトを搾しぼった。

『く……っ、駄だ目めだ、俺も、出すぞ……っ』

　宣言と同時に奥に突き立てられたモノの先から熱いモノが溢あふれ出す。

　女の人が濡れる時って、こんな感じがするんだろうか？

　じゅん、と奥が潤み、突き入れられたヴァルトの雄おすがにゅぐにゅぐと実によく滑すべるようになって。

「ど、しよ……っ、きもち、い……っ」

　飢うえていた軀が満たされていく。突き立てられる欲よくに、見つめる瞳に、執しつ拗ような不安が消えてゆく。

　僕はここにいる。この人に愛されている。

　射精したというのにヴァルトの雄は萎えることなく、ほとんど休むことなく楓の腰が摑まれた。またしても繫つながったまま体位を変えられる。今度は膝ひざ立だちになったヴァルトに、横向きで貫つらぬかれる格好だ。

「あああああ……っ」

　ヴァルトの腰に尻しりを打たれるたび、中で搔き回された精液が泡あわ立だつのが感じられるような気がした。全然いじられていないのに前は限界まで張り詰つめ、先せん端たんから溢れた蜜みつで幹がてらてらと光っている。おまけに揺さぶられながら胸の尖とがりまで弄いじられてしまったらもうどうしようもなくて。

　よがってしまう。

　自分でも腰を揺すって、より深くヴァルトをくわえこみながら。

　感極まり、ぽろぽろと涙をこぼす楓の目元をヴァルトの指先が拭ぬぐった。

『ふふ……とろんとした顔をして……こうされると気持ちいいんだな……？』

「ひあ……っ」

　うんと力んで、また前から白を飛ばした楓に、ヴァルトが愛いとおしそうにキスをする。

『可愛いな。またイってしまったのか。だがまだまだつきあってもらうぞ』

　え？　と一瞬醒さめた頭の隅すみで楓は思った。一体何回するつもりなんだろう？　と。

　怖い。

　でも、思わずまたヴァルトの雄を締めつけてしまうほど嬉うれしくもあって。

　己おのれの全すべてを男に委ゆだね、楓は目を伏ふせた。
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